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 ドキュメントのアクセシビリティについて 

 関連ドキュメント 

 表記規則 

 

対象読者 

『Oracle Fusion Middleware Adapter for SAPユーザーズ・ガイド』は、これらのアダプタの使用に

関心があるすべてのユーザーを対象としています。 

ドキュメントのアクセシビリティについて 

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、  

Oracle Accessibility ProgramのWebサイト

(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照し

てください。 

 

Oracle Supportへのアクセス 

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。

詳細情報は 

(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、 

聴覚に障害のあるお客様は

(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してくだ

さい。 

関連ドキュメント 

詳細は、Oracle Fusion Middleware 12c リリース(12.2.1.0.0)のドキュメント・セットに含まれる次の

ドキュメントを参照してください。 

 

 『Oracle Fusion Middleware Programming Resource Adapters for Oracle WebLogic Server』 

 『Oracle Fusion Middleware Adapter for Oracle Applications ユーザーズ・ガイド』 

 『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suite開発者ガイド』 

 『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』 

『Oracle Fusion Middleware Oracle SOA Suiteおよび Oracle Business Process 

Management Suite管理者ガイド』 

 『Oracle Fusion Middleware Oracle Service Bus管理者ガイド』 

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs


x 

 『Oracle Application Serverレガシー・アダプタ・インストレーション・ガイド』 

表記規則 

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

規則 意味 
太字 

 

 

イタリック 

 

固定幅フォント 

太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されて

いる用語および用語集に記載されている用語を示します。 

 

イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。 

 

固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示され

るテキスト、または入力するテキストを示します。 
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Adapter for SAPの理解 
 

 

 

この章では、Oracle Integration Adapter for SAP R/3の概要について説明します。内容は次のと

おりです。 

 項1.1「概要」 

 項1.2「Adapter for SAPを使用したビジネス設計」 

 項1.3「アダプタのコンポーネント」 

 項1.4「サポートされているバージョンとプラットフォーム」 

 項1.5「サポートされているSAP ABAPテクノロジ」 

1.1 概要 

Adapter for SAPは、Oracle製品と SAP Enterpriseを統合して、リアルタイムのデータを交換する

ために使用されます。これは、Oracle JCAフレームワーク内で開発します。SAP Java Connector 

3.0 (SAP JCo)に基づき、メッセージ・タイプ RFC/BAPI/IDOC を使用した SAP とのインバウンド

およびアウトバウンドの相互作用に使用します。 

 アウトバウンド相互作用: アプリケーションが、Adapter for SAPを使用して SAP R/3ビジネ

ス・オブジェクトまたはビジネス・オペレーションを起動する場合、この相互作用をアウトバウ

ンド相互作用と呼びます。 

 インバウンド相互作用: SAP R/3システムがイベントをトリガーしたとき、そのイベントが

Adapter for SAPを使用するアプリケーションによってリスニングされており、その結果として

アプリケーションが SAP R/3データを受信する場合、この相互作用をインバウンド相互作

用と呼びます。 

Adapter for SAPによって、セキュア接続、メッセージ・サーバー通信方法など様々なタイプの

接続方法を、Unicodeおよび非 Unicodeの両方の SAPシステムで利用できるようになります。 

ほとんどの IT環境で展開されてきた情報資産を解放するサービス指向のアプローチを、組織

に提供します。SOA Suiteの設計時および実行時の両方のコンポーネントとの、また他の

Oracle製品との緊密な統合を実現して、ビジネス・データ統合の向上に役立ちます。 

1.2 Adapter for SAPを使用したビジネス設計 

Adapter for SAPは、SAP R/3システムと非 SAPシステムとの間のシームレスな統合を実現しま

す。XML通信を標準のビジネス・メッセージ形式としてサポートするため、異なるプラットフォー

ムの統合に役立ちます。アダプタの実行時は、SAPシステムへのアクセスと、セキュア通信、接

続管理およびファンクション実行の制御を提供します。アダプタの設計時モジュールは、Oracle 



 

1-2      Adapter for SAPユーザーズ・ガイド 

 

SOA Suiteおよび OSB製品に不可欠な機能として用意されています。これは、SAP R/3システ

ムとのビジネス統合シナリオを設計するために役立ちます。 

Adapter for SAPの実行時は、SAPシステムとの双方向の通信をサポートします。SAPとの間で

ビジネス・データの追加、更新または受信が可能になります。Adapter for SAPは、これらの操作

を実行するために、BAPI/RFC/IDocなど複数の SAPインタフェースをサポートしています。エン

ド・ユーザーとして知っておく必要があるのは、SAPシステムが RFC/IDoc/BAPIのいずれを使

用するかと、ビジネスのユース・ケースに必要な通信のタイプのみです。セキュリティおよび接続

管理は、アダプタによって処理されます。Adapter for SAPとの統合を開始する前に、通信のた

めの SAPユーザー資格証明を保有する必要があります。SAPユーザーは、BAPI/RFC/IDOC

を実行するために最低限必要な権限を持っている必要があります。SAPシステムからデータを

受信するには、SAP管理者から支援を受けて、SAP側に論理システムを定義する必要がありま

す。 

Adapter for SAPは、SAP R/3システムがサポートする複雑なデータ・タイプのほとんどを XML

標準タイプの形式にカプセル化することで、プロセス設計時の複雑なデータ・マッピングを不要

にして、エンド・ユーザーのために統合を容易にします。 

 

1.3 アダプタのコンポーネント 

Adapter for SAPのコンポーネントは、次の2つの部分で定義されます。 

1. 設計時コンポーネント(JDeveloper拡張機能) 

2. 実行時コンポーネント(WebLogicアプリケーション) 

アダプタの設計時コンポーネントは、SOA、OSBおよび BPMの Oracle統合製品の一部として、

Oracle JDeveloperに付属して提供されます。アダプタの設計時は、ウィザード・ベースの設計フ

ローを提供し、分類されたページで SOA/OSBコンポジットの SAP リファレンス/サービスの作成

を順を追って実行できるようにします。アダプタ設計の結果として、JCAアーティファクトが作成さ

れます。 

アダプタの実行時コンポーネントは、Oracle SOA/OSB リリースの JCAコネクタとして用意されて

います。このコンポーネントは J2EE Connector Architectureフレームワークを使用して実装され

ます。Adapter for SAPを使用する SOA/OSBプロジェクトをデプロイする前に、アダプタの実行

時をリソース・アダプタとしてWebLogicサーバーにデプロイする必要があります。このアダプタ・

コンポーネントが SAPへのネイティブ呼出しを実行し、アウトバウンド実行の場合は XMLとして

結果を返送します。SAPへのネイティブ呼出しを処理して、SAP関連の実行の複雑さをユー

ザーに見せないように抽象化します。 

1.4 サポートされているバージョンとプラットフォーム 

Oracle Integration Adapter for SAP R/3は、次に示すバージョンの相互作用/基盤システムをサ

ポートします。 
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オペレーティング・システム(OS)のバージョン: 

Oracle Integration Adapter for SAP R/3は、SAP JCo 3.0によってサポートされる、すべてのバー

ジョンのオペレーティング・システムをサポートします。次に OSプラットフォームの一覧を示しま

す。 

SAP JCo 3.xによってサポートされるバージョンの詳細は、SAPサービス・マーケット・プレースの

SAPノート#1077727を参照してください。 

 Windows (2008 R2) 

 Linux (Oracle Linux 6および Redhat Linux 6) 

SAPバージョン: 

 SAP R/3  4.7 

 SAP ECC 5.0 

 SAP ECC 6.0 

 SAP ECC 6.0 EhP 6 

 SAP ECC 6.0 EhP 7 

 

Javaバージョン: 

 Oracle Integration Adapter for SAP R/3は、SAP JCo 3 APIによってサポートされる、すべて

の Javaバージョンをサポートします。 

 

JCoバージョン: 

 SAP JCo 3.X 

 

Oracle SOAバージョン: 

 Oracle Fusion Middleware 12.2.1 

 

アダプタ証明書マトリクスの詳細は、次のリンクを参照してください。 

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/adapters/documentation/index.html 

Oracle Fusion Middlewareの詳細は、次のリンクを参照してください。 

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/fusion-middleware/documentation/fmw-122120-

certmatrix-3254735.xlsx 

http://service.sap.com/~form/handler?_APP=01100107900000000342&_EVENT=REDIR&_NNUM=1077727&_NLANG=en&_NVERS=0
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/adapters/documentation/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/fusion-middleware/documentation/fmw-122120-certmatrix-3254735.xlsx
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/fusion-middleware/documentation/fmw-122120-certmatrix-3254735.xlsx
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1.5 サポートされている SAP ABAPテクノロジ 

Oracle Integration Adapter for SAP R/3は、次のSAP ABAPインタフェースへのアクセスを提供し

ます。 

1. RFC (Remote Function Call) 

2. BAPI (Business Application Programming Interface) 

3. IDoc (Intermediate Document) 

Remote Function Call (RFC)は、SAPシステム内の通信および外部の非SAPシステムとの通信に

使用される標準のSAPインタフェースです。RFCはリモート・システムで実行されるファンクション

を呼び出します。 

Business Application Programming Interface (BAPI)は、SAPビジネス・オブジェクト・タイプのAPI

メソッドとして定義されます。BAPIは、ファンクション・ビルダーで保存し記述するファンクション・

モジュールとして実装されます。BAPIはリモートで有効化されるファンクションであるため、スタン

ドアロンのJavaプログラムまたはWebサービスなどのリモート・プログラムから起動できます。BAPI

のこの属性が、サード・パーティのシステムとSAP R/3固有の製品との統合に役立ちます。BAPI

は、通常、自己完結型のビジネス・ファンクションです。 

Intermediate Document (IDoc)は、ビジネス・トランザクション・データ転送のためのSAPドキュメン

ト形式です。名前が示すとおり、このドキュメントは情報の中間的な格納場所として機能し、SAP 

R/3システムと非R/3システムとのデータ交換のために双方向に送信できます。 

IDocは次の部分から構成されます。 

 制御レコード: このセクションには、IDocに関連する制御情報が含まれています。送信

者の名前、受信者の名前、メッセージ・タイプおよび IDocタイプで構成されます。制御

レコードの形式は、すべての IDocタイプで同様です。 

 データ・レコード: ここには、IDocの識別情報を含むヘッダーが含まれています。連続

したセグメント番号、セグメント・タイプの説明、セグメントの実際のデータを含むフィール

ドで構成されます。 

 ステータス・レコード: ステータス・レコードは、IDocの終了した処理段階と残りの処理段

階に関する情報を示します。IDocタイプごとに同一の形式です。 
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ここでは、Oracle Integration Adapter for SAP R/3を使用するためのクイック・スタート・ガイドを示

します。この章の内容は次のとおりです。 

 項 2.1「前提条件」 

 項 2.2「SAP接続構成パラメータ」 

 項 2.3「設計時のコンポジットの作成」 

 項 2.4「実行時の Adapter for SAPのための JNDIの設定」 

 項 2.5「実行時環境でのコンポジットのデプロイメント」 

 項 2.6「デプロイしたプロジェクトのテスト」 

2.1 前提条件 

この項では、設計時および実行時の環境で Adapter for SAPを使用するための前提条

件を示します。 

2.1.1 JDeveloper 

設計時にコンポーネントを開発するには、適切なバージョンの JDeveloperをインストールする必

要があります。JDeveloperのインストール手順の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle 

JDeveloperインストレーション・ガイド』を参照してください。 

2.1.2 SAP Java Connector (JCo) 

SAP JCoは、アダプタと SAPシステムとの間の通信に使用されるミドルウェア・コンポーネントで

す。このコンポーネントを、Adapter for SAPの設計時および実行時の両方の環境にインストー

ルする必要があります。SAP JCoのインストールと評価に役立つ詳細情報を次に示します。 

1. JCoバージョンは SAP Java Connector 3.xをサポートします。利用できる最新バージョンは

SAP JCo 3.0.13です。サポートされるオペレーティング・システムおよびプラットフォームの詳

細は、「SAP Java Connector 3.x」の章で説明します。アダプタは、SAP JCo 3.xがサポートし

ていないプラットフォームはサポートしません。 

2. JCoファイル: 必要な SAP JCoインストール・ファイルは次のとおりです。 

i. Microsoft Windows 

a. sapjco3.jar 

http://docs.oracle.com/cd/E17904_01/install.1111/e13666/toc.htm
http://docs.oracle.com/cd/E17904_01/install.1111/e13666/toc.htm
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b. sapjco3.dll 

c. sapidoc3.jar 

 

ii. Linux 

a. sapjco3.jar 

b. libsapjco3.so 

c. sapidoc3.jar 

 

3. SAP JCoファイルのソース: 

SAP管理者によってこれらのファイルが提供されるか、または SAPサービス・マーケット・プ

レースの service.sap.com/connectors でインストール・ファイルをダウンロードでき

ます。 

SAPJCoファイルのパスとクラスパスを確認します。 

Windowsの場合: 

1. SAPJCo3ライブラリが CLASSPATHおよび PATH変数に含まれている必

要があります。 

2. SAPJCO zipをフォルダ内で展開すると、このフォルダの中に sapjco3.jar、

sapjco3.dllおよび sapidoc3.jarが格納されます。 

3. このフォルダの場所を PATHに指定します。 

4. sapjco3および sapidoc3の jarの場所を CLASSPATHに指定します。 

 

Linuxの場合: 

1. SAPJCo3ライブラリが CLASSPATHおよび PATH変数に含まれている必

要があります。 

2. SAPJCOを/oracle/SAPJCo3のようなフォルダ内で展開すると、このフォルダ

の中に sapjco3.jar、libsapjco3.so、sapidoc3.jarが格納されます。 

3. libsapjco3.soファイルを LD_LIBRARY_PATHに含めたままにするか、

libsapjco3.jarがシステム・ライブラリとしてインストールされていることを確認

します。 

4. LD_LIBRARY_PATHは次のコマンドを使用して設定できます。 

Export LD_LIBRARY_PATH=/oracle/SAPJCo3 

 

4. 次のように互換性を確認します。 

SAP JCoファイルをダウンロードしたら、これらのライブラリを評価する必要のあるシステムの

ディレクトリに格納します。次の手順を実行して SAP JCoを評価します。 

i. sapjco3.jarファイルがあるディレクトリに移動します。 

a. Windowsの場合: 

 sapjco3.jarファイルを右クリックします。 
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 「プログラムから開く」を選択して、Java 2 Platform Standard Editionバイナリ

をクリックします。 

または図 2-1に示すとおり、コマンド・プロンプトで sapjco3.jarファイルを実

行します。 

図 2-1     コマンド実行画面 

 

b. Linuxの場合: 

 コマンド・プロンプトで次のコマンドを実行します。 

java -jar sapjco3.jar 

ii. 対応する OSで前述のコマンドを実行します。図 2-2に示すとおり、ポップアップ・ウィン

ドウが表示されます。このポップアップが正常に表示された場合、JCoが正常にインス

トールされています。 

図 2-2    OSのポップアップ・ウィンドウ 

 

iii. もう 1つの評価方法は、JCoライブラリのパスおよび JCoアーカイブのパスのプロパティ

を画面で確認することです。正しいライブラリおよびアーカイブ(jar)ファイルが表示され

た場合、その JCoライブラリは使用するオペレーティング・システムに適切なものです。 
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5. Adapter for SAP用の JCoファイルの場所は次のとおりです。 

 設計時環境では、ファイルを次のパスの下に配置します。
<ORACLE_HOME>/soa/plugins/jdeveloper/integration\adapters/lib 

 実行時環境では、ファイルを次のパスの下に配置します。
<ORACLE_HOME>/user_projects/domains/soa_domain/lib 

6. グローバル変数を次のように更新します。 

グローバル変数の PATHを、インストールされた JCoライブラリのパスで更新する必要が

あります。 

i. Windowsの場合: 

Windowsオペレーティング・システムでは、次の手順で環境変数を更新する必要があ

ります。 

a. マイ コンピュータのプロパティに移動します。 

b. 「システムの詳細設定」→「環境変数」に移動して、PATHおよび CLASSPATH

変数を次のように更新します。 

 PATH=$PATH; 

<ORACLE_HOME>\soa\plugins\jdeveloper\integration\adapters\lib 

ii. Linuxの場合: 

Linuxオペレーティング・システムでは、次の手順で環境変数を更新する必要がありま

す。 

a. 次のコマンドを実行して Bashプロファイルに移動し、同じ SOAインストールを使

用します。 

vi ~/.bash_profile 

b. 挿入するために[i]を押し、bash_profileファイルに次のエントリを追加します。 

 PATH=$PATH; 

<ORACLE_HOME>\soa\plugins\jdeveloper\integrati

on\adapters\lib 

c. [Esc]を押し、[Ctrl+Shft+x]を押して保存します。 
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2.1.3 WebLogicおよび SOAの検証 

WebLogicおよび SOAのインストール後、図 2-3に示すとおり、これらのサーバーが実行中の

状態で、ヘルスが OKであることを確認します。 

図 2-3     サーバーの概要 
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2.1.4 アダプタのコンポーネント 

1. 設計時: 提供されたビルドの設計時で Adapter for SAPをインストールした後、JDeveloper

で SOAプロジェクトを作成するか既存のものを開き、図 2-4に示すとおり、JDeveloperのコ

ンポーネント・パレットでアダプタ・アイコンを確認します。 

図 2-4     JDeveloperのコンポーネント・パレットのアダプタ・アイコン 

  

 

2. 実行時: WebLogicコンソールでアダプタの実行時をインストールした後、図 2-5に示すとお

り、アダプタのステータスが「アクティブ」になり「OK」のチェックマークが付いていることを確

認します。 
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図 2-5     デプロイメントの概要 

 
 

2.1.5 デフォルト JNDIの SAPログイン・パラメータによる更新 

コンソールの次のパスで、デフォルトの JNDIを SAPログイン・パラメータで更新します。 

1. 図 2-6に示すとおり、「ホーム」「サーバーのサマリー」「デプロイメントのサマリー」

Adapter for SAPの順に選択します。 

 

http://10.30.32.135:8001/console/console.portal?_nfpb=true&_pageLabel=HomePage1
http://10.30.32.135:8001/console/console.portal?_nfpb=true&_pageLabel=CoreServerServerTablePage
http://10.30.32.135:8001/console/console.portal?_nfpb=true&_pageLabel=AppDeploymentsControlPage
http://10.30.32.135:8001/console/console.portal?_nfpb=true&_pageLabel=AppDeploymentsControlPage
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図 2-6     Adapter for SAPの設定 

 
 

2. eis/SAP/FMWDEMOをクリックします。図 2-7に示すとおり、「アウトバウンド接続のプロパ

ティ」ページが表示されます。 

図 2-7      「プロパティ」タブ 
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2.1.6 SAPログイン・パラメータ 

DTウィザードまたは RT (JNDI)から SAPシステムに接続するには、SAP R/3ログオン・パラメー

タが必要です。これは、SAPシステム管理者から提供されます。SAPシステムへの単純なアウト

バウンド接続を作成するために必要となる、必須の接続パラメータの一覧を次に示します。 

1. クライアント: SAPシステムのクライアント番号。これは 3桁の数字です。たとえば、クライアン

ト = 100を指定します。 

2. ユーザー名: SAPユーザー。ダイアログまたは通信の SAPユーザー・タイプを使用できま

す。 

3. パスワード: SAPユーザーのパスワード。 

4. 言語: SAPのログオン言語。ここで指定する言語は、SAP管理者によって提供されたインス

トール済言語のいずれかにする必要があります。言語依存データの場合、このパラメータで

渡す言語に基づいたレスポンス・データのテキストが返されます。これは 2桁の文字です。

たとえば、EN、DEを指定します。 

5. アプリケーション・サーバー: SAPアプリケーション・サーバーの完全修飾ドメイン名または

IP。 

6. システム番号: アプリケーション・サーバーのインスタンス番号。 

 

通信構成には他にも様々な SAP接続パラメータがあり、SAPとのインバウンドおよびアウトバウ

ンドの通信に使用されます。次に各種のパラメータの一覧を示します。詳細は、項「SAP接続構

成パラメータ」を参照してください。 

1. 直接アプリケーション・サーバー接続パラメータ。 

2. メッセージ・サーバー接続パラメータ。 

3. インバウンド用サーバー・パラメータ。 

4. トレース・パラメータ。 

5. 接続プール・パラメータ。 

6. SAPセキュア接続パラメータ。 

7. その他の接続パラメータ。 

 

2.2 SAP接続構成パラメータ 

この項では、Oracle Application Adapterを使用した SAP R/3への接続を構成するために使用

する、SAP R/3ログオン・パラメータについて説明します。 

 

2.2.1 ログイン・パラメータ 

表 2-1にユーザー・ログイン・パラメータとその説明の一覧を示します。 

 



 

2-10      Adapter for SAPユーザーズ・ガイド 

 

表 2-1     ログイン・パラメータ 

パラメータ 説明 例 コメント 

クライアント
(DestinationDataProvi

der_JCO_CLIENT)  

SAPクライアントを識

別します。 

800 組織的、商業的、および技術的な意味

で自立したSAPシステム内の単位で、

個別のマスター・レコードと専用の表を

持ちます。必須のパラメータです。 

ユーザー名
(DestinationDataProvi

der_JCO_USER) 

SAPのログイン ID。 JCA 

_DEV 
システム間のダイアログなしの通信に

使用されるユーザー・タイプ。必須のパ

ラメータです。 

パスワード
(DestinationDataProvi

der_JCO_PASSWD) 

秘密認証情報 JCA 

_111@D 
SAPシステムへのログインのためのパ

スワード。SAPシステムへのアクセスの

ためにユーザーを識別または認証す

る、保護された単語または文字列。必

須のパラメータです。 

言語
(DestinationDataProvi

der_JCO_LANG) 

言語キー。デフォルト

はEN (英語)です。 

EN SAPの現在のログオン言語。必須のパ

ラメータです。 

alias_user 

(DestinationDataProvi

der_JCO_ALIAS_US

ER) 

ログオン・ユーザーの

別名 

JCA 

_ALIAS 
SAPユーザー・ログインのためのユー

ザーの別名を指定します。オプション

のパラメータです。 

 

mysapsso2 

(DestinationDataProvi

der_JCO_MYSAPSS

O2) 

ユーザーIDおよびパ

スワードのかわりに、

指定されたSAP 

Cookie Version 2をロ

グイン・チケットとして

使用するかどうかを

示します。 

 シングル・サインオンによるログインは、

セキュア・ネットワーク接続(SNC)暗号

化に基づき、SNCと組み合せてのみ使

用できます。オプションのパラメータで

す。 

x509cert 

(DestinationDataProvi

der_JCO_X509CERT) 

ユーザーIDおよびパ

スワードのかわりに、

指定されたX509を使

用するかどうかを示し

ます。 

 X509によるログインは、セキュア・ネット

ワーク接続(SNC)暗号化に基づき、

SNCと組み合せてのみ使用できます。

オプションのパラメータです。 

2.2.1.1 直接接続 

表 2-2に直接接続パラメータとその説明の一覧を示します。 
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表 2-2     直接接続パラメータ 

パラメータ 説明 例 コメント 

アプリケーション・サー

バー
(DestinationDataProvide

r_JCO_ASHOST) 

ABAPアプリケーショ

ン・サーバーに接続し

ます。 

10.30.XX.

XX 
メタデータ情報を取得するには、

単一のアプリケーション・サー

バーへの接続が必要です。R/3

システムのアプリケーション・プロ

グラムはアプリケーション・サー

バー上で実行されます。 

システム番号
(DestinationDataProvide

r_JCO_SYSNR) 

アプリケーション・サー

バー上の一意のインス

タンスを識別します。 

00 アプリケーション・サーバーは異

なるシステム番号を持つことがで

きます。 

2.2.1.2 ロード・バランス済 

表 2-3にロード・バランス済接続パラメータとその説明の一覧を示します。 

表 2-3     ロード・バランス済接続パラメータ 

パラメータ 説明 例 コメント 

メッセージ・サーバー
(DestinationDataProvid

er_JCO_MSSERV) 

ABAPメッセージ・サー

バーに接続します。 

 1つのSAPシステムからのアプリ

ケーション・サーバーは、通常ロ

グイン・グループに構成され(ロー

ド・バランシングのため)、グルー

プごとに特定の種類のユーザー

にサービスを提供します。メッ

セージ・サーバーは、アプリケー

ション・サーバー間の通信を担当

します。あるアプリケーション・

サーバーからシステム内の別の

アプリケーション・サーバーへリク

エストを渡します。また、アプリ

ケーション・サーバー・グループ

と、それらの間の現在のロード・

バランシングに関する情報を保

有します。ユーザーがシステムに

ログオンしたとき、この情報を使

用して適切なサーバーを選択し

ます。 

 

メッセージ・ホスト
(DestinationDataProvid

er_JCO_MSHOST) 

ABAPメッセージ・ホスト

に接続します。 

 メッセージ・サーバー・ホストの

IP。 

R/3名
(DestinationDataProvid

er_JCO_R3NAME) 

アプリケーション・サー

バー上の一意のインス

タンスを識別します。 

 システムを識別するために使用

されるシンボリックSAPシステム

名。 

サーバー・グループ
(DestinationDataProvid

er_JCO_GROUP) 

ログオン・グループを識

別します。 

PUBLIC そのユーザーIDが所属するログ

オン・グループ。 
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ルーター
(DestinationDataProvid

er_JCO_SAPROUTER

) 

SAPルート文字列は、2

つのホスト間で必要な

接続について記述しま

す。 

 インターネットからSAPサーバー

に接続できるようにするには、

SAP GUIとSAPサーバー間のプ

ロキシとしてSAPルーターを使用

します。 

 

注意: 現時点では、特殊文字を

含むプログラムIDは処理されま

せん。 

2.2.2 サーバー・パラメータ(インバウンド用) 

表 2-4に SAPゲートウェイ・サーバー・パラメータとその説明の一覧を示します。 

表 2-4     SAPゲートウェイ・サーバー・パラメータ 

パラメータ 説明 例 コメント 

SAPゲートウェイ・ホ

スト
(ServerDataProvider_

JCO_GWHOST) 

SAPゲートウェイ・

サーバーの名前を入

力します。 

"isdsrv2" SAPゲートウェイは、SAP環境内で

TCP/IPに基づいてCPI-Cサービスを

実行します。これらのサービスは、

SAPシステムと外部プログラム間の

相互通信を可能にします。 

SAPゲートウェイ・

サービス
(ServerDataProvider_

JCO_GWSERV) 

サービス名を入力し

ます(通常はサービス

名とシステム番号の

組合せ)。 

Sapgw00 ゲートウェイ・ホスト上のサービス名。 

プログラムID 

(ServerDataProvider_

JCO_PROGID) 

SAPゲートウェイ・

サーバー上で指定さ

れたプログラム識別

子(大文字と小文字

を区別します)。 

 

"S1PROG" プログラムIDは、システム管理者に

よって指定された、使用する通信

セッション用の一意の識別子です。

このフィールドに入力された値は、

ゲートウェイ上で公開される値と一致

している必要があります。 

 

2.2.3 トレース・パラメータ 

表 2-5にトレース・パラメータとその説明の一覧を示します。 
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表 2-5     トレース・パラメータ 

パラメータ 説明 例 コメント 

SAP トレース
(DestinationDataProv

ider_JCO_TRACE) 

SAP Javaコネクタのト

レース動作を有効に

します。 

 

0 / 1 オフ(デフォルト) - トレース・ファイル

(dev rfc.trc)にハード・エラーのみが

追加モードで記録されます。 

 

オン - 各リクエストに対してrfc*.trcと

JCO*.trcが個別に書き込まれます。

エラーを見つけるために便利で、本

番システムには推奨しません。 

トレース・レベル
(DestinationDataProv

ider_JCO_CPIC_TR

ACE) 

 

SAPトレースの詳細レ

ベルを示します。 

03 0から10の範囲の値をリストから選択

します。 

 

2.2.4 接続プール・パラメータ 

表 2-6に接続プーリング・パラメータとその説明の一覧を示します。 

表 2-6     接続プーリング・パラメータ 

パラメータ 説明 例 コメント 

プールの容量
(DestinationDataProvider_J

CO_POOL_CAPACITY) 

再利用のために、プールによってオー

プンされたままになる最大接続数。これ

らの接続は、接続タイムアウト期間を超

えても再利用できなかった場合は自動

的にクローズされます。値 0は、接続

プールがない(要求が終わるたびに接

続はクローズされる)ことを意味します。 

3 再利用のため

に、3つの接

続がプールに

よってオープ

ンされたままに

なります。 

ピーク制限
(DestinationDataProvider_J

CO_PEAK_LIMIT) 

プールから割り当てることができる最大

接続数。これによって、一時的なピーク

使用時などに、ピーク制限パラメータで

指定した、より多くの接続を作成できるよ

うになります。最大接続数の値がピーク

制限パラメータの値より少ない場合、パ

ラメータは自動的にピーク制限の値にリ

セットされます。割り当てられた接続がア

プリケーションからプールに再度解放さ

れると、そのうちのピーク制限を超える

すべての接続はすぐにクローズされま

す。 

10 最大 10接続

をプールから

割り当てること

ができます。 
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最大待機
(DestinationDataProvider_J

CO_MAX_GET_TIME) 

要求された接続を取得するまで待機す

る最大時間。接続プールを使い果たし

(つまり、最大接続数制限に到達し)、別

のスレッドが追加の接続を要求している

場合に、別のスレッドによって接続が解

放されて待機しているスレッドに接続が

渡されるのを待機する時間です。 

30 s 最大待機時間

のデフォルト値

は 30秒です。 

有効期限
(DestinationDataProvider_J

CO_EXPIRATION_TIME) 

内部プールによって保持されていた接

続をクローズできるまでの時間(ミリ秒)。 

10,000 10秒後に接続

がクローズされ

ます。 

有効期間
(DestinationDataProvider_J

CO_EXPIRATION_PERIO

D) 

タイムアウト・チェッカ・スレッドがプール

内の接続の有効期間を確認する間隔(ミ

リ秒)です。 

5,000 タイムアウト・

チェッカは 5

秒ごとに接続

を確認します。 

パラメータの詳細は、表 4-1を参照してください。 

2.2.5 SAP接続セキュリティ・パラメータ(SNC) 

表 2-7に SNCパラメータとその説明の一覧を示します。 

表 2-7     SNCパラメータ 

パラメータ 説明 例 コメント 

SNCモード
(DestinationDataProvider_J

CO_SNC_MODE) 

SNCを有効にす

るためのフラグ。 

1(オン) 必須のパラメータです。 

SNCパートナ
(DestinationDataProvider_J

CO_SNC_PARTNERNAM

E) 

アプリケーショ

ン・サーバーの

SNC名を指定し

ます。 

p:CN=ABC, 

O=MyCompa

ny C=US 

アプリケーション・サーバーの

SNC名は、プロファイル・パラメー

タsnc/identity/asで参照できます。 

SNCレベル
(DestinationDataProvider_J

CO_SNC_QOP) 

接続に使用する

保護レベルを指

定します。 

選択、次の

列を参照して

ください。 

1: 認証のみ 

2: 整合性保護 

3: プライバシー保護(デフォルト) 

8: アプリケーション・サーバーの

snc/data protection/useの値を使

用 

9: アプリケーション・サーバーの

snc/data_protection/maxの値を使

用 

デフォルト値= 3 

 



 

 

 

Adapter for SAPの使用    2-15 

SNC名
(DestinationDataProvider_J

CO_SNC_MYNAME) 

SNC名を指定し

ます。 

p:CN=SAPJ2

EE 

O=MyCompa

ny, C=US 

このパラメータはオプションです

が、接続に正しいSNC名が使用

されるように、このパラメータを設

定します。 

 

注意: オプションではありますが、

セキュリティ上の理由からこの

フィールドは渡すようにしてくださ

い。 

 

SNCライブラリ・パス
(DestinationDataProvider_J

CO_SNC_LIBRARY) 

外部ライブラリの

パスとファイル名

を指定します。 

C:\SAP 

J2EE_ 

Engine\SAP

Cry ptolib\sa 

pcrypto.dll 

デフォルトは、環境変数SNC LIB

で定義されたシステム定義ライブ

ラリです。 

2.2.6 その他の接続パラメータ 

表 2-8にその他の接続パラメータとその説明の一覧を示します。 

表 2-8     その他の接続パラメータ 

パラメータ 説明 例 コメント 

タイプ
(DestinationDa

taProvider_JC

O_TYPE) 

リモート・ホストのタイプ。 2 = R/2、3 = 

R/3、E = 外部 

RFC宛先に接続するため

に使用するリモート・ホス

ト。 

コードページ
(DestinationDat

aProvider_JCO

_CODEPAGE) 

SAP表記の初期コードペー

ジ 

8400 ログオン言語を一意に識

別し、ログオン言語に基

づいてテキスト・データを

抽出します。 

リポジトリの宛

先
(DestinationDat

aProvider_JCO

_DEST) 

リポジトリとして使用する宛先

を指定します。 

10.32.32.XX 接続するSAPリポジトリの

宛先。 

リポジトリ・ユー

ザー
(DestinationDat

aProvider_JCO

_REPOSITOR

Y_USER) 

リポジトリの宛先が設定され

ず、このプロパティが設定さ

れている場合に、リポジトリ・

コールのユーザーとして使

用されます。これにより、リポ

ジトリ検索に別のユーザーを

使用できます。 

 

MYSAPREPO 指定されたSAPリポジトリ

に接続するためのアクセ

ス権のみを持つリポジトリ・

ユーザー。 

リポジトリ・パス

ワード
(DestinationDat

aProvider_JCO

_REPOSITOR

Y_PASSWD) 

 

リポジトリ・ユーザーのパス

ワード。リポジトリ・ユーザー

を使用する必要がある場合

は、必須です。 

MYPASS 有効なリポジトリ・ユー

ザーとリポジトリ・パスワー

ドを使用して、宛先に正

常に接続します。 
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注意: ユーザーがリポジトリ・ユーザーで、特定の RFC/BAPI/IDoc上での

権限がない場合。返されるエラー・メッセージは、リポジトリ特有のエラー・

メッセージではありません。 

 

2.2.7 その他の JCO接続プロパティ 

ユーザーは、すべての管理対象サーバーの startManagedweblogic.shファイルに次のパラメータ

を追加することによって cpi max jcoパラメータを増やすことができ、管理対象サーバーを再起動

すると変更が反映されます。 

JAVA_OPTIONS=“-Djco.cpic_maxconv=300   ${JAVA_OPTIONS}” 

Export JAVA_OPTIONS 

図 2-8      startManagedweblogic.sh ファイル 
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2.3 設計時のコンポジットの作成 

1. 次のパスで、インストールされた JDeveloperを開きます。 

<ORACLE_HOME>/jdeveloper/jdev/bin /jdev 

2. 新しい SOAアプリケーションと対応するプロジェクトを作成します。詳細は、項「SOA用の空

のコンポジットの作成」を参照してください。 

3. 図 2-9に示すとおり、アダプタを「外部参照」にドラッグ・アンド・ドロップします。 

図 2-9     アダプタ・コンポーネント 

 

 
 

4. アダプタの構成ウィザードが表示されます。 

5. ウィザードで、必要な詳細を指定します。詳細は、項「JDeveloperにおけるアダプタ・ウィ

ザード」を参照してください。 

6. BPELプロセスを構成します。詳細は、項「アウトバウンド BPELプロセスの定義」を参照して

ください。 

7. このプロセスを終了すると、図 2-10 に示すようなアウトバウンド・コンポジットが作成されます。 
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図 2-10     アウトバウンド・コンポジット 

  

 

8. アダプタのアウトバウンド・コンポジット作成の一環として、次のアーティファクトが作成されま

す。これらのアーティファクトは、左側のペインのプロジェクト・ノードの下で確認できます。図

2-11に示すとおりです。 

 PROJECT1_sap.jca 

 PROJECT1.xsd 

 PROJECT1.wsdl 

(ここで、PROJECT1は、アダプタ・ウィザードで指定したアダプタの参照名で

す。) 
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図 2-11    アダプタのアウトバウンド・コンポジットの一部として作成されたアーティファクト 

 
 

 

9. 同様の手順でインバウンド・アダプタ・コンポジットを作成します。ここでは、「公開されたサー

ビス」スイムレーンにアダプタをドラッグします。詳細は、項「インバウンド BPELプロセスの定

義」を参照してください。 

10. このプロセスを終了すると、図 2-12に示すようなインバウンド・コンポジットが作成されます。 

図 2-12     作成されたインバウンド・コンポジット 
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2.4 実行時の Adapter for SAPのための JNDIの設定 

この項では、次の手順による JNDI接続パラメータの構成方法について説明します。 

1. コンソールの次のパスで、デフォルトの JNDIを SAPログイン・パラメータで更新します。 

図 2-13に示すとおり、「ホーム」「サーバーのサマリー」「デプロイメントのサマリー」ア

ダプタの順に選択します。 

図 2-13     JNDIの接続パラメータによる更新 

 

eis/SAP/FMWDEMOをクリックすると、図 2-14に示す画面が表示されます。 

図 2-14     アウトバウンド接続プロパティ 

 

http://10.30.32.135:8001/console/console.portal?_nfpb=true&_pageLabel=HomePage1
http://10.30.32.135:8001/console/console.portal?_nfpb=true&_pageLabel=CoreServerServerTablePage
http://10.30.32.135:8001/console/console.portal?_nfpb=true&_pageLabel=AppDeploymentsControlPage
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2. JNDIを保存します。 

3. 「デプロイメントのサマリー」でアダプタを選択します。図 2-15に示すとおり、「更新」ボタンを

クリックし、ウィザードに従って接続構成を更新します。 

図 2-15     アプリケーション・アシスタントの更新 

 

4. 更新した接続情報は、更新後にデプロイされたプロジェクトに適用されます。プロジェクトを

デプロイして実行できるようになりました。 

2.5 実行時環境でのコンポジットのデプロイメント 

開発したアダプタ・プロジェクトを、JDeveloperで作成済のアプリケーション・サーバー接

続にデプロイする必要があります。アプリケーション・サーバーの作成とデプロイメントを

含む手順を次に示します。 

2.5.1 JDeveloperでのアプリケーション・サーバーの作成 

新規アプリケーション・サーバーを作成する手順は、次のとおりです。 

1. 「アプリケーション・サーバー」タブで、アプリケーション・サーバーの親ノードを右クリックしま

す。 

2. サーバーのタイプを選択します。スタンドアロンがデフォルトです。 

3. 後続の画面で、接続名と資格証明をそれぞれ指定します。 

4. 接続をテストし、正常であればウィザードを終了します。 

アプリケーション・サーバー接続の作成に関する詳細は、項「新規アプリケーション・サー

バー接続の作成」を参照してください。 
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2.5.2 デプロイ方法 

プロジェクトをデプロイするには、次の手順を実行します。 

1. プロジェクトを選択します。 

2. 右クリックして「デプロイ」を選択します。 

3. リストで、デプロイ先のサーバーを選択します。 

4. 「次へ」→「終了」をクリックします。 

プロジェクトのデプロイメントの詳細は、項「定義済プロセスのデプロイ」を参照してください。 

2.6 デプロイしたプロジェクトのテスト 

EMのアウトバウンドおよびインバウンドのエンドポイントをテストする方法の詳細は、項「デプロイ

済プロセスのテスト」を参照してください。 
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3 

サポートされる SAPインタフェース 

 

 

Adapter for SAPを使用して、Remote Enabled Function Modules (RFC)、Business Application 

Programming Interfaces (BAPI)およびIntermediate Documents (IDoc)などのSAP R/3インタ

フェースにアクセスできます。 

この項では、次のトピックについて説明します。 

 項3.1「Business Application Programming Interfaces (BAPI)」 

 項3.2「Remote Enabled Function Modules (RFC)」 

 項3.3「Intermediate Document (IDoc)」 

 

3.1 BAPI (Business Application Programming Interface) 

BAPI (Business Application Programming Interface)は、オブジェクト指向プログラミング方式に

対するSAPの一連のインタフェースです。これによりプログラマはサードパーティ・ソフトウェアを

SAPのプロプライエタリR/3製品に統合することができます。これらのインタフェースは他のSAPの

アプリケーションと同様、顧客や補完的なソフトウェア・パートナによって開発された外部アプリ

ケーションでも使用できます。BAPIは、トランザクション・データをアップロードするような特定の

ビジネス・タスクに対してRemote Function Call(RFC)モジュールとしてR/3システムに実装され、

格納されます。 

 

BAPIによってクライアントは実装の詳細を把握する必要性なしにアプリケーション・オブジェクト

に関するオブジェクト指向のビューを利用できます。BAPIは、システム全体のビジネス・プロセス

をマップし、実装するために使用されるシナリオを定義することで、常に開発されています。 

 

注意: オンラインのBAPI (SAP画面と呼びます)はAdapter for SAPでサポートされ

ていませんでした。 

 

3.1.1 標準 BAPI 

基本的な機能を備えたいくつかのBAPIおよびメソッドは、ほとんどのSAPビジネス・オブジェクト

に使用することができます。そのようなBAPIは、標準BAPIとして知られています。たとえばBAPI

には、ビジネス・オブジェクト・インスタンスのレプリケートに使用されるものがあります。これらは

特定のインスタンスのオブジェクト・タイプを1つ以上の異なるシステムにコピーすることができま

す。これらのBAPIは、主にApplication Link Enabling (ALE)のコンテキスト内で分散システム間

のデータを転送するために使用されます。 
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多数のサービスBAPIに、基本的なヘルプ機能があります。サービスBAPIは、個々のビジネス・

コンポーネントのBAPIの情報またはサービスを提供します。サービスBAPIは、以下に示すとお

り、ビジネス・オブジェクト・リポジトリ(BOR)のアプリケーション・コンポーネント階層下に作成され

ます: 

 クロスアプリケーション・コンポーネント 

 ビジネス・フレームワーク・アーキテクチャ 

異なるBAPIに対して作成できる複数のパラメータがあり、これらにはすべてのBAPIで同じか同

等のデータが含まれています。そのようなBAPIは、標準BAPIとして知られています。それらは

すべてのBAPIで同じ方法で実装する必要があります。 

リターン・パラメータ: アプリケーションを呼び出すメッセージを返すため、それぞれのBAPIにエ

クスポート・リターン・パラメータがあります。アプリケーション・プログラマがBAPIコールに対して

一貫性のあるエラー処理プロセスを作成するには、すべてのリターン・パラメータを標準化され

た同じ方法で実装する必要があります。 

変更パラメータ: データベースを変更(BAPIを変更および作成)するには、変更された値を含む

パラメータ・フィールドと変更されていないパラメータ・フィールドを識別できることが必要です。こ

れは、標準化されたパラメータを使用して識別されます。 

3.1.2 カスタム BAPI 

SAPには、そのまま使用できるいくつかのBAPIが用意されていますが、必要に応じて簡単に独

自のBAPIを作成することができます。 

顧客/プロジェクトのビジネス要件ごとにカスタムBAPIを作成できます。一般に標準BAPIは、そ

のBAPIが要件を満たしている場合に使用し、そうでない場合はカスタムBAPIを使用できます。 

カスタムBAPIは、コードを変更できない標準BAPIとは異なり、ビジネス要件の変化に応じてい

つでもコードを更新することができます。最新のBAPIに関する情報は、Adapter for SAPでいつ

でも検索できます。 

 

3.2 Remote Enabled Function Modules (RFC) 

RFCは SAPがリモート通信、つまり(独立した)リモート・システム間の通信に使用するプロトコル

です。 

Remote Function Call (RFC)は、外部システムでのリモート・ファンクション・モジュールのコール

またはリモート実行です。 

RFCは、独立した 2つの SAPのシステム間の通信、または SAPシステムと外部アプリケーショ

ンなど SAP以外のシステムとの通信に使用されます。また、同じシステムにあるモジュール間の

通信にも使用できます。 

RFCインタフェースを使用すると、外部プログラムから R/3アプリケーションの機能を拡張するこ

とができます。 

GUIインタフェースの使用と比較して、RFCインタフェースの使用には、外部アプリケーションを

統合している R/3アプリケーションのビジネスロジックについてより多くの知識が必要です。 
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RFCはSAPシステム間での通信のための標準のSAPのインタフェースです。RFCはリモート・シス

テムで実行されるファンクションを呼び出します。 

 

注意: Oracle Adapter for SAPではすべてのデータ型とパラメータ・タイプ(Import、

Export、TableおよびChangingパラメータを含む)がサポートされます。 

 

3.2.1 標準 RFC 

SAPには、異なる事業要件に基づき、すぐに使用できるRFCが用意されています。 

標準RFCは、Adapter for SAPのような外部システムによってリモートで呼び出して実行すること

ができます。たとえばRFC_READ_TABLEは、R/3 SAPシステム内で利用可能な標準のSAP

ファンクション・モジュールです。これは、SAPの表に存在するフィールドの詳細を返します。 

3.2.2 カスタム RFC 

標準RFCがビジネス/顧客要件を満たしていない場合にカスタムRFCを作成します。カスタム

RFCは、必要に応じて後で更新することができます。その後、最新のカスタムRFCをAdapter for 

SAPで使用できます。 

3.3 Intermediate Document (IDoc) 

Intermediate Document (IDoc)はSAPの標準文書形式です。メッセージベースのインタフェース

を使用して、異なるアプリケーション・システムの接続を可能にします。IDocsは、主に次の3つの

目的で使用します。 

 アプリケーション・ドキュメントの構造化された変換と自動ポスト。 

 異なるアプリケーション・システムの様々な複雑な構造を、単一の単純構造に変形。SAPア

プリケーション・ドキュメントの構造と、UN/EDIFACT標準に従った対応する電子データ交換

(EDI)メッセージの構造など。 

 データがアプリケーションでポストされる前の詳細なエラー処理。IDocsは技術的なレベルと

アプリケーション・レベルの 2つのレベルと考え、定義されます。技術的なレベルによって、

ルーティングや技術的なエラー処理のようなクロスアプリケーション・ファンクションのサポー

トが可能になります。 

Intermediate Document (IDoc)は、異なるビジネス・プロセスに対応する論理メッセージです。

異なるアプリケーション・システムをメッセージベースの・インタフェースによってリンクさせる

ことができます。IDocタイプは、ビジネス・トランザクションのデータを転送するために使用す

る SAP形式を示します。IDocは、IDocタイプの形式の実際のビジネス・プロセスで、複数

のメッセージ・タイプを転送できます。 

3.3.1 標準 IDoc 

SAPで標準IDocを利用することで、大部分のビジネス要件を満たすことができます。標準IDocs

を使用して、アプリケーション・ドキュメントを交換したり自動ポストすることができます。たとえば

MATMAS01は、SAP形式のマテリアル・マスター・データで利用可能な標準IDocです。 
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3.3.2 カスタム IDoc 

カスタムIDocは、標準IDocを利用できない特別なビジネス/顧客要件に対して作成します。後で

IDocに変更が必要になった場合、カスタムIDocで変更することができます。Adapter for SAPで

は、更新された最新のIDocを使用することができます。 

3.3.3 拡張 IDoc 

SAPで提供される標準IDocがビジネス・プロセスに対して不十分な場合は、拡張IDocを使用で

きます。ビジネス・プロセスでの必要性と同様、ディクショナリ表に新しい構造を追加するときは

IDocの拡張があります。 

ビジネス・プロセスに追加フィールドが必要な場合にIDocが拡張されます。たとえばすでに定義

済のIDocタイプINVOIC02があり、要件は、VBRK-KTGRD(この顧客のためのアカウント割当て

グループ)とVBRK-MANSP(ブロックを要求する)を含む追加の構成を転送することです。要件を

満たすには、既存のIDocタイプINVOIC02に対する拡張として2つの追加のフィールドを持つセ

グメントを追加することで、セグメント構造を作成する必要があります。したがってIDoc拡張は、既

存のメッセージ・タイプに追加機能を加えることです。 
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SAP Java Connector 3.x 

 

 

この章では、SAP JCo 3.xライブラリについて説明します。SAP Java Connector 3.xは、SAP R/3シ

ステムに接続するためのスタンドアロンのjavaライブラリです。SAP JCoは、AS ABAP 

(Application server for ABAP)との双方向(インバウンド(JavaがABAPをコールする)およびアウト

バウンド(ABAPがJavaをコールする))の通信をサポートします。 

SAP Javaアプリケーションと、SAPライブラリのABAP 環境との通信の詳細は、

http://help.sap.comを参照してください。 

この項では、次のトピックについて説明します。 

 項4.1「サポートされているシステムとプラットフォーム」 

 項4.2「パフォーマンス」 

 項4.3「RFCサーバー・スレッド」 

 項4.4「トレース・レベル・パラメータ」 

 項4.5「JCoでサポートされるSAPデータ型」 

 

4.1 サポートされているシステムとプラットフォーム 

SAP JCo 3.0は、SAP JVM 5および 6バージョンでサポートされ、対応するプラットフォーム・ベ

ンダーの Java 5、6および 7 Standard Editions用にサポートされています。SAP JVM 5または 6

では、さらに診断サポート機能が追加されている他、他のベンダーのメンテナンス終了の制限対

象になっていないため、これらを使用する必要があります。 

JCo 3.0 リリースは、SAP Note #1077727に示されているオペレーティング・システムと、対応する

プラットフォーム・ベンダーの SAP JVM 5または Java 5 Standard Editionの組合せでサポートさ

れています。 

SAP R/3は、サポートされている JVMのリストに含まれていない JVMはサポートしていません。 

一般に、新しいパッチ・レベルは、同じリリースの以前のパッチ・リリースと下位互換があります。

そのため、古い JCo 3.0インストールのファイルは、単純に最新のファイルと置き換えることがで

きます。SAP JCo 3.0は SAP JCo 2.0および SAP JCo 2.1を置き換えるものであり、Java 5、6お

よび 7バージョン用にリリースされます。 

SAP JCo 3と SAP JVM 5/6または JAVA 5/6の組合せは、64および 32ビットのオペレーティン

グ・システムをサポートします。SAP JCo 3以降、32ビットの UNIXシステムはサポートされませ

ん。 

 

http://help.sap.com/
http://service.sap.com/~form/handler?_APP=01100107900000000342&_EVENT=REDIR&_NNUM=1077727&_NLANG=en&_NVERS=0
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4.2 パフォーマンス 

この項では、パフォーマンス向上のために、接続プーリング、スレッド関連の管理、メタ

データのキャッシュなどの接続の構成について詳細に説明します。 

4.2.1 接続管理 

SAP JCo 3 は、SAP システムに直接接続するだけでなく、接続管理に対し多くの有効な変更を

行います。SAP JCo は、接続プーリングおよびスレッド関連管理を行います。このプールは JCo

によって管理され、JCo は接続の作成とプールからの接続の削除を行います。これによって、

JCoのスループット・パフォーマンスが向上します。 

コストのかかるログオン・プロセスを再度行わずに、接続の再利用が可能になります。内部配列

に含まれない接続は、プールに戻されます。(これは、最大接続が最大プール・サイズより大きい

場合のみ可能です。) 

上限に達しないように、ピーク時の接続の上限は十分な大きさにしてください。指定された個々

のユーザーが使用する小規模なプールの場合は例外です。この場合、同じユーザーが SAPシ

ステムで過剰な数のセッションを持たないようにするため、接続の最大数を小さくすることが適し

ています。 

4.2.2 接続プーリング 

SAP JCo 3.0 では、単一またはプールされた接続を使用して接続設定が明示的に実装されるこ

とはなくなり、接続のタイプは、単一またはプールされた接続を暗黙的に定義する接続プロパ

ティによって判別されます。直接接続を作成することの他に、毎回接続を作成するのではなく、

プール接続を使用して接続を使用可能にできます。JCo 宛先接続パラメータでは、プール内で

アクティブにできる接続の最大数とそのタイムアウトには制限があります。図 4-1 に、接続プール

を構成するために定義するパラメータを示します。 
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図 4-1     「管理」タブ 

 

表 4-1に、接続管理に使用する JCoパラメータを示します。 

表 4-1      JCoパラメータ 

パラメータ 説明 

jco.destination.peak_limit 1 つの宛先に対し、同時に作成できるアクティブ接続の最

大数。 

jco.destination.pool_capacity 宛先でオープンしたままにできるアイドル接続の最大数。

値 0 は、接続プールがない(要求が終わるたびに接続はク

ローズされる)ことを意味します。 

jco.destination.expiration_time 内部プールによって保持されていた接続をクローズできる

までの時間(ミリ秒)。 

jco.destination.expiration_chec

k_period 
タイムアウト・チェッカ・スレッドがプール内の接続の有効期

間を確認する間隔(ミリ秒)です。 

jco.destination.max_get_client_

time 
アプリケーションによって最大許容接続数が割り当てられ

ている場合に、接続を待機する最大時間(ミリ秒)。 
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注意: 現在のリリースでは「管理」タブはサポートされていませんが、将来のリリース

で導入される予定です。BAPI (SAP画面をコールする)はAdapter for SAPではサ

ポートされていませんでした。 

4.2.3 メタデータのキャッシュ 

SAP Java Connector APIは、ローカル・キャッシュにリポジトリのメタデータをキャッシュすることで、

SAPシステムへのコール数を抑制します。この機能によって、SAP JCoのパフォーマンスが向上

します。関数およびパラメータのメタデータは、初回のリクエストでフェッチされ、リポジトリ・キャッ

シュに格納されます。SAP JCo 3自体がオブジェクトのキャッシングを処理するため、開発者によ

る処理は不要です。APIには、キャッシュされたメタデータをクリアするための方法が用意されて

います。 

4.3 RFCサーバー・スレッド 

SAP JCo 3.0には、非 SAPシステムで RFC関数モジュールを実行する際に役立つ RFCサー

バー・モジュールがあります。SAP ABAPによって、この関数モジュールを呼び出すことができ

ます。これらの javaプログラムは、サーバー・スレッドを使用して、SAP R/3ゲートウェイにプログ

ラム IDの使用を登録します。 

接続後、これらの RFCプログラムは SAPシステムからの着信コールを待機します。サーバー・ス

レッドは、特定のプログラム IDで SAPシステムからの着信メッセージをリスニングします。このた

め、プログラム IDを SAPシステムに登録する必要があります。RFC接続が遮断されると、JCo

サーバーは自動的に自分自身を再度 SAPゲートウェイに登録します。 

構成パラメータを使用すると、より効率的なスループットが得られます。WebLogicコンソールを

使用すると、アダプタでこの構成を変更できます。 

同じ名前のプログラム IDが異なる RFCサーバーから何度も登録されると、そのプログラム ID

で SAPシステムから送信された IDocは、デフォルトのロード・バランシングのシナリオに基づい

て、登録済の RFCサーバーのいずれかに転送されます。ロード・バランシングのシナリオは、要

件に応じて変更できます。変更するには、SAPシステム管理者に問い合せてください。 

4.4 トレース・レベル・パラメータ 

SAP JCo 3は、RFCおよび CPIC APIを使用します。これらのコンポーネントによって生成された

トレースには、JCo APIコール、RFC トレース、CPIC トレースが含まれます。JCo APIコールは、

JCo トレースを有効にし、アダプタ構成で適切なトレース・レベルを設定することによってトレース

できます。 

トレース・レベル・プロパティには、JCoによって作成されたトレースの詳細レベルを指定します。

トレース・データの量はトレース・レベルとともに増加し、各レベルには、下位レベルのすべてのト

レース・データが含まれます。上位トレース・レベルのいずれかを選択する場合は、十分な空き

ディスク領域が使用可能であることを確認する必要があります。 
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SAP JCo 3には、情報をトレースするためにトレース構成があります。JCo 3は、異なるタイプのロ

ギング用のパラメータを定義します。jco.client.traceパラメータは、RFCログのロギング・レベルを

定義するために使用します。指定できる値は、0 (無効)または 1 (有効)です。

jco.client.cpic_traceパラメータは、CPIC トレース・ログに使用します。CPIC トレースに指定でき

る値は、表 4-2を参照してください。 

表 4-2     CPIC トレースの値 

パラメータ  説明 

-1 環境の値を引き継ぎます。 

0 トレースなし 

1 エラー 

2 エラーおよび警告 

3 情報メッセージ、エラーおよび警告 

 

jco.server.traceパラメータは、JCo RFCサーバー・レベル・ロギングに使用します。指定可能な

値は、0 (有効)、1 (無効)です。 

トレースがオフになっていても、RFCエラーが発生すると、必ず dev_jrfc.trcが作成されます。 

 

JCo トレースは、環境変数として jco.trace_levelプロパティを使用してオンにできます。これに

よって、すべての APIおよび JCoで発生する通信のロギングが可能になります。指定できる値と

その説明は、表 4-3を参照してください。 

表 4-3     JCo トレースの値 

パラメータ 説明 

0 なし 

1 エラー 

2 エラーおよび警告 

3 情報メッセージ、エラーおよび警告 

4 実行パス、情報メッセージ、エラーおよび警告 

5 冗長実行パス、情報メッセージ、エラーおよび警告 

6 冗長実行パス、制限付きデータ・ダンプ、情報メッセージ、エラーおよび警告 

7 完全実行パス、メタデータ付きデータ・ダンプ、冗長情報メッセージ、エラー

および警告 

8 完全実行パス、メタデータ付き完全データ・ダンプ、冗長情報メッセージ、エ

ラーおよび警告 

 

トレース・ファイルは、{jdev_home}\jdev\binにあります。 
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4.5 JCoでサポートされる SAPデータ型 

Adapter for SAPでは、SOAコンポジットと SAPアプリケーション間のデータ交換に使用できる、

JCoでサポートされるすべての SAPデータ型を使用できます。表 4-4に、SAPアプリケーション

で使用される基本的な ABAPデータ型と、JCo javaデータ型のマッピングを示します。 

 

表 4-4     SAPアプリケーションで使用される基本的な ABAPデータ型と、JCo javaデータ型のマッ
ピング 

ABAP型 説明 データ型 

C 文字 String 

N 数字 String 

X バイナリ・データ Byte () 

P 2進化10進数 Big Decimal 

I 4バイトの整数 Int 

B 1バイトの整数 Int 

S 2バイトの整数 Int 

F 浮動 Double 

D 日付 Date 

T 時刻 Date 

decfloat16 10進浮動小数点、8バイト(IEEE 754r) BigDecimal 

decfloat34 10進浮動小数点、16バイト(IEEE 754r) BigDecimal 

G 文字列(可変長) String 

Y RAW文字列(可変長) Byte () 

 

その他の ABAPデータ型は、次のように処理されます。 

 Type h (階層) – サポート(JCo表として) 

 Nested – サポート(レコードの中にレコードが含まれる)。 

 Deep – サポート(参照型がサポートされる場合)。 
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5 

Oracle Adapter for SAPの機能 

 

 

 

この章では、Oracle Adapter for SAPの最新リリース 12.2.1の新機能について説明します。この

章の内容は次のとおりです。  

 項5.1「tRFC/qRFC/bgRFCサポート」 

 項5.2「設計時のテスト機能」 

 項5.3「例外フィルタ」 

 項5.4「スキーマ検証」 

 項5.5「RFCのAutoSYSTAT機能」 

 項5.6「エンコードIDoc」 

 項5.7「汎用IDocのサポート」 

 項5.8「リビジョンIDocのサポート」 

 項5.9「共有プログラムID機能」 

 項5.10「複数IDocのサポート」 

 項5.11「Oracle SOA Suite (BPEL、Mediator、BPMまたはOSB)の資格証明マッピング」 

 項5.12「ステートフル相互作用」 

 項5.13「エラー処理」 

 項5.14「SOAデバッガのサポート」 

 項5.15「Xml以外の文字の処理サポート」 

 項5.16「エラー・ドキュメントのサポート」 

 項5.17「ペイロードしきい値のサポート」 

 項5.18「TID Backstoreのサポート」 

 項5.19「サイズの大きいペイロードのサポート - AsAttachment」 

 項5.20「レジリエンシのサポート」 

 項5.21「セグメント・リリースの設計時および実行時サポート」 

 項5.22「インバウンドIDoc用の特殊文字のサポート」 
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5.1 tRFC/qRFC/bgRFCサポート 

アウトバウンド処理において、Adapter for SAPでサポートされている SAP通信メソッドがあります。 

トランザクション RFC (tRFC): ターゲット・システムで 1回だけコールされた関数の実行を管理

するための非同期通信メソッドです。RFCクライアント・プログラムの SAPが tRFCを実行してい

るときに、ポートに対するリスナーが使用可能になっている必要はありません。tRFCコンポーネ

ントは、コールされた RFCファンクションとともに、対応するデータを SAPデータベースに一意

のトランザクション ID (TID)で格納します。 

キューRFC (qRFC): これも非同期通信メソッドで、複数のリクエストが送信者によって指定され

た順に処理されることが保証されます。tRFCはキュー(インバウンドおよびアウトバウンド・キュー)

を使用してシリアライズできます。つまり、SAPでインバウンド/アウトバウンド・キューを使用してシ

リアライズされた tRFC リクエストは、キューRFC (qRFC)と呼ばれます。したがって、qRFCは

tRFCを拡張したものです。同じキューに先行するリクエストがない場合のみ、リクエストを処理し

ます。複数のリクエストが定義された順に処理されるという要件がある場合のみ、qRFCを使用で

きます。この項では、tRFC/qRFC通信メソッドにおいてエンドポイントをモデル化しテストする場

合の詳細を説明します。 

 tRFC SAPエンドポイントのモデル化 

 tRFC SAPエンドポイントのテスト 

 qRFC SAPエンドポイントのモデル化 

 qRFC SAPエンドポイントのテスト 

バックグラウンド RFC (bgRFC): bgRFCは SAP ERPでサポートされている非同期の通信メソッ

ドであり、呼出しを受けた側のアプリケーションでトランザクションを記録できるため、それらのトラ

ンザクションを後から実行できます。ユーザーは 1回のトランザクションで複数の関数ユニットの

実行を SAP ERPに送信できます。ただし、それらの関数ユニット間に依存関係がないことを確

認する必要があります。bgRFCでは 2種類の実行モードがサポートされています。 

タイプ t: 実行が 1回のみの bgRFCが必要な場合 

タイプ q: 関数ユニットの実行順序を伴う bgRFCが必要な場合 

5.1.1 tRFC SAPエンドポイントのモデル化: 

1. tRFC SAPエンドポイントを作成するには、アウトバウンド RFCプロジェクトを作成します。(詳

細は、項「BAPI/RFC/IDOCのアウトバウンド BPELプロセス」を参照してください。) 

2. 図 5-1に示すとおり、「オブジェクト選択」ページでいずれかの RFCを右クリックし、「選択」

をクリックします。 

選択した RFCが「選択した BAPI/RFC関数または IDOC メッセージ」領域に表示されます。 
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図 5-1     「オブジェクト選択」ページ 

 

3. 図 5-2に示すとおり、選択した RFCを右クリックし、「RFCオプション」を選択します。 
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図 5-2     選択した RFC 

 

「RFCオプションの構成」ウィンドウが表示されます。 

4. 図 5-3に示すとおり、「tRFC」ラジオ・ボタンを選択します。 

5. 「OK」をクリックします。 
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図 5-3     RFCオプションの構成 

 

6. 「終了」をクリックします。 

プロジェクトの jcaファイルは、図 5-4のようになります。 

図 5-4      JCAファイル 
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5.1.2 tRFC SAPエンドポイントのテスト 

1. プロジェクトをデプロイします。(詳細は、項「定義済プロセスのデプロイ」を参照してくださ

い。) 

2. 図 5-5に示すとおり、TID値を指定するときにリクエスト・メッセージを送信することによって、

デプロイしたプロジェクトをテストします。 

図 5-5     tRFCエンドポイント 

 

3. 指定した TID値が、新しいリクエストが SAPに送信されるたびに一意であること、また RFC

が実行されないことを確認します。 

5.1.3 qRFC SAPエンドポイントのモデル化 

1. qRFC SAPエンドポイントを作成するには、アウトバウンド RFCプロジェクトを作成します。

(詳細は、項「BAPI/RFC/IDOCのアウトバウンド BPELプロセス」を参照してください。) 

2. 図 5-6に示すとおり、「オブジェクト選択」ページでいずれかの RFCを右クリックし、「選択」

をクリックします。 

選択した RFCが「選択した BAPI/RFC関数または IDOC メッセージ」領域に表示されます。 
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図 5-6     「オブジェクト選択」ページ 

 

3. 図 5-7に示すとおり、選択した RFCを右クリックし、「RFCオプション」を選択します。 
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図 5-7     RFCの選択 

 

「RFCオプションの構成」ウィンドウが表示されます。 

4. 図 5-8に示すとおり、「qRFC」ラジオ・ボタンを選択します。 

5. 「キュー名」フィールドにキュー名を入力します。このキューは、SAPシステムに存在している

必要があります。 

6. 「OK」をクリックします。 
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図 5-8     RFCオプションの構成 

 

7. 「終了」をクリックします。 

プロジェクトの jcaファイルは、図 5-9のようになります。 

図 5-9      JCAファイル 

 

5.1.4 qRFC SAPエンドポイントのテスト 

1. プロジェクトをデプロイします。(詳細は、項「定義済プロセスのデプロイ」を参照してくださ

い。) 

2. 図 5-10 に示すとおり、TID 値を指定するときにリクエスト・メッセージを送信することによって、

デプロイしたプロジェクトをテストします。 
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図 5-10     qRFCエンドポイントのテスト 

 

3. 指定した TID値が、新しいリクエストが SAPに送信されるたびに一意であること、また RFC

が実行されないことを確認します。 

4. 図 5-11に示すとおり、リクエスト・メッセージは SAPキューに SMQ2 tcodeで表示されます。 

図 5-11     qRFCモニター 

 

5.1.5 bgRFC SAPエンドポイントのモデル化 

1. bgRFC SAPエンドポイントを作成するには、アウトバウンド RFCプロジェクトを作成します。

(詳細は、項「BAPI/RFC/IDOCのアウトバウンド BPELプロセス」を参照してください。) 

2. 次の図に示すとおり、「オブジェクト選択」ページでいずれかの RFCを右クリックし、「選択」

をクリックします。 

選択した RFCが「選択した BAPI/RFC関数または IDOC メッセージ」領域に表示されます。 
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図 5-12     「オブジェクト選択」ページ 

 

3. 次の図に示すとおり、選択した RFCを右クリックし、「RFCオプション」を選択します。 
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図 5-13     RFCの選択 

 

「RFCオプションの構成」ウィンドウが表示されます。 

4. 図 5-8に示すとおり、「bgRFC」ラジオ・ボタンを選択します。 

図 5-14     RFCオプションの構成 
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5. 「OK」をクリックします。 

6. 次の図に示すとおり、複数の RFCを bgrfcモードに設定できます。 

図 5-15     RFCオプションの構成 

 

7. 「次へ」をクリックします。プロパティ・ページでは bgRFCタイプ q実行で使用するキューを

指定できます。bgRFCのタイプ t実行が必要な場合、この手順はスキップできます。 

8. 次に示すとおり、「追加」ボタンをクリックします。 

図 5-16     RFCオプションの構成 

 

9. ドロップダウンから BGRFCQueuesプロパティを選択し、次の図に示すとおりプロパティの値

を選択できます。 
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図 5-17     RFCオプションの構成 

 

10. 表示されている行をクリックすると、プロパティ・リストを持つドロップダウン・メニューが表示さ

れます。次の図に示すとおり、表示されるオプションから BGRFCQueuesプロパティを選択し

ます。 

図 5-18     RFCオプションの構成 

  

11. 次の図に示すとおり、「値」列でキュー名を指定します。 
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図 5-19     RFCオプションの構成 

 

12. 「終了」をクリックします。 

プロジェクトの jcaファイルは、次の図のようになります。 

図 5-20      JCAファイル 

 

 

5.1.6 bgRFC SAPエンドポイントのテスト 

 

1. プロジェクトをデプロイします。(詳細は、項「定義済プロセスのデプロイ」を参照してくださ

い。) 

2. 次の図に示すとおり、リクエスト・メッセージを送信し、デプロイしたプロジェクトをテストします。 
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図 5-21     qRFCエンドポイントのテスト 

 

3. スキーマで無限として定義されているため、BAPI_FLCUST_CHANGEにさらに値を追加で

きます。 

5.2 設計時のテスト機能 

アダプタで使用可能な設計時のテスト機能を使用して、設計時に SAPオブジェクトをテストしま

す。実行結果は、アダプタ・ウィザードに表示されます。この機能は、RFCおよび BAPIオブジェ

クトのアウトバウンド・テストには使用できますが、IDocsには使用できません。 

5.2.1 設計時のテスト機能の使用 

1. 図 5-22に示すとおり、アダプタ構成ウィザードの「オブジェクト選択」ページで、いずれかの

オブジェクト(BAPI/RFC)を右クリックし、「テスト」ボタンをクリックします。 
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図 5-22     アダプタ構成ウィザード 

 

2. 図 5-23に示すとおり、必要な入力を指定して、「テストの実行」ボタンをクリックします。 

図 5-23     「テスト」ダイアログ 
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図 5-24に示すとおり、BAPI/RFCの実行結果が表示されます。 

図 5-24     テスト出力 

 

 

構造体または表を入力としてとる BAPIは、次の手順を実行して、設計時のテスト機能を実行す

る必要があります。 
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図 5-25     結果ダイアログ 

 

CUSTOMER_DATAを右クリックし、「展開」をクリックして構造体を展開します。 
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図 5-26     結果ダイアログ 

 

ここで、次のように必要事項を入力し、「テストの実行」ボタンをクリックします。 
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図 5-27     テスト入力

 

5.3 例外フィルタ 

Adapter for SAPでは、ExceptionFilterという JCA相互作用仕様プロパティがあり、アダプタ

で例外フィルタ・クラスを使用して、アウトバウンド例外をフィルタ処理することができます。デ

フォルトの実装 oracle.tip.adapter.sap.exception.SAPExceptionFilterが Adapter for SAPに

含まれています。JCO例外が Oracle Faultの処理および拒否フレームワークでサポートされ

ている PCRetriableResourceException(リモート・フォルト)または PCResourceException(バイ

ンディング・フォルト)にフィルタ処理されます。デフォルトの例外フィルタは、生成された JCA

ファイルで<exception-filter>要素の className属性を変更することで、カスタム・フィルタに

置き換えることができます。 

5.3.1 例外フィルタ・プロジェクトの作成 

次の手順を実行し、例外フィルタ機能を使用する SAPエンドポイントを作成します。 

1. Adapter for SAPを使用して、アウトバウンド BAPI/RFC/IDocプロジェクトを作成します。 

(詳細は、アウトバウンド BPELプロセスで説明されている項「アダプタ・コンポーネントの構

成」を参照してください。) 
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2. 図 5-28に示すとおり、「JCAプロパティ」ページで ExceptionFilterプロパティを「オン」に設

定します。 

図 5-28     例外フィルタ・プロパティ 

 

5.3.2 例外フィルタ・プロジェクトのテスト 

 

リモート・フォルト: PCRetriableResource例外 

例外フィルタ・プロジェクトをテストするには、次の手順を実行します。 

1. 例外フィルタを「オン」にして、プロジェクトをデプロイします。(詳細は、項「定義済プロセスの

デプロイ」を参照してください。) 

2. たとえば、WebLogicサーバーを SAPから切断して SAPユーザーをロックする例外を想定

します。 

3. アウトバウンド・プロジェクトを実行します。 

4. エラー・メッセージが表示されて出力は失敗します。 

5. SOAサーバーの診断ログを確認します。 

これには、図 5-29に示す例外が含まれます。 
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oracle.tip.adapter.sap.exception.SAPExceptionFilter@301155b3.appl

yFilter(): javax.resource.ResourceException: 

com.sap.conn.jco.JCoException: (103) JCO_ERROR_LOGON_FAILURE: 

User is locked.Please notify the person responsible on 

10.30.32.42 sysnr 00 linked to class 

com.sap.conn.jco.JCoException wrapped with 

oracle.tip.adapter.api.exception.PCRetriableResourceException 

図 5-29     SOAサーバーの診断ログ画面 

 

これによって、例外が取得されたことを確認します。 

バインディング・フォルト: PCResource例外 

例外フィルタ・プロジェクトをテストするには、次の手順を実行します。 

1. プロキシ・サービスとして公開されている RFCオブジェクト

BAPI_MATERIAL_GET_DETAILのアウトバウンド・エンドポイントを作成します。 

2. 例外フィルタを「オン」にして、プロジェクトをデプロイします。(詳細は、項「定義済プロセスの

デプロイ」を参照してください。) 

3. アウトバウンド・プロジェクトを実行します。 

4. エラー・メッセージが表示されて出力は失敗します。 

5. 図 5-30に示すとおり、SOAサーバーの診断ログを確認します。 

図 5-30     SOAサーバーの診断ログ画面 
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アダプタのRetryCountプロパティのテスト 

RetryCountプロパティでは、SAP接続に失敗したときに、アダプタがSAPに何回接続を試みるか

を設定できます。 

1. アダプタ・ウィザードの「JCAプロパティ」ページで、Adapter for SAPがSAPに接続を試行す

る回数をプロパティjca.retry.countに設定し、プロジェクトをデプロイします。たとえば、

jca.retry.count = 9です(図5-31を参照)。 

図 5-31     「JCAプロパティ」ページ 

 

 

2. たとえば、WebLogicサーバーをSAPから切断してSAPユーザーをロックする例外を想定しま

す。 

3. アウトバウンド・プロジェクトを実行します。 

4. エラー・メッセージが表示されて出力は失敗します。 

5. SOAサーバーの診断ログを確認します。 

次のようなエントリができるため、Adapter for SAPが約9回再試行していることがわかります。 

 Waiting 1 second before retry #1 

 Waiting 1 second before retry #2 
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 Waiting 4 seconds before retry #3 

などです(図 5-32を参照)。 

図 5-32     SOAサーバーの診断ログ画面 

 
 

再試行中、WebLogicサーバーはユーザーのロックを解除して再度 SAPに接続されて

いるため、診断ログにはそれ以上の再試行エントリはなく、実行結果は正常に受信され

ます。 

 

 

注意: Manual editing of JCAプロパティ・ファイル(.jcaファイル)を手動で編集して

例外フィルタ・プロパティの値を「オン」から「オフ」またはその逆に変更することは

サポートされておらず、変更は反映されません。 

 

5.4 スキーマ検証 

スキーマ検証プロパティを使用して、実行時に SAPオブジェクト用に作成された xsdに対して

入力 xmlを検証します。リクエストが送信される前に入力 xmlが検証されるように、「JCAプロパ

ティ」ページでプロパティを「オン」に設定する必要があります。このプロパティが xsdに準拠しな

い場合は、エラー・メッセージが表示されます。 

5.4.1 スキーマ検証を使用したプロジェクトの作成: 

1. アウトバウンド・プロジェクトを作成します。(詳細は、アウトバウンド BPELプロセスで説明さ

れている項「アダプタ・コンポーネントの構成」を参照してください。) 

2. 図 5-33に示すとおり、「JCAプロパティ」ページで SchemaValidationプロパティを「オン」に

設定します。 
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図 5-33     スキーマ検証プロパティ 

 

3. 「次へ」→「終了」をクリックします。 

5.4.2 スキーマ検証プロジェクトのテスト: 

1. スキーマ検証をオンにしてプロジェクトをデプロイします。(詳細は、項「定義済プロセ

スのデプロイ」を参照してください。) 

2. なんらかの無効なペイロード入力 xmlを入力します。 

3. 次のようなエラー・メッセージが表示されます。 

<env:Envelope 

xmlns:env="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/"> 

   <env:Header> 

      <tracking:faultId 

xmlns:tracking="http://oracle.soa.tracking.core.TrackingProperty"

>20002</tracking:faultId> 

   </env:Header> 

   <env:Body> 



 

 

 

Oracle Adapter for SAPの機能    5-27 

      <env:Fault> 

         <faultcode>env:Server</faultcode> 

         <faultstring>バインディングが起動したときに例外が発生しました。 

JCAバインディングの起動時に例外が発生しました: "JCA Binding execute of Reference 

operation 'HOLIDAY_CHECK_AND_GET_INFO' failed due to: 

javax.resource.ResourceException: Invalid Input XML"。 

起動した JCAアダプタでリソース例外が発生しました。 

前述のエラー・メッセージを確認し、回避策を判断してください。</faultstring> 

         <faultactor/> 

         <detail> 

            <exception>無効な入力 XML</exception> 

         </detail> 

      </env:Fault> 

   </env:Body> 

</env:Envelope> 

5.5 RFCの AutoSYSTAT機能 

Adapter for SAPでは、IDocメッセージを正常に受信すると、SYSTAT01を送信することができ

ます。これには、「JCAプロパティ」ページで AutoSYSTAT01プロパティを「はい」に設定する必

要があります。Adapter for SAPは、SAPでの正常なメッセージ受信ステータスに基づいて、自

動的に SYSTAT01を戻すことができます。 

5.5.1 AutoSYSTAT01プロパティを使用したプロジェクトの作成 

1. IDOC用のインバウンド・エンドポイントを作成します。詳細は、項「BAPI/RFC/IDOCのイン

バウンド BPELプロセス」を参照してください。 

2. 図 5-34に示すとおり、「JCAプロパティ」ページで AutoSYSTAT01プロパティを「はい」に

設定します。 



 

5-28      Adapter for SAPユーザーズ・ガイド 

 

図 5-34     AutoSystatプロパティ 

 

3. プロジェクトを完了します。 

5.5.2 AutoSystatプロパティを使用したプロジェクトのテスト 

1. AutoSystatプロパティを「はい」に設定してプロジェクトをデプロイします。(詳細は、

項「定義済プロセスのデプロイ」を参照してください。) 

2. SAPから IDocを送信します。図 5-35は、BD16から送信された COSMAS IDocの例です。 
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図 5-35     コスト・センターの送信 

 

3. SAPの tcode WE02に移動します。 

4. 図 5-36に示すとおり、アダプタから送信された IDocのステータスが COSMAS IDocの受信

確認として表示されます。 

図 5-36     SAP IDocの表示 
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5.6 エンコード IDoc 

SAPは、フラット・ファイル IDoc形式という、非 XMLのテキストベース形式を使用して、IDoc メッ

セージとファイル・システム間のシリアライズを行います。フラット・ファイル IDocでは、制御レ

コードおよびデータ・レコードを含むすべての IDocレコードが行区切りで分割されたテキスト行

に格納されます。 

SAPでは、フラット・ファイルの IDocの読取り/書込みにファイルベースの RFC宛先が使用され

ます。Oracle Adapter for SAPでは、ファイル・システムなど、非 JCOベースの入力ストリームから

フラット・ファイル IDocを受け取ることができます。この機能は、SAPまたはサード・パーティが生

成したフラット・ファイル IDocがインバウンド/アウトバウンド・データに使用される統合シナリオに

役立ちます。 

SAPからフラット・ファイル形式の IDocsを受信するには、「JCAプロパティ」ページで

encodeIDOCプロパティを設定する必要があります。 

5.6.1 フラット・ファイル IDoc用のプロジェクトの作成 

1. IDoc用のインバウンド・エンドポイントを作成します。詳細は、項「BAPI/RFC/IDOCのインバ

ウンド BPELプロセス」を参照してください。ファイル・アダプタを使用して、フラット・ファイル

形式の IDocを受信できます。 

2. 図 5-37に示すとおり、「JCAプロパティ」ページで EncodeIDOCプロパティを「フラット・ファ

イル」に設定します。 
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図 5-37     エンコード IDoc 

 

3. 「次へ」→「終了」をクリックします。 

5.6.2 フラット・ファイル IDocプロジェクトのテスト 

1. プロジェクトをデプロイします。詳細は、項「定義済プロセスのデプロイ」を参照してください。 

2. SAPから IDocを送信して、デプロイされたプロジェクトをテストします。たとえば、図 5-38に

示すとおり、MATMAS IDocは SAPの BD10 tcodeから送信できます。 
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図 5-38     マテリアルの送信 

 

3. 受信したファイルを確認します。図 5-39に示すとおり、XMLではなくフラット・ファイル形式

です。 
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図 5-39     フラット・ファイル形式 

 

 

5.7 汎用 IDocのサポート 

Adapter for SAPは、アダプタの設計時に 1つのメッセージ・タイプ GENRIC_IDOCを選択する

だけで、SAPシステムの異なるネイティブ IDoc メッセージ・タイプを送受信できるようにするため

に、汎用 IDoc メッセージ・タイプを提供しています。図 5-40に示すとおり、Adapter for SAPは、

GENERIC_IDOCをサポートするために、要素型 anyTypeを使用してスキーマ構造を作成しま

す。 
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図 5-40     要素型を使用したスキーマ構造 

 

この機能によって、SOAプロジェクトの再デプロイ/再構成を行わなくても、実行時に SAPサー

バーで IDoc メッセージ・タイプのコンテンツを動的に変更できるようになります。ダウンストリー

ム・プロセス関数が IDoc メッセージをキャストし、プロセッサが適切な IDoc メッセージ・タイプに

従ってそのメッセージをルートできます。 

 

注意: 汎用 IDOC メッセージ・タイプとしてでなく、標準の IDOCを直接使用して

いる場合、IDOCの構造になんらかの変更を行うと、その変更を有効にするため

に SOAプロジェクトの再構成/再デプロイが必要になります。 

 

5.7.1 汎用 IDocインバウンド・エンドポイントの作成 

 

1. IDoc用のインバウンド・エンドポイントを作成します。詳細は、項「BAPI/RFC/IDOC」を参照

してください。ファイル・アダプタを使用して、IDocを受信できます。 

2. 図 5-41に示すとおり、アダプタ・ウィザードの「オブジェクト選択」ページで、「Generic 

IDOC」を選択します。 
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図 5-41     汎用 IDocのサポート 

 

 

汎用 IDocの XSDは、図 5-42のようになります。 

図 5-42     汎用 IDocの XSD 

 

3. 「次へ」をクリックして、プロジェクトを終了します。 

5.7.2 汎用 IDocインバウンド・エンドポイントのテスト 

1. プロジェクトをデプロイします。詳細は、項「定義済プロセスのデプロイ」を参照してください。 

2. SAPから IDocを送信し、デプロイしたプロジェクトをテストします。たとえば、MATMAS 

IDocを SAPの BD10 tcodeから送信できます。 

3. ファイル・アダプタから受信した IDocを確認します。受信した xmlは、図 5-43のようになり

ます。 
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図 5-43     XML ファイル形式 

 

 

5.7.3 汎用 IDocアウトバウンド・エンドポイントの作成 

1. IDoc用のアウトバウンド・エンドポイントを作成します。詳細は、項「BAPI/RFC/IDOCのアウ

トバウンド BPELプロセスの設計」を参照してください。 

2. 図 5-44に示すとおり、アダプタ・ウィザードの「オブジェクト選択」ページで、「Generic 

IDOC」を選択し、「次へ」をクリックします。 
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図 5-44     「オブジェクト選択」ページ 

 

 

3. その後の画面で、「次へ」、「次へ」、「終了」の順にクリックします。 

汎用 IDocが XSD/WSDLの SAPエンドポイントが作成されます。 

5.7.4 汎用 IDocアウトバウンド・エンドポイントのテスト 

1. 汎用 IDocプロジェクトをデプロイします。詳細は、項「定義済プロセスのデプロイ」を参照し

てください。 

2. 汎用 IDoc (matmas01など)を SAPシステムに送信します。 

3. 図 5-45に示すとおり、受信した IDocステータスは、SAPシステムで tcode WE02を使用し

て確認できます。 
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図 5-45     SAP IDocの表示 

 

SAPによって IDocが正常に受信されたことが表示されます。 

5.8 リビジョン IDocのサポート 

Idoc-ecmrev01は IDocタイプで、リビジョン・レベルのマークが付いたオブジェクト(マテリアルま

たはドキュメント)のオブジェクト管理レコードを含みます。このデータは、エンジニアリング変更管

理内部でリビジョン・レベルを正しく作成、変更および削除するために必要です。 

このタイプの IDocsは、次の場合に自動的に送信されます。 

 リビジョン・レベルのマークが付いたオブジェクト(マテリアルまたはドキュメント)が配布される。 

 配布が Integrated Distributed PDMソリューション(ID PDM)の変更インジケータで開始する。 
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注意: Adapter for SAPは、動的に汎用 IDoc機能を併用することで、この機能を

サポートします。 

5.9 共有プログラム ID機能 

Adapter for SAPでは、複数のインバウンド IDoc メッセージ・タイプで同じプログラム IDを使用

する SAP接続を共有できます。個々の IDoc メッセージ・タイプを受信するために、複数の操作

でWSDLポート・タイプを生成できます。 

Adapter for SAPでは、異なるインバウンド・データで 1つのプログラム IDを共有できます。たと

えば、SOAインバウンド・エンドポイントで使用される同じプログラム IDに、複数の IDocタイプを

送信できます。 

5.9.1 共有プログラム IDプロジェクトの作成: 

1. IDoc用のインバウンド・エンドポイントを作成します。詳細は、項「インバウンド BPELプロセ

スの定義」を参照してください。 

2. 図 5-46に示すとおり、異なるメッセージ・タイプに複数のインバウンド・エンドポイントを作成

します。 

図 5-46     複数のインバウンド・エンドポイント 

 

3. プロジェクトをデプロイします。詳細は、項 7.6「定義済プロセスのデプロイ」を参照してくださ

い。 

4. 図 5-47に示すとおり、SAP GUIでトランザクション sm59を使用して、プログラム ID登録を

テストします。 
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図 5-47     接続テスト 

 

5. SAPからプロジェクトで選択された IDocsを送信します。 

 

5.10 複数 IDocのサポート 

Adapter for SAPでは、アダプタの単一のインバウンド・エンドポイント内で複数の IDocを選択で

きます。アダプタは、選択したすべての IDocに対し、JCA、WSDLおよび xsdファイルを 1回作

成します。 

5.10.1 複数 IDocサポートのプロジェクトの作成: 

1. インバウンド IDocプロジェクトを作成します。詳細は、項「インバウンド BPELプロセスの定

義」を参照してください。 

2. 図 5-48に示すとおり、アダプタのインバウンド・エンドポイントの作成中に複数の IDocを作

成します。 
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図 5-48     複数 IDocの選択 

 

 

3. プロジェクトの JCAファイルは、図 5-49のようになります。 

図 5-49     JCAファイル画面 

 

4. プロジェクトをデプロイします。詳細は、項「定義済プロセスのデプロイ」を参照してください。 

5. SAPから複数の IDocを送信し、デプロイしたプロジェクトをテストします。Adapter for SAP

は、単一の SAPエンドポイントを使用して、選択したすべてが異なる IDocを受信します。 
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5.11 Oracle SOA Suite (BPEL、Mediator、BPMまたは OSB)の資

格証明マッピング 

資格証明マッピングは、ターゲット・リソースに対してユーザーの認証を行うために、リモート・シ

ステムの認証および認可メカニズムを使用して、一連の適切な資格証明を取得するプロセスで

す。WebLogicサーバーのセキュリティ・アーキテクチャでは、資格証明マッピング・プロバイダを

使用して、資格証明マッピング・サービスが提供され、WebLogicサーバー環境に新しいタイプ

の資格証明が適用されます。ユーザー資格証明を Adapter for SAPに渡すには、Oracle 

WebLogic Serverユーザー資格証明から EISユーザー資格証明(SAP R/3アダプタ)への資格

証明マップを作成します。その後、資格証明ポリシーを BPEL、Mediator、BPMまたは OSB 

Webサービスに関連付け、Oracle WebLogic Serverユーザー資格証明を使用してWebサービ

スを起動します。これらの資格証明は EISユーザー資格証明にマップされた後、J2CAコンテナ

に渡され、そこで EISアダプタ(SAP R/3)に接続するために使用されます。 

5.11.1 アダプタに対する資格証明マッピングの設定 

資格証明マッピングでは、次の手順を実行します。 

1. Adapter for SAPをインストールします。詳細は、項「WebLogicサーバーでのアダプタ実行

時パラメータの構成」を参照してください。 

2. マッピングを作成します。 

WebLogicコンソールで、WebLogicユーザー資格証明を SAPユーザー資格証明にマップ

できます。 

a. 左側のペインの「ドメイン構造」セクションで、「デプロイメント」をクリックします。図 5-

50に示すとおり、「デプロイメント」ページが表示されます。 

図 5-50     「ドメイン構造」セクション 
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b. 図 5-51に示すとおり、リストから「アダプタ」を選択します。 

図 5-51    「デプロイメント」リスト 

 

 

c. 「セキュリティ」タブをクリックした後、「アウトバウンド資格証明マッピング」タブをク

リックします。 

d. 図 5-52に示すとおり、「新規」ボタンをクリックして、新しい資格証明マップを作成し

ます。 
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図 5-52     アウトバウンド資格証明マッピング 

 

e. 図 5-53に示すとおり、資格証明マッピングを作成する接続プールを選択します。 

 

図 5-53     新しいセキュリティ資格証明マッピングの作成 
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f. 図 5-54に示すとおり、「構成済みユーザー名」ラジオ・ボタンを選択し、WebLogic

ユーザー名を入力します。 

図 5-54     新しいセキュリティ資格証明マッピングの作成 

 

 

g. 図 5-55に示すとおり、SAPユーザー名とパスワードを入力し、「終了」をクリックしま

す。 
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図 5-55     新しいセキュリティ資格証明マッピングの作成 

 

資格証明マッピングの設定は完了です。これで、SAP SOA/OSBプロジェクトで同じマッピン

グを使用できます。 

5.11.2 SOAに対する資格証明マッピングの設定 

ユーザー資格証明を SAP リソース・アダプタに渡すには、Oracle WebLogic Serverユーザー資

格証明から EISユーザー資格証明(SAP R/3アダプタ)への資格証明マップを作成します。詳細

は、項「アダプタに対する資格証明マッピングの設定」を参照してください。ここで、資格証明ポリ

シーをWebサービスに関連付け、Oracle WebLogic Serverユーザー資格証明を使用してWeb

サービスを起動します。これらの資格証明は EISユーザー資格証明にマップされた後、アダプ

タ・コンテナに渡され、そこで EISアダプタ(SAP R/3)に接続するために使用されます。 

5.11.2.1 資格証明マッピング用の SOAプロジェクトの作成 

資格証明マッピング用に SOAプロジェクトを作成するには、次の手順を実行します。 

1. アダプタ・アウトバウンド・エンドポイントを作成します。詳細は、項「BAPI/RFC/IDOCのアウ

トバウンド BPELプロセス」を参照してください。 

2. プロジェクトをデプロイします。詳細は、項「定義済プロセスのデプロイ」を参照してください。 

3. ポリシーをプロジェクトにアタッチします。 

a. 図 5-56に示すとおり、EMコンソールを開き、デプロイしたプロジェクトまでナビゲートし

ます。 
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図 5-56     ターゲット・ナビゲーション 

 

b. 図 5-57に示すとおり、「ポリシー」タブをクリックします。 

図 5-57     「ポリシー」タブ 

 

c. 「アタッチ先/デタッチ元」ドロップダウンをクリックし、「bpelprocess1_client_ep」を選択し

てポリシーをアタッチします。 

図 5-58に示すとおり、ポリシー選択ページが表示されます。 
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図 5-58     「ポリシー」タブ 

 

 

d. ポリシー・ページで、oracle/wss_username_token_service_policyという名前のポリシー

を検索します。 

図 5-59に示すとおり、検索結果領域に oracle/wss_username_token_service_policy

ポリシーが表示されます。 

 

図 5-59     ポリシーの検索 

 

e. 検索したポリシーを選択し、「アタッチ先」ボタンをクリックします。 

f. 「OK」ボタンをクリックします。 

g. 図 5-60に示すとおり、「テスト」ボタンをクリックして、このプロジェクトのテストを開始しま

す。 
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図 5-60     プロジェクトのテスト 

 

h. 図 5-61に示すとおり、「リクエスト」タブをクリックし、「セキュリティ」を選択します。 

 

図 5-61     「リクエスト」タブ 

 

 

i. 図 5-62に示すとおり、「OWSMセキュリティ・ポリシー」ラジオ・ボタンを選択し、「その他

のクライアント・ポリシー」表から oracle/wss_username_token_client_policyを選択しま

す。 
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図 5-62     「リクエスト」タブ 

 

 

j. 「構成プロパティ」で、ユーザー名とパスワード(資格証明マッピングで SAPユーザー資

格証明にマップしたもの)を入力します。 

k. 図 5-63に示すとおり、「Webサービスのテスト」ボタンをクリックしてサービスをテストしま

す。 

図 5-63     Webサービスのテスト 
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5.12 ステートフル相互作用 

ステートレス相互作用 

サーバーは、リクエストごとに指定した情報に基づいてリクエストを処理し、以前のリクエストの情

報は使用しません。サーバーでは、リクエスト間のステート情報を保持する必要はありません。 

ステートフル相互作用 

サーバーは、リクエストごとに指定した情報と以前のリクエストで保存した情報の両方に基づいて

リクエストを処理します。サーバーは、以前のリクエストの処理中に生成されたステート情報にア

クセスし、保持する必要があります。このとき、標準の BAPIを使用して、SAPでデータの更新/

挿入を実行する必要があります。 

図 5-64に示すとおり、Adapter for SAPには設計時プロパティ「Interaction」(ステートレス/ステー

トフル)があります。 

図 5-64     「JCAプロパティ」ページ 

 

図 5-65に示すとおり、アダプタ・ウィザードの「JCAプロパティ」ページでステートフル・プロパ

ティを設定すると、次の操作が自動的に作成されます。 

 OSA_CMD_STATEFUL_OPEN 

 SELECTED_BAPI 

 BAPI_TRANSACTION COMMIT 

 BAPI TRANSACTION ROLLBACK 

 OSA_CMD_STATEFUL_CLOSE 
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図 5-65     ステートフル BAPI 

  

これによって、選択した BAPIが正常に実行されると、bapi_transaction_commitを使用して明示

的なコミットが自動的にコールされ、SAP データベースに対して行われた変更がコミットされるか、

または bapi_transaction_commitを使用してロールバックが実行されます。

osa_cmd_stateful_openおよび osa_cmd_stateful_closeの操作によって、すべての操作が同じ

セッションで実行されます。 

この機能は、SAPデータベース表に対して行われた変更をコミットする暗黙的なコミット文を含ま

ない BAPIに有効です。 

すべてのアウトバウンド・エンドポイントは、デフォルトではステートレスです。 

5.12.1 ステートフル BAPIプロジェクトの作成 

1. アウトバウンド・エンドポイントを作成します。(詳細は、BPELアウトバウンド・プロセスで説明

されている項「アダプタ・コンポーネントの構成」を参照してください。) 

2. アダプタ・ウィザードのオブジェクト選択ページで BAPIを選択します(これには内部コミット

は含まれません)。たとえば Flight_Customerです。(BAPI_FLCUST_CHANGE)を変更しま

す。 

3. 図 5-66に示すとおり、「JCAプロパティ」ページで Interactionプロパティを「ステートフル」に

設定します。 
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図 5-66     ステートフル・プロパティ 

 

4. 「次へ」→「終了」をクリックします。 

5. 次の 5つの操作で SAPエンドポイントが作成されます。 

 OSA_CMD_STATEFUL_OPEN 

 OSA_CMD_STATEFUL_CLOSE 

 BAPI_TRANSACTION_COMMIT 

 BAPI_TRANSACTION_ROLLBACK 

 BAPI_FLCUST_CHANGE 

6. BPELプロセスを作成し、次のものを追加します。 

 BAPI_FLCUST_CHANGEの受信アクティビティ 

 OSA_CMD_STATEFUL_OPENを呼び出すための Invoke 

 セッション IDを格納するための SID変数の作成 

 セッション ID (SID)をレスポンスから SID変数にコピーするための Assign 

 SIDを BAPI_FLCUST_CHANGE リクエストにコピーするための Assign 

 BAPI_FLCUST_CHANGE リクエストを呼び出すための Invoke 

 SIDを BAPI_TRANSACTION_COMMIT リクエストにコピーするための Assign 

 BAPI_TRANSACTION_COMMIT リクエストを呼び出すための Invoke 
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 SIDを OSA_CMD_STATEFUL_CLOSE リクエストにコピーするための Assign 

 OSA_CMD_STATEFUL_CLOSE リクエストを呼び出すための Invoke 

 BAPI_FLCUST_CHANGEレスポンスを戻すための Reply 

7. プロジェクトを終了して保存します。 

8. プロジェクトの jcaファイルは、図 5-67のようになります。 

図 5-67      JCAファイル 
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注意: 例外の場合、セッションは自動的にクローズしません。この場合、ロール

バック・メカニズムを実装しセッションをクローズさせる必要があります。 

 

5.12.2 ステートフル BAPIプロジェクトのテスト: 

1. Interactionプロパティを「ステートフル」に設定して、プロジェクトをデプロイします。 

2. BAPIへの入力値を入力し、セッション IDの変数を指定して実行します。 

3. 変更が対応する SAPデータベース表に反映されていることがわかります。たとえば、BAPI

「bapi_flcust_change」の変更は、SAP表「scustom」の SE11 tcodeに反映されます。 

5.13 エラー処理 

アダプタの実行時に例外が発生すると、SOAPエージェントは、生成された SOAPレスポンスに

SOAPフォルト要素を作成します。SOAPフォルト要素は、フォルト・コードとフォルト文字列要素

で構成されます。フォルト文字列には、アダプタ・ターゲット・システムからのネイティブ・エラーの

説明が含まれます。アダプタはターゲット・システムのインタフェースおよび API を使用するため、

例外が発生するかどうかは、ターゲット・システムのインタフェースまたは APIがエラー条件をど

う処理するかに依存します。SOAP リクエスト・メッセージが SOAPエージェントによってアダプタ

に渡され、そのリクエストがそのサービスのWSDLに対して無効な場合は、アダプタによって、

SOAPフォルトを伴う例外が発生します。 

図 5-68に、SOAPフォルトの例を示します。 
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図 5-68     SOAPフォルト 

 

 

5.14 SOAデバッガのサポート 

Oracle JDeveloperで SOAデバッガを使用して、SOAコンポジット・アプリケーションをテストおよ

びデバッグできます。Oracle JDeveloper内にトラブルシューティング環境が用意されることで、

SOAデバッガによって、SOAコンポジット・アプリケーションの開発サイクルが短縮されます。こ

れは、Oracle JDeveloperでの SOAコンポジット・アプリケーションの構築、SOAインフラストラク

チャへのデプロイ、監査証跡およびフロー・トレースをテストおよび表示するためのコンソールの

起動、および演習を繰り返すために Oracle JDeveloperに戻ることが必要ないことを示します。か

わりに、次のコンポーネントに対してトラブルシューティングを行うために、Oracle JDeveloperで

ブレークポイントを設定できます。 

 SOAコンポジット・アプリケーションでのバインディング・コンポーネントおよびサービス・コン

ポーネント。 

 同期および非同期 BPELプロセス。 

 BPMプロセス。 

 

SOAデバッガを使用するときは、次のガイドラインに従ってください。 

 デバッグは、Oracle JDeveloperの設計ビューに限定されます。 

 Java execアクティビティ、XSLT、XQuery変換など、言語をまたぐ機能のデバッグはできま

せん。 
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 Oracle SOA Suiteがインストールされているサーバーの SOAコンポジット・アプリケーション

のデバッグは可能です。たとえば、Oracle SOA Suiteが管理対象サーバーで実行されてい

る場合、クライアントは管理対象サーバーのホストおよびポートを使用して接続する必要が

あります。 

 デバッグに接続できるクライアントは 1回に 1つです。 

 SOAコンポジット・アプリケーションの複数のインスタンスをデバッグすることはできません。

デバッグできるのは単一のインスタンスのみです。 

 アダプタ・エンドポイント・エラーは、SOAデバッグには表示されません。 

5.14.1 インバウンド用の SOAデバッガ 

インバウンド・エンドポイント用の SOAデバッガに対し、次の手順を実行します。 

1. 図 5-69に示すとおり、JDeveloperツールバーで「デバッグ」アイコンをクリックし、デフォルト

を使用します。 

図 5-69     インバウンド用の SOAデバッガ 

  

 

2. ホスト IPを入力して「OK」をクリックします。 

JDeveloperはデバッグ用に SOAプロジェクトをデプロイします。図 5-70に示すとおり、SOA

実行時に実行している SOAデバッガに JDeveloperが接続したら、複数の SOAデバッガ・

ウィンドウが表示されます。 
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図 5-70     SOAデバッガ・ウィンドウ 

 

 

3. 図 5-71に示すとおり、エンドポイント・コネクタを右クリックしてブレークポイント・オプションを

表示します。選択すると、ブレークポイント・アイコンが追加されます。 

図 5-71     ブレークポイント・オプション 

 

4. ブレークポイントにヒットする SAPからインバウンドをトリガーします。図 5-72に示すとおり、

次のブレークポイントに進むには、ステップオーバーをクリックします。 



 

 

 

Oracle Adapter for SAPの機能    5-59 

図 5-72     ブレークポイント・オプション 

 

 図 5-73に示すとおり、次のブレークポイントにヒットします。 

図 5-73     ブレークポイント・オプション 

 

 

5. 図 5-74に示すとおり、「連結解除」ボタンをクリックしてデバッガをデタッチします。 
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図 5-74     デバッガのデタッチ 

 

 

5.14.2 アウトバウンド用の SOAデバッガ 

アウトバウンド・エンドポイント用の SOAデバッガに対し、次の手順を実行します。 

1. 図 5-75に示すとおり、JDeveloperツールバーで「デバッグ」アイコンをクリックし、デフォルト

を使用します。 
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図 5-75     アウトバウンド用の SOAデバッガ 

 

6. ホスト IPを入力して「OK」をクリックします。 

JDeveloperはデバッグ用に SOAプロジェクトをデプロイします。図 5-76に示すとおり、SOA

実行時に実行している SOAデバッガに JDeveloperが接続したら、複数の SOAデバッガ・

ウィンドウが表示されます。 

図 5-76     SOAデバッガ・ウィンドウ 
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7. 図 5-77に示すとおり、エンドポイント・コネクタを右クリックしてブレークポイント・オプションを

表示します。 

図 5-77     ブレークポイント・オプション 

 

 

8. 図 5-78に示すとおり、エンドポイント・コネクタを右クリックしてブレークポイント・オプションを

表示します。 

図 5-78     ブレークポイント・オプション 

 

選択すると、図 5-79に示すとおり、ブレークポイント・アイコンが追加されます。 
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図 5-79     ブレークポイント・オプション 

 

9. 図 5-80に示すとおり、テスト・メッセージを送信すると、デバッガは、リクエスト・メッセージな

どでいったん停止します。 

図 5-80     ブレークポイント・オプション 
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10. 図 5-81に示すとおり、ステップオーバーをクリックし、次のブレークポイントに進みます。 

図 5-81     ブレークポイント・オプション 

 

 図 5-82に示すとおり、次のブレークポイントにヒットします。 
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図 5-82     ブレークポイント・オプション 

 

11. 図 5-83に示すとおり、レスポンス・ブレークポイントにヒットします。 
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図 5-83      レスポンス・ブレークポイント 

 

12. 図 5-84に示すとおり、「連結解除」ボタンをクリックしてデバッガをデタッチします。 

図 5-84     デバッガのデタッチ 
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5.15 Xml以外の文字の処理機能 

Adapter for SAPでは、SAPシステムから別のシステムに移行されるデータで XML以外の文字

を処理できます。XMLは、Unicodeで定義されているすべての文字をサポートするわけではあ

りません。たとえば、一部の制御文字は XML 1.0ではサポートされていません。 

XML 1.0ドキュメントで有効な Unicodeのコード・ポイントの範囲は次のとおりです。 

 U+0009、U+000A、U+000D: XML 1.0で使用できる唯一の C0制御です。 

 U+0020–U+D7FF、U+E000–U+FFFD: BMPの一部の(すべてではない)非文字を除きます

(すべてのサロゲート、U+FFFEおよび U+FFFFは使用禁止)。 

 U+10000–U+10FFFF: 追加面の非文字を含むすべてのコード・ポイントを含みます。 

これらのコード・ポイント範囲には、XML 1.0ドキュメントにおける特定のコンテキストでのみ有効

な、次の制御が含まれ、その使用方法は限定的であるため、お薦めはしません。 

 U+007F–U+0084、U+0086–U+009F: C0制御文字、および C1の 1つの制御を除くすべて

の文字が含まれます。 

ペイロード中の文字が XML 1.0でサポートされていない場合、文字は削除またはエスケープで

きます。Adapter for SAPでは、JCAプロパティとして ControlCharacterを提供しており、XML以

外の文字に対し、次のオプションを操作できます。このプロパティは、インバウンド・プロジェクト

で使用可能です。 

 remove: ペイロードから文字を削除します。 

 space: 文字を空白に置き換えます。 

 encode: 文字を 10進形式でエンコードします。 

アウトバウンド・プロジェクトでペイロードをリクエストすると、XML文字がすでにエスケープされ

ている場合は、ペイロードを Adapter for SAPに送信する前に、エスケープ解除されます。 

 

図 5-85に示すとおり、プロパティ・ページには、SAP設計時の ControlCharacterプロパティを

確認できます。このプロパティは、インバウンド・プロジェクトの場合の JCAプロパティに含まれま

す。 

 

http://en.wikipedia.org/wiki/C0_and_C1_control_codes
http://en.wikipedia.org/wiki/C0_and_C1_control_codes
http://en.wikipedia.org/wiki/C0_and_C1_control_codes
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図 5-85     ControlCharacterプロパティ 

 

 

([ctrl] + [shift] + 下線)のような制御文字のエンコードはサポートされていないため、このような文

字の場合、ControlCharacterプロパティは「remove」または「space」のいずれかに設定する必

要があります。 

注意: 制御文字の変換オプションはXMLペイロードにのみ適用され、フラット・ファ

イルには適用されません。エンコードされたIDocオプションを選択した場合、

ControlCharacterプロパティで操作を選択できません。 

5.16 エラー・ドキュメントのサポート 

この機能により、アウトバンドのシナリオで SAPからレスポンスとしてタイプ Eが返された

ときに、エラーをスローするのではなく XMLペイロードを返すことが可能になります。こ

の機能は構成可能で、設計時に更新できます。 

次の手順を実行し、エラー・ドキュメント機能を使用する SAPエンドポイントを作成します。 
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1. Adapter for SAPを使用して、アウトバウンド BAPI/RFCエンドポイントを作成します。 

(詳細は、アウトバウンド BPELプロセスで説明されている項「アダプタ・コンポーネントの構

成」を参照してください。) 

2. 「JCAプロパティ」ページで、「ErrorDocument」プロパティを「オン」に設定します。 

3. 「JCAプロパティ」ページで、次の図に示すとおり追加ボタンを使用して新しいプロパ

ティを追加します。 

 

図 5-86     JCAプロパティ 

 

 

4. 次の図に示すとおり、「JCAプロパティ」表に新しく表示された行をクリックします。 



 

5-70      Adapter for SAPユーザーズ・ガイド 

 

図 5-87     JCAプロパティ 

 

5. 次の図に示すとおり、ドロップダウン・メニューから「ErrorDocument」を選択します。 

図 5-88     JCAプロパティ 

 

6. 次の図に示すとおり、値を「オン」に設定します。 
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図 5-89     JCAプロパティ 

 

7. 「終了」をクリックします。 

5.17 ペイロードしきい値のサポート 

Adapter for SAPでは payloadSizeThresholdのサポートが可能なため、レスポンス・メッセージ/

ペイロード・サイズに基づいて処理を制御できます。 

設定されている payloadSizeThresholdよりもレスポンス・メッセージ・サイズが大きい場合、レスポ

ンスは拒否され、しきい値よりもレスポンス・メッセージ・サイズが小さい場合、フローは正常に終

了します。 

5.17.1 payloadSizeThresholdサポートを使用するインバウンド・プロジェク

ト 

payloadSizeThresholdサポートを使用するインバウンド・プロジェクトを作成するには、次の手順

を実行します。 

1. IDoc用のインバウンド・エンドポイントを作成します。詳細は、項 8.2.4「BAPI/RFC/IDoc

のインバウンド BPELプロセスの設計」を参照してください。ファイル・アダプタを使用し

て IDocを受信できます。 
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図 5-90     JCAプロパティ 

 

2. Composite.xmlを開き、図 5-91に示すとおり、次のプロパティを binding.jcaの下に追

加します。 

<property name="payloadSizeThreshold" type="xs:string" many="false" 

override="may">24000</property> 

図 5-91     JCAプロパティ 

 

3. プロジェクトをデプロイします。詳細は、項「定義済プロセスのデプロイ」を参照してくだ

さい。 

テスト 

SAPから IDocを送信し、デプロイしたプロジェクトをテストします。たとえば、MATMAS IDocを

SAPの BD10 tcodeから送信できます。送信する IDocのサイズはコンポジットで指定されている

payloadSizeThresholdを上回っている必要があります。 

  



 

 

 

Oracle Adapter for SAPの機能    5-73 

図 5-92     JCAプロパティ 

 

この IDocは処理されずに拒否され、エラーが発生し、拒否されたメッセージのフォルダにメッ

セージが送信されます。 

EMコンソールでフロー・インスタンスを確認します。次の図に示すとおり、エラーが発生してい

ます。 

図 5-93     JCAプロパティ 

 

SOAの「rejmsgs」フォルダを確認します。次の図に示すとおり、拒否されたメッセージのフォル

ダにメッセージが送信されています。 

図 5-94     JCAプロパティ 
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5.17.2 payloadSizeThresholdサポートを使用するアウトバウンド・プロ

ジェクト 

この項では、payloadSizeThresholdサポートを使用するアウトバウンド・プロジェクトの作成手順

について説明します。 

次の手順を実行し、payloadSizeThresholdサポートに使用する SAPエンドポイントを作成します。 

1. Adapter for SAPを使用して、アウトバウンド BAPI/RFCエンドポイントを作成します。 

詳細は、BPELアウトバウンド・プロセスで説明されている項 8.2.3「アダプタ・コンポーネント

の構成」を参照してください。 

2. ファイル・アダプタを使用して出力をファイルに取得します。 

図 5-95     JCAプロパティ

 

3. Composite.xml を開き、図に示すとおり、次のプロパティを reference の下に追加します。 

<property name="payloadSizeThreshold" type="xs:string" many="false" 

override="may">24000</property> 

図 5-96     JCAプロパティ 

 

アウトバウンドの payloadSizeThresholdサポートのテスト 

プロジェクトをデプロイします。詳細は、項「定義済プロセスのデプロイ」を参照してください。 

出力サイズが composite.xmlに指定されている payloadSizeThresholdを上回る入力で、アウト

バウンド・プロジェクトを実行します。 
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図 5-97     JCAプロパティ 

 

EMコンソールでフロー・インスタンスを確認します。次の図に示すとおり、エラーが発生してい

ます。 

図 5-98     JCAプロパティ

 

図 5-99に示すとおり、診断ログにも同じエラー・メッセージが表示されます。 
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図 5-99     診断ログ 

 

 

注意: OSBの場合、このプロパティを動的プロパティとして追加し、サイズをバイト

で指定する必要があります。さらに図 5-100に示すとおり、このプロパティはアウト

バウンドの場合は Bixファイル、インバウンドの場合はプロキシに設定する必要が

あります。 

 

図 5-100     JCA トランスポート構成

  

 

5.18 TID Backstoreのサポート 

TID Backstore は、トランザクションの実行中にネットワーク障害が発生した場合に、同じ

トランザクションが重複して実行されることを防止します。SAP システムから送信される

データは、TID(トランザクション ID)と呼ばれる通常一意の ID で識別されます。SOA で

TID を追跡できる機能は途中で障害が発生した場合に役立ちます。一度記録されたトラ

ンザクションは再び送信する必要がありません。この機能では、SAP から IDoc メッセー

ジを受信したときに、SOAデータベースにデータが記録されます。 

そのため、次のフィールドを使用して永続的な保存場所に TID 格納用の表を作成しま

す。 
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CREATE USER TIDUSER IDENTIFIED BY TIDUSER; 

ALTER USER TIDUSER DEFAULT TABLESPACE users 

QUOTA UNLIMITED ON users; 

ALTER USER TIDUSER TEMPORARY TABLESPACE temp; 

GRANT create session 

   , create table 

   , create procedure 

   , create sequence 

   , create trigger 

   , create view 

   , create synonym 

   , alter session 

TO TIDUSER; 

CONNECT TIDUSER/TIDUSER 

CREATE TABLE TIDSTORE 

( 

      TID     CHARACTER (100) , 

      CREATED_ON CHARACTER (50) , 

       PROGRAMID   CHARACTER (50), 

       TIDSTATE    CHARACTER(50) 

   ); 

表のエントリには最終的なステータスが EXECUTEDであるか、または FAILEDであるか

がプログラム ID と日時とともに表示されるため、障害発生時にトランザクションの再試行

が必要かどうかを判別できます。 
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図 5-101     IDocのステータス 

 

この表を作成したデータベースの JDBC データ・ソースを作成し、次の図に示すとおり、

この JDBCデータ・ソースを JNDIプロパティ DataSourceNameに指定します。 

図 5-102     JDBCデータ・ソース 
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図 5-103    DataSourceName 

 

トランザクションのステータスはデータベースに記録されます。そのため、トランザクション

の再試行が必要かどうかを簡単に判別できます。この概念はデータの冗長性の排除に

役立ち、トランザクションの完了ステータスをリアルタイムで確認できることから開発者の

全体的な作業負荷も大幅に削減できます。 

5.19 サイズの大きいペイロードのサポート - AsAttachment 

SAPアダプタのサイズの大きいペイロードのサポート(AsAttachment)機能は、サイズの大

きいファイルを添付ファイルとして転送する機能です。このオプションでは、コンテンツを

処理することなくサイズの大きいIDocを添付ファイルとして非透過的に転送します。この

機能では、送信者から受信者にIDocをより高速にポストできます。 

 

インバウンドのAsAttachmentサポート 

 

次の手順を実行し、サイズの大きいペイロードのサポートに使用する SAPエンドポイントを作成

します。 

1. Adapter for SAPを使用して、インバウンド Idocエンドポイントを作成します。 

2. 詳細は、項 8.2.4「BAPI/RFC/IDoc のインバウンド BPEL プロセスの設計」を参

照してください。 

3. SAP アダプタの構成中、IDoc を選択した後に「JCA プロパティ」ページで

「AsAttachment」プロパティを追加します。 
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図 5-104 IDocを選択後に「JCAプロパティ」ページに進む 

 

図 5-105 JCAプロパティ 
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4. SAP アダプタの構成を完成させ、次の図に示すとおり、 jca ファイルで

「AsAttachment」を確認します。 

図 5-106    JCAファイルに追加された AsAttachment 

 

5. SAP アダプタを正しく構成できたら、ファイル・アダプタを構成し、次の図に示す

とおりスキーマを選択します。 

図 5-107    次に示すとおり Attachmentスキーマを選択 

 

6. BPELプロセスを構成します 
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図 5-108    構成された BPELプロセス 

 

7. 次に示すとおり、reciveおよび invokeアクティビティを追加します。 

8. 次の図に示すとおり、assign アクティビティを追加し、送信側の‘href_id’フィール

ドを受信側の‘href_id’とマップします。 

図 5-109   assignアクティビティの追加 

  

図 5-110    assignアクティビティのオープンと‘href_id’のマップ 
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9. プロジェクトの作成後、各コンポジットをサーバーにデプロイし、SAP から IDoc

をトリガーします。 

10. IDoc を添付ファイルとして受信できたら、フロー・インスタンスを確認し、添付

ファイルの‘href_id’を確認します。 

図 5-111   フロー・インスタンス 

  

5.20 レジリエンシのサポート 

レジリエンシはOracle SOA Suite 12CのSAPアダプタでサポートされる汎用機能です。レ

ジリエンシ・プロジェクトの主要な目標はSOAサーバーの堅牢性を高め、過負荷状態や

障害状態をより適切に処理することです。 

 

レジリエンシ障害: ダウンストリーム・エンドポイントの障害に適切に対応します。フローの

受信リクエストを遮断することで、システム/エラー・ホスピタルにフォルトが増大しないよう

にします。 

5.20.1 レジリエンシのサポートを使用するインバウンド・プロジェクト 

レジリエンシ・サポートを使用するインバウンド・プロジェクトを作成するには、次の手順を実行し

ます。 

1. IDoc用のインバウンド・エンドポイントを作成します。詳細は、項 8.2.4「BAPI/RFC/IDoc

のインバウンド BPELプロセスの設計」を参照してください。ファイル・アダプタを使用し

て IDocを受信できます。 
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図 5-112     コンポジットの設計 

 

2. プロジェクトをデプロイします。詳細は、項 2.5.2「デプロイ方法」を参照してください。 

テスト 

SAPから IDocを送信し、デプロイしたプロジェクトをテストします。たとえば、MATMAS IDocを

SAPの BD10 tcodeから送信できます。 

図 5-113     デプロイしたプロジェクトのテスト 

 

 

注意: IDocがファイルに書き込まれる場合で、Linux環境における書込み権限が

ファイルにないケースを検討します。 

 

書込み権限がないため、この IDocは処理されずに拒否され、エラーが発生します。EMコン

ソールでフロー・インスタンスを確認すると、フローはリカバリ・モードになっています。 

Enterprise Managerからレジリエンシを構成します。 

1. EMから、「SOA」「soa_infra(soa_server1)」「SOAデプロイメント」「レジリエンシ構

成」に移動します。 
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図 5-114     デプロイしたプロジェクトのテスト 

 

2. 「レジリエンシ」チェック・ボックスを選択し、図に示すとおり、パラメータして 1分以内に 3以

上のエラー発生を指定します。 

 

図 5-115     レジリエンシ構成 

 

失敗率: 指定した時間内に何回エラーが発生したらエラーを捕捉するかを指定します。 

再試行間隔: EMレベルからの再試行の間隔(分単位)。 

3. 構成の完了後、「レジリエンシ構成」パネルの右側にある「適用」ボタンをクリックします。 
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図 5-116     「レジリエンシ構成」パネルの「適用」ボタン 

 

4. 「OK」をクリックして確定します。 

 

図 5-117     確認ウィンドウ 

 

5. エラーが発生した場合、サービスは一時停止されたとしてダッシュボードに表示されま

す。 

 

図 5-118     「レジリエンシ - 一時停止されたサービス」 

 

 

このエンドポイントは停止されるため、このエンドポイントに対する以降のリクエストは処理さ

れません。「Jul 21.2015 9:35:20PM以降一時停止」ハイパーリンクから再開オプションをク

リックすると、エンドポイントは再開されます。 
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図 5-119     一時停止されたアダプタ ウィンドウ

 

必要な権限を付与すると、一時停止されていたサービスが再開され、ファイルへの書込

みが行われます。 

5.21 セグメント・リリースの設計時および実行時サポート 

SAP アダプタは、IDoc 用のセグメント・リリース・オプションをサポートします。SAP アダプ

タ構成時に、ユーザー入力またはデフォルト・バージョンのいずれかを選択できます。 

ユーザー入力を選択した場合、セグメント・リリース・バージョンの値を入力する必要があ

ります。 
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図 5-120 セグメント・リリース・パーション(ユーザー入力) 

 

 
 

デフォルトの SAP リリース・バージョンを選択した場合、SAPアダプタによって最新のリリース・

バージョンがフェッチされます。 

 

図 5-121     アダプタ構成ウィザード 
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5.22 インバウンド IDoc用の特殊文字のサポート 

SAPアダプタは、有効な文字と無効な文字の両方をサポートします。これには、特殊文字、絵文

字および ASCII形式のすべての HTML文字が含まれます。 
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6 

アダプタ構成ウィザードの詳細 

 

 

 

この章では、設計時の Adapter for SAPの構成方法について説明します。内容は次のとおり

です。 

 

 項6.1「概要」 

 項6.2「JDeveloperにおけるアダプタ・ウィザード」 

 項6.3「サービス名の指定」 

 項6.4「SAPへの接続」 

 項6.5「「オブジェクト選択」からのSAPオブジェクトの選択」 

 項6.6「「JCAプロパティ」ページ」 

 項6.7「アダプタ構成ウィザードの終了」 

 

6.1 概要 

設計時プラグインによって、SAP サーバーへのアクセス、SAP リポジトリの参照が可能になる

他、JDeveloper for SAP RFC、BAPI および IDoc オブジェクトのコンポジット・デザイナ内で

SAPエンドポイント用の XSD、WSDL、JCAプロパティといった SCAアーティファクトを直接生

成できるようになります。また、JDeveloper で直接 BAPI および RFC をテストすることもできま

す。 

6.2 JDeveloperにおけるアダプタ・ウィザード 

JDeveloperコンポジットで Adapter for SAPを使用するには、Oracle JDeveloperを開き、図 6-

1に示すように、「公開されたサービス」ペインまたは「外部参照」ペインのいずれかで、「コン

ポーネント」から「コンポジット」にアダプタをドラッグ・アンド・ドロップします。 

または 

「公開されたサービス」ペインまたは「外部参照」を右クリックして「挿入」を選択し、使用可能な

リストから「Adapter for SAP」を選択します。 
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図 6-1     アダプタ・コンポーネント 

  

6.3 サービス名の指定 

Adapter for SAPが「コンポジット」にドラッグ・アンド・ドロップされると、図 6-2に示すようなアダ

プタ構成ウィザードの最初のページが表示されます。 

図 6-2     アダプタ構成ウィザード 

 

サービス名を指定し、ウィザードでのアダプタ・サービスの定義が完了すると、この名前が付い

たWSDLファイルがアプリケーション・ナビゲータに表示されます。 
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6.4 SAPへの接続 

次に、アダプタへの SAP 接続を定義するための「接続情報」ページが開きます。このページ

では、新しい接続の作成や、既存の接続の更新/編集ができます。図 6-3 に示すように、この

ページには JNDI名とともに接続のサマリーが表示されます。 

デフォルトの Java Naming and Directory Interface (JNDI)名を使用するか、カスタム名を指定

します。この接続によって、設計時にアダプタを構成し、実行時に SAP サーバーに接続でき

るようになります。 

図 6-3     「接続情報」ページ 

 

SAP接続の編集: 「SAP接続の編集」ボタンを使用すると、図 6-4に示すように、SAP接続の

詳細を編集できます。「インポート」ボタンを使用して、接続パラメータを設定することもできま

す。その項に示す「注意」を参照してください。 
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図 6-4     「インポート」ボタン 

 

SAP接続の削除: 「SAP接続の削除」ボタンを使用すると、「接続」リストから既存の接続を削除

できます。クリックすると、図 6-5に示す「SAP R/3接続の削除」ページが表示されます。 

図 6-5    SAP R/3接続の削除 

 

6.4.1 接続名の定義 

新しい SAP R/3接続を作成するには、「+」アイコンをクリックします。図 6-6に示すような、接

続名を指定するか、またはデフォルトの名前を使用する新しい接続ダイアログが表示されます。 
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図 6-6     新しい SAP R/3接続の作成ページ 

 

6.4.2 接続名への接続パラメータの定義 

図 6-7に示すように、「ユーザー」タブで SAPユーザーのログオン・パラメータ(ユーザー名、

パスワード、クライアント、および言語)を指定します。 

 ユーザー名: SAPシステムのユーザー名(大/小文字を区別します)。Adapter for SAPは、

ユーザーが SAPシステムで接続をオープンするときに、ユーザー名として入力する値の

大/小文字を保持します。 

 パスワード: SAPシステムのパスワード(大/小文字を区別します)。Adapter for SAPは、

ユーザーが SAPシステムで接続をオープンするときに、パスワードとして入力する値の

大/小文字を保持します。 

 クライアント: SAPシステムのクライアント ID。デフォルトは 800です。 

 言語: SAPの現在のログオン言語。デフォルトは英語です。 

図 6-7     ユーザー・ログオン・パラメータ 

 

 

注意: ユーザーは、「インポート」ボタンを選択してプロパティ・ファイルから接続パラ

メータをインポートし、接続をテストできます。その場合、図 6-8に示すように、デ

フォルトの接続名はプロパティ・ファイル名と同じになります。 
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図 6-8     「インポート」ボタン 

 

「開く」ボタンをクリックすると、図 6-9に示すように、プロパティ・ファイルの値が設定されます。 

図 6-9     プロパティ・ファイルの値の設定 
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6.4.3 定義済の SAP接続への接続 

SAP接続は、「接続」タブで「直接接続」または「ロード・バランス済」オプションのいずれかを

選択することによって定義できます。 

 直接接続: 単一のアプリケーション・サーバーへの直接接続。デフォルトでは直接接続

です。 

 ロード・バランス済接続: ロード・バランスされたアダプタの接続。 

直接接続 

「直接接続」オプションを使用して接続するときは、図 6-10に示すように、次のパラメータを指

定する必要があります。 

 アプリケーション・サーバー: システムのアプリケーション・サーバー(ホスト名または IP 

Address of SAPシステムの IPアドレス)を定義します。 

 システム番号: SAPアプリケーション・サーバーの SAPインスタンス。SAPロード・バラン

スを使用していない場合は、このプロパティを使用する必要があります。 

図 6-10     直接接続 

 

ロード・バランス済接続 

ロード・バランスを行うために「ロード・バランス済」オプションを使用して接続するときは、図 6-

11に示すように、次のパラメータを指定する必要があります。 

 メッセージ・ホスト: メッセージ・ホストは、メッセージ・サーバー・ホストの IPです。 

 メッセージ・サービス: メッセージ・サービスは、ロード・バランサ・サービスのサービス名で

す。 

 R/3名: R/3名は、SAPシステムのシステム ID/名前です。 

 サーバー・グループ: 接続先となるいずれかのログオン・グループを選択します。SAPシス

テムのログインしているグループの名前です。 
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図 6-11     ロード・バランス済 

 

 

SAPルート文字列 

また、図 6-12に示すような「SAPルート文字列」というオプションもあり、これは、1つ以上の SAP

ルーターを使用した 2つのホスト間で必要な接続について説明するために使用します。 

インターネットで SAPサーバーに接続するには、SAP GUIと SAPサーバー間のプロキシとして

SAPルーターを使用します。 

 

注意: 管理者は、ロード・バランスによって複数のアプリケーション・サーバー間

で均等にログインを分散できます。また、クライアントは、すべてのアプリケーショ

ン・サーバーのアドレスを知る必要はなく、メッセージ・サーバー(ロード・バラン

サ)のアドレスのみを知っていればよいため、より大規模なシステムを透過的に

構成できるようになります。 

 

主に、SAPシステムに複数のユーザーがログインできるようにする場合に使用します。 

 

テスト接続 

図 6-12に示すように、「接続」タブでは「接続のテスト」ボタンも使用可能です。「接続のテスト」ボ

タンでは、指定したパラメータを使用して、SAPへの接続をテストします。 
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図 6-12     「接続」タブ 

 

対応するチェック・ボックスを選択して、オプションのタブを追加することができます。 

 「サーバー」タブ(注意: アウトバウンド・アダプタの場合、このタブは無効です。) 

 「セキュリティ」タブ 

 「トレース」タブ 

 「管理」タブ 

 「追加」タブ 

「サーバー」タブ 

このタブは、インバウンド・アダプタの場合に表示されます。このタブで使用可能なパラメータは、

図6-13に示すように、SAPを使用したインバウンド通信で役立ちます。 
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図 6-13     「サーバー」タブ 

 

表 6-1に、「サーバー」タブで使用可能なパラメータを示します。 

表 6-1 

要素 説明 

ゲートウェイ・ホスト 送信者システムのゲートウェイ・ホスト名を入力します。 

ゲートウェイ・サービス 送信者システムのゲートウェイ・サービス。送信者システムのサービス・ポート

を表す数字または英数字(たとえば sapgwXX,で、この場合の XXは送信者シ

ステムのシステム番号)。 

プログラム ID SAPに登録済のサーバー・プログラムのプログラム ID。選択したプログラム

IDは、構成済ゲートウェイ(アプリケーション・サーバー(ゲートウェイ)およびア

プリケーション・サーバー・サービス(ゲートウェイ)パラメータ).の RFC送信者

チャネルを一意に識別するものである必要があります。 

接続数 送信者システムとアダプタ間に必要な初期接続の数。 

リポジトリ宛先 着信関数コールの定義を参照するためにサーバーが使用するリポジトリ。 
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注意: 「サーバー」タブは、現在のリリースではサポートされていません。将来の

リリースで実装される予定です。 

「トレース」タブ 

トレース・パラメータ(オプション) 

次のパラメータを使用して SAP JCoのロギング・レベルを変更するには、図 6-14に示すとおり、

JCo レベルに基づいてトレース・レベルを指定するか、RFC トレース・レベル、PIC トレース・レ

ベル、サーバー・トレース・レベルなどの個々のレベルを指定します。 

図 6-14     「トレース」タブ 
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JCoトレース・レベル 

このプロシージャを使用して、SAP システムから受信する JCo コールをトレースします。JCo ト

レースは、コール全体を通して、起動されたメソッドに関する情報、および基礎となる通信層から

渡されたデータに関する情報を書き込みます。 

 

注意: JCoトレースをアクティブにすると、通信速度が大きく低下します。そのた

め、必要に応じてアクティブにする必要があります。 

 

トレース・レベル 0は無効を意味し、1は有効を意味します。 

JCO トレース・レベル: 0または 1のいずれかを選択します。 

トレース・ファイルを目的の場所に生成するにはロギング・パスを指定する必要があります。パス

を指定しなかった場合のトレース・ファイルのデフォルトの場所は$jdev_home/jdev/binです。 

図 6-15     JCo トレース・レベル 

 

 

 

 

 

 

図 6-16     JCo トレース・レベル 

 

RFCトレース・レベル 

RFC トレースを使用すると、アプリケーションまたは SAP システムがトリガーするリモート・コール、

およびこれらのコールが実行されるインスタンスを追跡できます。ユーザーは、トレース・ファイル

に記録されたトレース・レコードを表示し、さらに分析できます。 

ユーザーが RFC トレース関数をオンにしたときから、再度オフにするときまで、特定のユーザー

またはユーザー・グループに対して発生したすべての RFCコールが記録されます。 

記録されたトレースから、ユーザーは次のことを推測できます。 

 どのファンクション・モジュールが分析対象としてプログラムによってリモートでコールされた
か。 
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 RFCが正常に実行されたかどうか。 

 リモート・コールの処理にかかった合計時間。 

 RFC通信(RFCクライアントまたは RFCサーバー)のマーキング。 

 リモート・コールが実行されたインスタンス。 

 このインスタンスの特徴付けるテクニカル・パラメータ。 

 RFCで送受信されたバイト数。 

RFC トレース・レベル: RFCレベルのトレースを 0または 1のいずれかにする場合に選択します。 

CPICトレース・レベル 

Common Programming Interface - Communication (CPIC)トレース。これは、JRFC(または JCo)よ

り下の通信層です。0から 3のトレース・レベルを選択でき、3が最も高く、最も詳細なトレース・レ

ベルです。 

JCoは、内部的に RFCおよび CPICライブラリを使用しているため、これらのコンポーネントの関

連トレースも、エラー分析に必要になる場合があります。 

CPIC トレース・レベル: CPIC トレースとして、0から 3のいずれかのトレース・レベルを選択しま

す。 

「管理」タブ 

管理パラメータ(オプション) 

このタブでは、接続期間の管理に役立つパラメータが表示されます。図 6-17に示すとおり、接続

期間を保証するための、接続プール・サイズおよびその他のパラメータを定義できます。 
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図 6-17     「管理」タブ 

 

1. プールの容量: 再利用のために、プールによってオープンされたままになる最大接続数。こ

れらの接続は、接続タイムアウト期間を超えても再利用できなかった場合は自動的にクロー

ズされます。値 0 は、接続プールがない(要求が終わるたびに接続はクローズされる)ことを

意味します。 

2. ピーク制限: プールから割り当てることができる最大接続数。これによって、一時的なピーク

使用時など、「ピーク制限」パラメータで指定したより多くの接続を作成できるようになります。

最大接続数の値が「ピーク制限」パラメータの値より少ない場合、パラメータは自動的に

「ピーク制限」の値にリセットされます。割り当てられた接続がアプリケーションからプールに

再度解放されると、そのうちの「ピーク制限」を超えるすべての接続はすぐにクローズされま

す。 

3. 最大待機 (ms): 要求された接続を取得するまで待機する最大時間。接続プールを使い果

たし(つまり、最大接続数制限に到達し)、別のスレッドが追加の接続を要求している場合、こ

れが、待機しているスレッドに接続が渡されるように、別のスレッドによって接続が解放される

まで待機している時間になります。最大待機時間に到達し、しばらくの間接続が使用可能

にならなかった場合は、JCO.Exceptionが JCO_ERROR_RESOURCEキー付きでスローされ

ます。最大待機時間のデフォルト値は 30秒(30,000 ms)です。 
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4. 有効期限 (ms): 内部プールによって保持されていた接続をクローズできるまでの時間(ms)。 

5. 有効期間 (ms): 有効期間をミリ秒単位で入力します(これは、タイムアウト・チェッカ・スレッド

がプール内の接続の有効期間を確認する間隔(ミリ秒)です)。 

 

注意: 現在のリリースでは、「管理」タブはサポートされていません。これは、将来

のリリースで実装される予定です。 

 

「セキュリティ」タブ 

SAPセキュリティ・パラメータ 

Adapter for SAPは、Java Connector (JCo)を使用してSAPと通信します。インバウンドとアウトバウ

ンドの両方でSNC接続ができます。JCoが接続にSNCを使用するには、次に示す情報が必要で

す。 

SNC通信(インバウンドまたはアウトバウンド)の前提条件 

クライアント・サーバー(Adapter for SAP)とSAP間のSNC通信ができるのは、両方でのSNC構成

が完了し、SAPで定義されている手順に従って証明書が交換された場合です。 

アウトバウンド用のSNCパラメータ 

図6-18に示すように、SAPサーバーへのアウトバウンド接続にはSNCパラメータが必要です。 
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図 6-18     「セキュリティ」タブ 

 

表 6-2に、「セキュリティ」タブで使用可能なパラメータを示します。 

表 6-2   「セキュリティ」タブで使用できるパラメータ 

パラメータ 説明 

SNCモード(必

須フィールド) 

これは、SNCをアクティブにするためのグラグです。SNC接続を有効にする場

合はチェックし、無効にする場合はチェックを外します。 

SNCライブラリ 外部ライブラリ(SAPからダウンロードした SAP Cryptographicライブラリ・ファイ

ル)のパスおよびファイル名を指定します。たとえば、

‘C:\SAPNW_AS_Java\SAPCryptolib\sapcrypto.dll’などです。 

SNCレベル 接続に使用する保護レベルを指定します。 

デフォルト値は 3です。 

このフィールドに設定できる値は、次のとおりです。 

1: 認証のみ。 

2: 整合性保護。 

3: プライバシー保護(デフォルト)。 

8: SAPサーバーに保持されるプロファイル・パラメータ‘snc/data_protection/use’ 

の値を使用。 
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9: SAPサーバーに保持されるプロファイル・パラメータ

‘snc/data_protection/max’の値を使用。 

SNC名 ユーザーが SNC通信をテストしている環境の SNC名を指定します。 

たとえば、‘p:CN=AS Java, O=MyCompany, C=US’です。 

 

このパラメータはオプションですが、接続に正しい SNC名が使用されるように、

このパラメータを使用します。 

SNCパートナ AS ABAPの SNC名を指定します。 

たとえば、‘p: CN=EQ6, OU=I0020070395, OU=SAP Web AS, O=SAP Trust 

Community, C=DE’です。 

インバウンド用のSNCパラメータ 

インバウンドSNC通信の前提条件 

接続に使用したプログラムIDのRFCオプションを定義し、対応するRFC宛先で同じものをアク

ティブにしてSNCを有効にした後のインバウンドSNC通信です。これは、tcode SM59で実行しま

す。SNCオプションに渡されるパラメータは次のとおりです。 

1. RFC宛先では、「ログオン&セキュリティ」タブで「SNC」ボタンを選択します。次の値を渡しま

す。 

 QoP: ドロップダウン・ボックスに表示される値から、1、2、3、8、9のいずれかを選択しま

す。接続に使用する保護レベルを指定します。 

 パートナ: RFCサーバー・プログラムのSNC名を指定する必要があります。たとえば、‘p: 

CN=RFC, OU=IT, O=CSW, C=DE’です。 

 パラメータを保存します。 

2. RFC宛先の「ログオン&セキュリティ」タブで「アクティブ」ラジオ・ボタンを選択し、SNC をアク

ティブ化します。 

表6-3に、SAPサーバーへのインバウンド通信に必要なSNCパラメータを示します。 

 
表 6-3     インバウンド接続に必要な SNCパラメータ 

要素 説明 

SNCレベル(オプ

ションのフィール

ド) 

SAPからのインバウンド接続に使用する保護レベルを指定します。デフォルトは 3

です。 

このフィールドに設定できる値は、次のとおりです。 

1: 認証のみ。 

2: 整合性保護。 

3: プライバシー保護(デフォルト)。 

8: SAPサーバーに保持されるプロファイル・パラメータ‘snc/data_protection/use’ 

の値を使用。 

9: SAPサーバーに保持されるプロファイル・パラメータ‘snc/data_protection/max’ 

の値を使用。 
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表 6-3     インバウンド接続に必要な SNCパラメータ(続き) 

要素 説明 

SNC名(オプション

のフィールド) 

ユーザーが SNC通信をテストしている環境の SNC名を指定します。 

たとえば、‘p:CN=AS Java, O=MyCompany, C=US’です。 

このパラメータはオプションですが、接続に正しい SNC名が使用されるように、こ

のパラメータを設定します。 

SNCライブラリ(オ

プションのフィール

ド) 

外部ライブラリ(SAPからダウンロードした SAP Cryptographicライブラリ・ファイル)

のパスおよびファイル名を指定します。 

たとえば、‘C:\SAPNW_AS_Java\SAPCryptolib\sapcrypto.dll’などです。 

 

WebLogicコンソールのプロパティは、Adapter for SAPの実行時SNC通信に使用できます。DT

およびRTの対応するパラメータを表6-4に示します。 

 
表 6-4     DTおよび RTのパラメータ 

設計時のパラメータ 対応する実行時のパラメータ 

クライアント・セキュリティ・パラメータ:  

SNCモード DestinationDataProvider_JCO_SNC _MODE 

SNCライブラリ DestinationDataProvider_JCO_SNC _LIBRARY 

SNCレベル DestinationDataProvider_JCO_SNC _QOP 

SNC名 DestinationDataProvider_JCO_SNC _MYNAME 

SNCパートナ DestinationDataProvider_JCO_SNC _PARTNERNAME 

サーバー・セキュリティ・パラメータ: 

SNCレベル ServerDataProvider_JCO_SNC _QOP 

SNC名 ServerDataProvider_JCO_SNC _MYNAME 

SNCライブラリ ServerDataProvider_JCO_SNC _LIBRARY 

「追加」タブ 

このタブでは、ウィザードの「接続」ページのその他のタブで定義していない、その他の JCo 接

続パラメータを指定できます。「プロパティ名」では JCo プロパティを指定し、「プロパティ値」列

では特定の JCoパラメータの値を指定します。 

「追加」タブでこれらのプロパティを定義すると、接続に同じ値が使用されます。これらのプロパ

ティと対応する値は、図6-19に示すとおり、「接続のテスト」ボタンでパラメータをチェックするとき

にも反映されます。 

 

注意: 「追加」タブは、現在のリリースではサポートされていません。将来のリリー

スで実装される予定です。 
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図 6-19     「追加」タブ 

 
 

6.5 「オブジェクト選択」からの SAPオブジェクトの選択 

接続定義を使用して SAPサーバーに接続した後、「オブジェクト選択」ページが表示され、SAP 

BAPI、RFCまたは IDocオブジェクトを選択できます。 

図 6-20に示すとおり、このウィザードには 3つのパネルがあります。 

1. オブジェクト・パネル。 

2. 「選択した BAPI/RFC関数または IDOC メッセージ」パネル。 

3. 定義パネル。 
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図 6-20      「オブジェクト選択」ページ 

 

6.5.1 オブジェクト・パネル 

オブジェクト・パネルには、「階層」および「アルファベット」という 2つのタブが表示されます。 

 階層: このタブには、図6-21に示すとおり、SAPシステムで使用可能なすべてのSAPオブ

ジェクト(RFC /BAPI/IDoc)が階層形式で表示されます。 

BAPI/RFC/IDocのルート・ノードごとに、ルート・ノードからリーフ・ノードに向かって階層レベ

ルが付けられ、アプリケーション・コンポーネント、サブコンポーネント、ビジネス・オブジェク

ト・タイプ、ビジネス・オブジェクト、メソッドで階層が形成されます。 

図 6-21     「階層」タブ 
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 アルファベット: このタブには、図6-22に示すとおり、SAPシステムで使用可能なすべてのビ

ジネス・オブジェクトがアルファベット順(AからZ)で表示されます。 

図 6-22     「アルファベット」タブ 

 

SAPビジネス・オブジェクトを参照するためのオプションを選択できます。これには、図 6-23に示

すとおり、SAPへの接続を確立し、展開されたノードのすべてのオブジェクトを表示する「+」アイ

コンをクリックします。 

図 6-23     展開されたノード 
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SAP 接続が確立され、すべてのオブジェクトが表示されたら、「SAP リポジトリの検索」を使用し

て、完全一致またはパターン一致文字列を指定し、必要なオブジェクトを検索して選択できます。 

オブジェクトを検索するには、図 6-24 に示すとおり、必要なオブジェクトを選択し、右クリックして

「検索」オプションを選択します。 

図 6-24     「検索」オプション 

 

図 6-25に示すとおり、オブジェクトは名前または説明のいずれかで検索できます。 

 名前: 「名前」ラジオ・ボタンを選択すると、オブジェクトの名前を基に検索が実行されます。 

 説明: 「説明」ラジオ・ボタンを選択すると、オブジェクトの説明を基に検索が実行されます。 

オブジェクトを検索するには、検索条件を「検索」フィールドに渡す必要があります。検索条件を

指定して「検索」ボタンをクリックすると、その条件に一致するオブジェクトが「検索」フィールドの

直下にあるテキスト領域に表示されます。 

テキスト領域にオブジェクトが表示されると、「OK」ボタンをクリックしてそのオブジェクトを選択で

きます。 
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図 6-25     SAP リポジトリの検索 

 

希望のオブジェクトが選択されると、「選択した BAPI/RFC関数または IDOC メッセージ」パネ

ルに移動されます。 

 

階層またはアルファベット・リストで必要なオブジェクトを特定した後、図6-26に示すとおり、オブ

ジェクトに対して3つの操作を実行できます。 

必要なオブジェクトを選択し、右クリックして「選択」、「スキーマの表示」または「Test」オプション

を選択します。 

 選択: 「選択」をクリックすると、選択したオブジェクトが「選択したBAPI/RFC関数または

IDOCメッセージ」パネルに追加されます。 
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図 6-26     「選択」、「スキーマの表示」および「Test」 

 

 スキーマの表示: 図6-27に示すとおり、作成したオブジェクトのxsdスキーマを「定義」パネル

に表示できます。 

 Test: このオプションで、作成したスキーマをテストできます。この機能は、BAPIおよびRFC

でのみサポートされます。 

図 6-27     「選択」および「スキーマの表示」の結果 
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「Test」オプションをクリックすると、図6-28に示すとおり、「テスト入力」および「テスト出力」タブの

あるポップアップ・ウィンドウが表示されます。 

1. テスト入力: 「テスト入力」タブには、次の3つの列があります。 

 名前: オブジェクトの名前。 

 値: 選択したオブジェクトに作成したスキーマをテストするための入力としてユーザーが

指定します。 

 説明: オブジェクトの各フィールドの説明。 

図 6-28     「テスト入力タブ 

 

2. テスト出力: 入力を指定し、「テストの実行」をクリックすると、図6-29に示すとおり、選択した

オブジェクトに作成したスキーマがテストされ、その結果が「テスト出力」タブのテキスト領域

に表示されます。 
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図 6-29     「テスト出力」タブ 

 

「終了」ボタンをクリックすると、テスト・ウィンドウを閉じることができます。 

6.5.2 「選択した BAPI/RFC関数または IDOC メッセージ」パネル 

図 6-30 に示すとおり、このパネルには、選択した BAPI/RFC 関数または IDoc メッセージが表

示されます。希望のオブジェクトを選択したら、表 6-5 に示すアイコンをクリックして、「選択した

BAPI/RFC関数または IDOC メッセージ」パネルに対して、オブジェクトの追加または削除がで

きます。 

表 6-5     オブジェクトの追加/削除アイコン 

アイコン 説明 

 

このアイコンは、1 つのオブジェクトを選択パネルに移動するために選択したとき

に有効になります。 

 

このアイコンは、1 つのオブジェクトを選択パネルから削除するために選択したと

きに有効になります。 
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このアイコンは、複数のオブジェクトを選択パネルに移動するために選択したと

きに有効になります。 

 

このアイコンは、複数のオブジェクトを選択パネルら削除するために選択したとき

に有効になります。 

 

「検索」ウィンドウで対応するオブジェクトを選択すると、そのオブジェクトは自動的にこのパネル

に追加されます。 

 

 

注意: アウトバウンド・エンドポイントの作成中に RFC オブジェクトを選択すると、こ

のオブジェクトの実行時に使用する RFC 接続のタイプ(sRFC、tRFC、qRFC、

bgRFC)を定義するためのオプションが使用可能になります。選択した RFC オブ

ジェクトをクリックすると、RFC タイプを選択できるポップアップ・ウィンドウが表示され

ます。 

 

 

図 6-30     「選択した BAPI/RFC関数または IDOC メッセージ」パネル 
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6.5.3 定義パネル 

このパネルには、選択したオブジェクトの定義がさらに詳しく表示されます。このパネルでは、オ

ブジェクト・スキーマ定義が表示されます。図 6-31に示すとおり、定義パネルには、名前、タイプ、

説明の 3つの列があり、選択したオブジェクトのフィールドを定義します。 

 

図 6-31     定義パネル 

 

 

6.6 「JCAプロパティ」ページ 

「JCAプロパティ」ページでは、SAPエンドポイントの JCAプロパティを定義できます。このペー

ジには、「+」(追加)および「x」(削除)という 2つのタブがあります。図 6-32に示すとおり、プロパ

ティとそれぞれの値を追加、削除および更新できます。 

 



 

 

 

アダプタ構成ウィザードの詳細    6-29 

図 6-32     JCAプロパティ 

 

6.6.1 JCAプロパティの相互作用(アダプタへのアウトバウンド) 

相互作用 

 ステートレス 

通信がリクエストとレスポンスの独立したペアで構成されるように、各リクエストを、以前のリク

エストには関連しない独立したトランザクションとして扱います。この場合、複数のリクエスト

の期間中、サーバーは各通信パートナに関するセッション情報やステータスを保持する必

要はありません。デフォルトの値は「ステートレス」です。 

 

 ステートフル 

セッションの状態は、クライアントとステートフル・セッション間の対話中、セッション IDで示さ

れます。ユーザーが相互作用パターンをステートフルとして選択すると、次の操作が自動的

に追加されます。 

これは、データベースに対する内部コミットをサポートしない標準/カスタム BAPI/RFC を使

用して SAPのデータを作成または変更する場合に必要です。 

ExceptionFilter 

 オン 

このプロパティを使用すると、次のインタフェースを実行するカスタム例外フィルタ・クラスを

設定できます。 
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oracle.tip.adapter.api.exception.ExceptionFilter 

この例外フィルタは、アウトバウンド・プロセスでのみサポートされます。このクラス名は、生成

された例外をフィルタ処理するために.jcaファイルで定義され、次のカテゴリに分類します。 

‾ PCRetriableResourceException - リモート・フォルト。 

‾ PCResourceException - バインディング・フォルト。 

この例外は、SOA コンポジット・フォルトのポリシー・ファイルによって処理できるようになりま

す。 

 オフ 

この場合、例外フィルタ・クラスは.jcaファイルに追加されず、リモート・フォルトでもバイン

ディング・フォルトでも PCRetriableResourceException/PCResourceExceptionのような例外は

スローされません。デフォルトの値はオフです。 

SchemaValidation 

 オン 

SchemaValidation の「オン」は、実行時に、WSDL ドキュメントのスキーマで入力 XML ド

キュメントを検証するときに使用します。障害発生時、XML レコードは「無効な入力 XML」

というエラーで拒否されます。これは、.jcaファイルで構成できます。 

 オフ 

xsd では、入力 XMLの検証は行われません。入力 XMLに不具合がある場合は、JCO 例

外で拒否されます。デフォルトの値はオフです。 

 

キュー名 

キュー名は、互いに依存するファンクション・モジュール(更新した後変更する)など、送信する

データをシリアライズするために指定する必要があり、キューを介したSAPにアウトバウンド・メッ

セージを送信するためにQueued RFC (QRFC)接続が使用されます。このキューは、まずSAPで

構成する必要があり、その後、構成ウィザードの「キュー名」フィールドで指定します。 

デフォルトの値は空白です。これは、IDOCに適用できます。 

jca.retry.interval 

このプロパティは、再試行の間隔を指定します。 

jca.retry.maxInterval 

このプロパティは、再試行間隔の最大値(バックオフ>1の場合の上限)を指定します。 

jca.retry.count 
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このプロパティは、ユーザーが再試行を実行する回数を指定します。 

jca.retry.backoff 

このプロパティは、再試行間隔の増加係数(正の整数)を指定します。ユーザーは、9回の再試

行の間隔が増加するのを待機する必要があり、開始時の間隔が 1、バックオフが 2によって、再

試行が 1、2、4、8、16、32、64、128、256 (28)秒後に実行されるようになります。 

6.6.2 JCAプロパティのアクティブ化(アダプタへのインバウンド) 

ControlCharacter 

Adapter for SAPでは、SAPシステムから別のシステムに移行されるデータで XML以外の文字

を処理できます。XMLは、Unicodeで定義されているすべての文字をサポートするわけではあ

りません。たとえば、一部の制御文字は XML 1.0ではサポートされていません。 

 エンコード 

ペイロード中の文字が XML 1.0でサポートされていない場合、文字は 10進形式でエンコードさ

れます。 

 削除 

ペイロード中の文字が XML 1.0でサポートされていない場合、文字は削除されます。 

 空白 

ペイロード中の文字が XML 1.0でサポートされていない場合、文字は空白で置き換えられます。 

 

AutoSYSTAT01 

 はい 

この場合、Adapter for SAP が IDoc メッセージを正常に受信すると、正のレスポンス(コード 53)

で sent SYSTAT01 IDocを SAPに自動で戻すことができます。 

 いいえ 

この場合、IDoc メッセージが正常に受信されても、アダプタは SAPに何も戻しません。デフォル

トの値は「いいえ」です。 

EncodeIDoc 

 Flatfile 

SAPは、Flatfile IDoc形式という、非 XMLのテキストベース形式を使用して、IDoc メッセージを

ファイル・システムにシリアライズします。Flatfile IDoc では、制御レコードおよびデータ・レコード

を含むすべての IDocレコードが行区切りで分割されたテキスト行に格納されます。 

 

 いいえ 

SAPは、XML形式を使用して、IDocレコード、フィールド名、およびデータ全体を送信します。 
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デフォルトの値は「いいえ」です。 

programID 

DTレベルで指定された programIDは RTで上書きされます。 

 

6.6.3 対応する(JCA)アーティファクト(WSDL/XMLスキーマ)の生成 

XSD、WSDL、JCAプロパティなどの SCAアーティファクトは、JDeveloperのコンポジット・デザイ

ナの中で直接 SAPエンドポイント用に生成されます。図 6-33に示すとおり、.xsdは選択された

オブジェクトのスキーマ定義を定義しますが、.jcaファイルはそのプロジェクトのすべての JCAプ

ロパティ(ConnectionFactory JNDI名 UIConnectionName、portType操作、および様々なプロパ

ティ(ExceptionFilter、SchemaValidation、QueueNameなど)、オブジェクト・タイプとそれぞれの

値)を含みます。 

図 6-33     WSDL/ XMLスキーマの生成画面 

 

6.7 アダプタ構成ウィザードの終了 

図 6-34に示すとおり、終了ページには、SAPエンドポイント定義のサマリーと、生成されたイン

タフェース・ファイルの場所が示されます。 
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図 6-34     「終了」ページ 

 

 





 

 

WebLogicサーバーでのアダプタ実行時パラメータの構成     7-1 

7 

WebLogicサーバーでのアダプタ実行時

パラメータの構成 

 
この章では、Oracle WebLogic Serverで Oracle Adapter for SAPを構成する手順について説明

します。この章の内容は次のとおりです。 

 項7.1「Oracle WebLogic Serverとのアダプタ統合」 

 

前提条件: 

 WebLogicアプリケーション・サーバーが実行中であること。 

 SAP JCo jarおよびライブラリがWebLogicアプリケーション・サーバーにインス

トールされていること。 

7.1 Oracle WebLogic Server とのアダプタ統合 

Oracle Adapter for SAP は、インストール時に Oracle WLS コンテナとともにデプロイされます。

すべてのクライアント・アプリケーションは、Oracle WLS 環境内で動作します。実行時サービス

のシナリオでは、Enterprise Java Bean、サーブレットまたは Javaプログラムのクライアントがリソー

ス・アダプタに対して Common Client Interface (CCI)コールを行います。アダプタはコールをリク

エストとして処理し、EISに送信します。その後、EISレスポンスがクライアントに返されます。 

7.1.1 Adapter for SAP用の実行時パラメータの構成 

1. アダプタ用の実行時パラメータを構成するには、デプロイ済アダプタの設定ページに移動し

ます。図 7-1 に示すとおり、このページには、そのリソース・アダプタに関する基本情報が表

示されます。 
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図 7-1     設定ページ 

 
 

2. 図 7-2に示すとおり、SAP JCAアダプタの「構成」パネルを開き、「アウトバウンド接続プー

ル」タブを選択すると、デフォルトの「javax.resource.cci.ConnectionFactory」

が使用可能になっています。 
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図 7-2     「アウトバウンド接続プール」タブ 

 
 

3. 「新規」をクリックし、新しいアウトバウンド接続を作成します。 

4. アウトバウンド接続グループを作成する「アウトバウンド接続グループ」を選択します。 

5. 図 7-3 に示すとおり、「javax.resource.cci.ConnectionFactory」を選択し、「次」ボタンをクリッ

クします。 

図 7-3     新しいアウトバウンド接続の作成 

 
 

6. 図 7-4 に示すとおり、JNDI 名(「eis/FMW2SAP」など)を「JNDI 名」フィールドに入力し、「終

了」ボタンをクリックします。 
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図 7-4     新しいアウトバウンド接続の作成 

 
 

7. 「OK」をクリックします。 

8. 「保存」をクリックします。 

9. 図 7-5に示すとおり、「eis/FMW2SAP ConnectionFactory」をクリックします。 

図 7-5     アウトバウンド接続プロパティ 

 
 

 

10. 必須の接続プロパティを更新する必要があります。 

アウトバウンド接続の場合: 
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 DestinationDataProvider_JCO_ASHOST 

 DestinationDataProvider_JCO_CLIENT 

 DestinationDataProvider_JCO_LANG 

 DestinationDataProvider_JCO_PASSWD 

 DestinationDataProvider_JCO_PEAK_LIMIT 

 DestinationDataProvider_JCO_POOL_CAPACITY 

 DestinationDataProvider_JCO_SYSNR 

 DestinationDataProvider_JCO_USER 

 

インバウンド接続の場合(前述の他に): 

 ServerDataProvider_JCO_CONNECTION_COUNT 

 ServerDataProvider_JCO_GWHOST 

 ServerDataProvider_JCO_GWSERV 

 ServerDataProvider_JCO_PROGID 

11. 「保存」をクリックして接続構成を保存し、「デプロイメント」パネルに戻ってクリックします。 

12. 図 7-6 に示すとおり、リストから「アダプタ」を選択し、「更新」をクリックして、更新した構成で

SAP JCAアダプタを再デプロイします。 

13. plan.xmlは、最新の接続構成パラメータで更新されます。 

図 7-6     更新したアプリケーション・アシスタント 

 

Adapter for SAPは、WebLogic Application Serverで希望の接続に構成されました。
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Oracle SOA Suiteでの統合シナリオ 

 

 

この章では、Adapter for SAPを使用して SAPとのインバウンドおよびアウトバウンド通信を実行

するコンポジットの作成方法について説明します。この章では、BPEL、メディエータ、OSBおよ

び BPMという異なるコンポーネントを使用します。編成、変換、ルーティング用に様々なコン

ポーネントを使用し、Adapter for SAPを使用して SAPと対話してエンドツーエンドのプロセスを

作成します。 

この章の内容は次のとおりです。 

 項8.1「統合の概要」 

 項8.2「SOAサービス・コンポーネントとのアダプタ統合」 

 項8.3「BPMサービス・コンポーネントとのアダプタ統合」 

 項8.4「Oracle Service Bus (OSB)とのアダプタ統合」 

 項8.5「定義済プロセスのデプロイ」 

 項8.6「デプロイ済プロセスのテスト」 

8.1 統合の概要 

Oracle Adapter for SAPによって、ミドルウェア・コンポーネントは、SAP R/3システムとの対話お

よびデータ交換が可能になります。他の WebLogicアダプタおよびアプリケーションと同様に、こ

のアダプタは、WebLogic コンソールの「デプロイメント」にデプロイする必要があります。インバウ

ンドおよびアウトバウンド通信の両方に使用する JDeveloperにデプロイメント WSDLが生成され

た後、SOA/OSBは SOA/OSBサーバーに正常にデプロイできます。サーバーへのデプロイメン

ト後、アプリケーションは EM/コンソールから制御できます。 

8.2 SOAサービス・コンポーネントとのアダプタ統合 

Oracle SOAプロセスの設計時構成に必要なツールは次のとおりです。 

 Oracle JDeveloper 12.2.1 

 

8.2.1 新規アプリケーション・サーバー接続の作成 

Oracle JDeveloper 12.2.1で新規アプリケーション・サーバー接続を作成するには、次の手順を

実行します。 

1. Oracle JDeveloper 12.2.1を開きます。 



 

8-2      Adapter for SAPユーザーズ・ガイド 

 

2. 図 8-1に示すとおり、メニュー・バーから「ウィンドウ」をクリックして「アプリケーション・サー

バー」を選択し、JDeveloper IDEのアプリケーション・サーバー・ナビゲータ・ペインを表示し

ます。 

図 8-1     アプリケーション・サーバー・ナビゲータ 

 

 

図 8-2に示すとおり、「アプリケーション・サーバー」タブが表示されます。 

 

図 8-2     アプリケーション・サーバー 

 

 

3. 「アプリケーション・サーバー」を右クリックし、「新規アプリケーション・サーバー」を選択しま

す。図 8-3に示すとおり、アプリケーション・サーバー接続の作成に役立つポップアップ・ウィ

ザードが表示されます。 
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図 8-3    「アプリケーション・サーバー接続の作成」ウィザード 

 
 

 

4. ウィザード画面のデフォルトの選択をそのまま受け入れます。図 8-4に示すとおり、「次へ」

をクリックします。 
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図 8-4     「名前とタイプ」ページ 

 

5. 図 8-5に示すとおり、「名前とタイプ」画面が表示されます。 

図 8-5     「名前とタイプ」ウィンドウ 
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6. 接続サーバーに名前を付けて接続タイプをWebLogic12.xに設定し、「次へ」をクリックしま

す。図 8-6に示すとおり、「認証」ページが表示されます。 

図 8-6     「認証」ページ 

 

7. インストール時に指定したアプリケーション・サーバー接続の有効なユーザー名と対応する

パスワードを入力します。これはアプリケーション・サーバーへの接続に使用します。 

8. 「次へ」をクリックします。図 8-7に示すとおり、「構成」ページが表示されます。 
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図 8-7     「構成」ページ 

 
 

9. Oracle WebLogic Serverがインストールされているマシンのホスト名を入力します。

WebLogicインストールおよび構成プロセス時に定義したようにポートとドメイン名を入力しま

す。 

10. 「次へ」をクリックします。図 8-8に示すとおり、「テスト」ページが表示されます。 
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図 8-8     「テスト」ページ 

 

11. 「接続のテスト」ボタンをクリックします。 

12. ステータスでは、すべてのテストに対して「成功」を返す必要があります。 

13. これで JDeveloper 12.2.1での新規アプリケーション・サーバー接続の接続構成が完了しま

した。「次へ」をクリックします。図 8-9に示すとおり、「終了」ページが表示されます。 

図 8-9     「終了」ページ 
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14. 「終了」ボタンをクリックします。 

15. 図 8-10に示すとおり、「アプリケーション・サーバー」タブの下に新規アプリケーション・サー

バーが表示されます。 

図 8-10     新規アプリケーション・サーバー接続 

 

 

8.2.2 SOA用の空のコンポジットの作成 

SOAに空のコンポジットを作成する手順は、次のとおりです。 

1. 既存の SOAアプリケーションを使用するか、または新規 SOAアプリケーションを作成する

ことができます。新規 SOAアプリケーションを作成するには、JDeveloper メニューから「ファ

イル」タブをクリックします。 

2. 図 8-11に示すとおり、「ファイル」→「新規」→「アプリケーション」を選択します。 

図 8-11    「新規アプリケーション」ページ 

 

図 8-12に示すとおり、「新規ギャラリ」ページが表示されます。 
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図 8-12    「新規ギャラリ」ページ 

 

3. 図 8-13に示すとおり、表示されるアイテムから、「SOAアプリケーション」を選択し、「OK」を

クリックします。 

図 8-13     「アプリケーション の名前付け」ページ 
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4. SOAアプリケーションの名前を入力します。「参照」ボタンをクリックしてアプリケーションの

ソース・ディレクトリを選択することもできます。デフォルトでは、JDeveloperのデフォルトの

ワークスペースが選択されます。「次へ」をクリックします。 

図 8-14に示すとおり、「プロジェクトの名前付け」ページが表示されます。 

図 8-14     「プロジェクトの名前付け 」ページ 

 

5. 任意のプロジェクト名を入力し、「次へ」をクリックします。 

図 8-15に示すとおり、「SOA設定の構成」ページが表示されます。 
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図 8-15     「SOA設定の構成」ページ 

 

6. 任意のコンポジット名を入力します。テンプレートのリストがウィザード画面に表示されます。

「標準コンポジット」テンプレート・リストから「空のコンポジット」を選択し、「終了」をクリックし

ます。 

8.2.3 BAPI/RFC/IDOCのアウトバウンド BPELプロセスの設計 

この項では、次の段階を含むアウトバウンドBPELプロセスを設計する方法について説明します。 

 

1. 空のコンポジットの作成 

2. アダプタ・コンポーネントの構成 

3. アウトバウンドBPELプロセス・コンポーネントの構成 

空のコンポジットの作成 

空のコンポジットを作成するには、「空のコンポジットの作成」で説明されている同じ手順を実行

できます。 

アダプタ・コンポーネントの構成 

1. JDeveloperを開きます。 

2. 前の項「空のコンポジットの作成」で作成したアプリケーションをクリックします。このアプリ

ケーションの下の作成したSOAプロジェクトをクリックします。 
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3. このプロジェクトのcomposite.xmlをダブルクリックします。コンポジットの設計スペースが

JDeveloperに表示されます。 

4. 図8-16に示すとおり、アダプタ・コンポーネントを「アプリケーション・アダプタ」ペインから「外

部参照」ペインにドラッグ・アンド・ドロップします。 

図 8-16     アダプタ・コンポーネント 

  
 

図8-17に示すとおり、アダプタ構成ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。 
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図 8-17     アダプタ構成ウィザード 

 
 

5. アダプタ参照の参照名を「名前」フィールドに入力し、「次へ」をクリックします。 

図8-18に示すとおり、「接続情報」ページが表示されます。 
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図 8-18     「接続情報」ページ 

 

6. 図8-19に示すとおり、「接続情報」ページで、「接続」フィールドの右にある「+」アイコンをク

リックして、新しい接続を作成します。 

注意: デフォルトのJNDI名を使用してください。 

図 8-19     新しい SAP接続の作成 

 
 

図8-20に示すとおり、「SAP R/3接続の作成」ページが表示されます。 
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図 8-20     「SAP R/3接続の作成」ページ 

 

 

7. 「ユーザー」タブで、SAP接続のユーザー名を入力します。 

8. 「パスワード」フィールドに SAP接続のパスワードを入力します。 

9. 「クライアント」フィールドに SAPシステムのクライアント IDを入力します。 

10. 言語を選択します。デフォルトは「en」(英語)です。 

11. ウィザード画面の「接続」タブをクリックします。図 8-21に示すとおり、アプリケーション・サー

バーのホストの詳細を入力します。 

12. 「接続名」フィールドに接続名を DefaultClientとして入力します。 
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図 8-21     「SAP R/3接続の作成」ページ 

 

13. 「システム番号」に値を入力します。 

14. 「接続のテスト」ボタンをクリックして SAP接続をテストします。 

15. 接続テストが成功したら、「OK」をクリックします。 

図 8-22に示すとおり、「接続情報」ページに戻ります。 
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図 8-22     「接続情報」ページ 

 

16. 「次へ」をクリックします。 

図8-23に示すとおり、「オブジェクト選択」ページが表示されます。 
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図 8-23     「オブジェクト選択」ページ 

 

17. 「階層」タブをクリックし、「+」アイコンをクリックしてノードを展開します。 

図8-24に示すとおり、このタブでは、接続しているSAPシステムで使用可能なすべてのSAP

オブジェクト(RFC/BAPI/IDoc)が階層形式で表示されます。 

図 8-24     「階層」タブ 
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18. 図8-25に示すとおり、リストから1つ以上のビジネス・オブジェクトを選択して「>」または「>>」

アイコンをクリックし、選択したオブジェクトを「SAPオブジェクト、BAPI、RFCまたはIDocを

選択して、取得および記述します。」ペインから「選択したBAPI/RFC関数またはIDOCメッ

セージ」ペインに移動します。選択したBAPIの定義が「オブジェクト選択」ページの右下に

表示されます。 

図 8-25     「オブジェクト選択」ページ 

 

19. デフォルトをそのままにして「次へ」をクリックします。 

図8-26に示すとおり、「JCAプロパティ」ページが表示されます。 
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図 8-26     「JCAプロパティ」ページ 

 

20. 「次へ」をクリックします。 

図8-27に示すとおり、「終了」ページが表示されます。 
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図 8-27     「終了」ページ 

 

21. 「終了」をクリックします。 

アダプタ・コンポーネントの構成方法の詳細は、項「JDeveloper コンポジットでの Adapter for 

SAPの使用」を参照してください。 

 

アウトバウンドBPELプロセス・コンポーネントの構成 

アウトバウンドBPELプロセス・コンポーネントを構成するには、次の手順を実行します。 

1. 前述の項(「空のコンポジットの作成」)で作成して使用した同じコンポジットの設計ウィンドウ

で、図8-28に示すとおり、「BPELプロセス」コンポーネントを「サービス・コンポーネント」→

「SOA」ペインから「コンポーネント」ペインにドラッグ・アンド・ドロップします。 
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図 8-28    BPELプロセス・コンポーネント 

  

図 8-29に示すとおり、「BPELプロセスの作成」ダイアログが表示されます。 

図 8-29     「BPELプロセスの作成」ダイアログ 

 

2. 「名前」フィールドに新しいアウトバウンドBPELプロセス・コンポーネントの名前を入力します。 

3. 「ネームスペース」は、BPELプロセスの名前を入力したときに自動的に生成されます。 
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4. 「参照」をクリックして新しいBPELプロセス・コンポーネントの「ディレクトリ」を選択します。デ

フォルトのディレクトリはJDeveloperのワークスペースです。 

5. 「テンプレート」ドロップダウン・リストから「WSDLに基づく」を選択します。 

6. 「WSDL URL」を選択するには、図 8-30に示すとおり、「参照」アイコンをクリックします。プ

ロジェクトのソース・ディレクトリからWSDLを選択する必要があります。 

 

図 8-30      WSDL URLの選択 

 
 

7. 「ファイルシステム」をクリックし、SOA\WSDLsフォルダを展開し、図 8-31に示すとおり、前

述の項「アダプタ・コンポーネントの構成」で作成したアダプタ参照、sapReferenceの

WSDLを選択します。 

8. 「OK」をクリックします。 

図 8-32に示すとおり、「BPELプロセスの作成」ダイアログに戻ります。選択したWSDLから

「ポート・タイプ」が自動的に入力されます。「OK」をクリックします。 

図 8-31     「BPELプロセスの作成」ダイアログ 

 

図 8-32に示すとおり、次の画面に戻ります。 
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図 8-32     「BPELプロセスの作成」ダイアログ 

  

9. 図 8-33に示すとおり、BPELProcess1コンポーネントと sapReferenceコンポーネント間の接

続を作成します。 

図 8-33     BPELProcess1から sapReferenceへの接続 

  

10. 図 8-34に示すとおり、「コンポーネン」ペインのアウトバウンド BPELプロセス・コンポーネン

トをダブルクリックします。 
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図 8-34    アウトバウンド・BPELプロセス・コンポーネント 

  
 

11. 図 8-35に示すとおり、Invokeアクティビティ・コンポーネントを「コンポーネント」ペインにド

ラッグ・アンド・ドロップし、receiveInputアクティビティ・コンポーネントと replyOutputアク

ティビティ・コンポーネントの間に置きます。 

図 8-35      Invokeアクティビティの追加 

 
 

12. 図 8-36に示すとおり、新しい Invokeアクティビティ・コンポーネント(「Invoke1」)と

sapReferenceコンポーネント間の接続を作成します。 
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図 8-36     Invokeアクティビティから sapReferenceへの接続 

 

 

図 8-37に示すとおり、「Invokeの編集」ダイアログが表示されます。 
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図 8-37     「Invokeの編集」ダイアログ 

 

13. 「入力」タブで、「入力変数」ラジオ・ボタンをクリックします。新しい入力変数を構成するには、

「入力」フィールドの右にある「+」アイコンをクリックします。図 8-38に示すとおり、「変数の作

成」ポップアップが表示されます。 

図 8-38     変数の作成 
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14. デフォルト値を受け入れて「OK」をクリックします。図 8-39に示すとおり、「Invokeの編集」ダ

イアログに戻ります。 

図 8-39     「Invokeの編集」ウィンドウ・ダイアログ 

 

15. 「出力」タブをクリックします。 

16. 「出力変数」ラジオ・ボタンをクリックします。新しい出力変数を構成するには、「出力変数」

フィールドの右にある「+」アイコンをクリックします。図 8-40に示すとおり、「変数の作成」ダイ

アログが表示されます。 
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図 8-40     変数の作成 

 

 

17. デフォルト値を選択し、「OK」をクリックします。「Invokeの編集」ダイアログに戻ります。 

18. 「適用」をクリックしてから「OK」をクリックします。 

19. 図 8-41に示すとおり、コンポーネントペインの BPELコンストラクトの下の Assignアクティビ

ティを Receiveアクティビティ(「receiveInput」)と Invokeアクティビティ(「Invoke1」)の間にド

ラッグ・アンド・ドロップします。 

図 8-41     Assignアクティビティ・コンポーネント 

 
 

20. 新しい Assignアクティビティ(「Assign1」)をダブルクリックします。図 8-42に示すとおり、

「Assignの編集」ダイアログが表示されます。 
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図 8-42     「Assignの編集」ダイアログ 

 

21. 左ペインの「Variables」の下にある「inputVariable」を展開し、

「ns2.COMPANYCODEID」を選択します。 

22. 左ペインの、選択した inputVariable要素「ns2.COMPANYCODEID」を、選択した

Invoke1_GetDetail_InputVariable要素「ns2.COMPANYCODEID」にドラッグ・アン

ド・ドロップします。線は、選択した 2つの要素間のマッピングを示します。 

23. 「適用」をクリックしてから「OK」をクリックします。 

24. 図 8-43に示すとおり、コンポーネントペインの BPELコンストラクトから Assignアク

ティビティを Invokeアクティビティ(「Invoke1」)と Replyアクティビティ(「replyOutput」)

の間にドラッグ・アンド・ドロップします。 

図 8-43     Assignアクティビティ・コンポーネント 
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25. 図 8-44に示すとおり、新しい Assignアクティビティ(「Assign2」)をダブルクリックします。 

図 8-44     新しい Assignアクティビティ 

 

 

図 8-45に示すとおり、「Assignの編集」ダイアログが表示されます。 

図 8-45     「Assignの編集」ダイアログ 

 
 

26. 左ペインの「Variables」の下にある「Invoke1_BAPI_COMPANYCODE_OutputVariable」を

展開し、「ns2:BAPI_COMPANYCODE_GETDETAIL_RESPONSE」を選択します。 

27. 右側の変数リストの下にある「outputVariable」を展開し、

「ns2:BAPI_COMPANYCODE_GETDETAIL_RESPONSE」を選択します。 

28. 左側の「ns2:BAPI_COMPANYCODE_GETDETAIL_RESPONSE」を右の

「ns2:BAPI_COMPANYCODE_GETDETAIL_RESPONSE」にドラッグしてマップします。 

29. 「OK」をクリックします。図 8-46のとおり、次の画面が表示されます。 
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図 8-46     Composite.xml 

 

30. 図 8-47に示すとおり、JDeveloperのメニュー・バーから、「すべて保存」アイコンをクリックし、

新しいアウトバウンド BPELプロセスを保存します。 

図 8-47     「すべて保存」アイコン 

  

これで BPELアウトバウンド・プロセスをデプロイする準備ができました。 
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BPELアウトバウンド・プロセスのデプロイ 

 

BPELアウトバウンド・プロセスをデプロイするには、「定義済プロセスのデプロイ」で説明さ

れている同じ手順を実行できます。 

BPELアウトバウンド・プロセスのテスト 

BPELアウトバウンド・プロセスをデプロイした後、BPELアウトバウンド・プロセスをテストでき

ます。プロセスをテストするには、「デプロイ済プロセスのテスト」で説明されている同じ手順

を実行する必要があります。 

8.2.4 BAPI/RFC/IDOCのインバウンド BPELプロセスの設計 

この項では、次の 2つの段階を含むインバウンド BPELプロセスを設計する方法について説明

します。 

1. アダプタ・サービス・コンポーネントの構成 

2. インバウンド BPELプロセス・コンポーネントの構成 

アダプタ・サービス・コンポーネントの構成 

1. 図 8-48に示すとおり、アダプタ・コンポーネントをアプリケーション・アダプタ SOAコンポー

ネント・パレットから「公開されたサービス」ペインにドラッグ・アンド・ドロップします。 

図 8-48     アダプタ・コンポーネント 

  

図8-49に示すとおり、アダプタ構成ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。 
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図 8-49     アダプタ構成ウィザード 

 

2. アダプタ・サービス・コンポーネントのサービス名を「名前」フィールドに入力し、「次へ」をク

リックします。 

図8-50に示すとおり、「接続情報」ページが表示されます。 
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図 8-50     「接続情報」ページ 

 

3. 図8-51に示すとおり、「接続情報」ページで、「接続」フィールドの右にある「+」アイコンをク

リックして、新しい接続を作成します。 

注意: デフォルトのJNDI名を使用してください。 

図 8-51     新しい SAP接続の作成 

 
 

図8-52に示すとおり、「SAP R/3接続の作成」ページが表示されます。 
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図 8-52     「SAP R/3接続の作成」ページ 

 

4. 「接続名」フィールドに接続名を DefaultClientとして入力します。 

5. 「ユーザー名」フィールドに SAPシステムのユーザー名(「JCA_DEV」など)を入力します。 

6. 「パスワード」フィールドに SAP システムのパスワード(「ORACLEABCD」など)を入力します。 

7. 「クライアント」フィールドに SAPシステムのクライアント IDを入力します。 

8. 言語を選択します。デフォルトは「en」(英語)です。 

9. 「接続」タブをクリックします。 

10. 図 8-53に示すとおり、アプリケーション・サーバーの詳細とシステム番号を入力します。 
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図 8-53     「SAP R/3接続の作成」ページ 

 

11. 詳細を入力した後、「接続のテスト」ボタンをクリックして SAP接続が成功するかどうかをテス

トできます。 

12. 「OK」をクリックします。 

図 8-54に示すとおり、「接続情報」ページに戻ります。 
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図 8-54     「接続情報」ページ 

 

13. 「次へ」をクリックします。 

図8-55に示すとおり、「オブジェクト選択」ページが表示されます。 
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図 8-55     「オブジェクト選択」ページ 

 

 

14. 「階層」タブをクリックし、「+」アイコンをクリックしてノードを展開します。 

図8-56に示すとおり、このタブでは、SAPシステムで使用可能なすべてのSAPオブジェクト

(RFC/BAPI/IDoc)が階層形式で表示されます。 

図 8-56     「階層」タブ 

 

15. 図 8-57に示すとおり、「オブジェクト選択」ページで、「ALE/EDI Messages (IDOCs)」ノード

を展開し、MATMAS01を検索します。 
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図 8-57     「オブジェクト選択」ページ 

 
 

16. 図 8-58に示すとおり、「ALE/EDI Messages (IDOCs)」ノードを右クリックして「検索」を選択

します。 

図 8-58     「検索」ページ 

 
 

17. 図 8-59に示すとおり、検索ウィンドウで、matmas01を検索します。 
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図 8-59     「SAP リポジトリの検索」ページ 

 
 

18. 検索結果からMATMAS01-Material Masterを選択し、「OK」をクリックします。 

図 8-60に示すとおり、「オブジェクト選択」ページに戻ります。 

図 8-60     「オブジェクト選択」ページ 

 
 

19. 「>」アイコンをクリックし、オブジェクトを「選択した BAPI/RFC関数または IDOC メッセージ」

の下の右側に移動します。 
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20. 「次へ」をクリックします。図 8-61に示すとおり、「JCA プロパティ」ページが表示されます。 

図 8-61     「JCAプロパティ」ページ 

  
 

21. 「次へ」をクリックすると、図 8-62に示すとおり、「終了」ページが表示されます。 
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図 8-62     「終了」ページ 

 
 

22. 「終了」をクリックします。 

図 8-63に示すとおり、Adapter for SAPが作成され、「公開されたサービス」ペインに表示さ

れます。 
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図 8-63     アダプタ・コンポーネント 

 
 

 

これでインバウンド BPELプロセス・コンポーネントを構成する準備ができました。 

インバウンドBPELプロセス・コンポーネントの構成 

インバウンド BPELプロセス・コンポーネントを作成する手順は、次のとおりです。 

 

1. 空のコンポジットを作成します。項「空のコンポジットの作成」を参照してください。 

2. 図 8-64に示すとおり、「BPELプロセス」コンポーネントを「SOAコンポーネント」パレットか

らコンポジットの「コンポーネント」ペインにドラッグ・アンド・ドロップします。 

図 8-64    BPELプロセス・コンポーネント 

  
 

図 8-65に示すとおり、「BPELプロセスの作成」ダイアログが表示されます。 
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図 8-65     「BPELプロセスの作成」ダイアログ 

 

3. 新しいインバウンドBPELプロセス・コンポーネント(「matmas_inbound」など)を識別するため

に「名前」フィールドに名前を入力します。 

 

4. 「OK」をクリックします。 

図 8-66に示すとおり、インバウンド BPELプロセス・コンポーネントが作成され、「コンポーネ

ント」ペインに表示されます。 
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図 8-66    BPELプロセス・コンポーネント 

  

5. 図 8-67に示すとおり、アダプタ・サービス・コンポーネント(「MATMAS01」)とインバウンド

BPELプロセス・コンポーネント(「matmas_inbound」)間の接続を作成します。 

図 8-67     「接続の作成」ダイアログ 

  

8.2.5 インバウンド BPELプロセスを使用するコンポジットのデプロイ 

インバウンド BPELプロセスを使用するコンポジットをデプロイするには、「定義済プロセスのデ

プロイ」で説明されている同じ手順を実行できます。 

8.2.6 SAP R/3でのイベントの生成および SOAコンポジットによる処理 

イベント・メッセージは、SAPの GUIを通してトリガーされるとアダプタ・サービスを起動し、アダ

プタ・サービスは BPELプロセス・インスタンスを開始します。BPELプロセスはファイル・アダプ
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タ・サービスを起動し、SAPイベントから受け取った入力は、ファイル・アダプタ・サービス・コン

ポーネントに指定された場所にあるファイルの出力 XMLとして書き込まれます。SAP R/3での

イベントの生成の詳細は、項「SAP R/3でのイベントの生成」を参照してください。 

 

8.2.7 アウトバウンド・メディエータ・プロセスの定義 

この項では、次の段階を含むアウトバウンド・メディエータ・プロセスを定義する方法について説

明します。 

1. SOA用の空のコンポジットの作成 

2. アダプタ・コンポーネントの構成 

3. アウトバウンド・メディエータ・プロセス・コンポーネントの構成 

4. ルーティング・ルールの構成 

空のコンポジットの作成 

 

空のコンポジットを作成するには、「空のコンポジットの作成」で説明されている同じ手順を実行

できます。 

アダプタ・コンポーネントの構成 

詳細は、「アウトバウンド BPELプロセスの定義」で説明されている項「アダプタ・コンポーネント

の構成」を参照してください。 

アウトバウンド・メディエータ・プロセス・コンポーネントの構成 

アウトバウンド・メディエータ・プロセス・コンポーネントを構成するには、次の手順を実行します。 

1. JDeveloper 12.2.1で作成した前述のコンポジットを開きます。 

2. 図 8-68に示すとおり、「メディエータ」プロセス・コンポーネントを「SOAコンポーネント」パ

レットから「コンポーネント」ペインにドラッグ・アンド・ドロップします。 

図 8-68    メディエータ・プロセス・コンポーネント 
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図 8-69に示すとおり、「メディエータの作成」ダイアログが表示されます。 

図 8-69     「メディエータの作成」ダイアログ 

 
 

3. 「テンプレート」フィールドの右のドロップダウン・アイコンをクリックし、「WSDLからのインタ

フェース定義」を選択します。 

4. 「WSDL URL」フィールドの右にある「既存のWSDLを検索します。」アイコンをクリックしま

す。 

5. 次のディレクトリからインバウンドWSDLファイルを選択します。 

図 8-70に示すとおり、プロジェクトのパス・ディレクトリ\SOA\WSDLs 
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図 8-70     「WSDLの選択」ダイアログ 

 
 

6. 「OK」をクリックします。図 8-71に示すとおり、「メディエータの作成」ダイアログに戻ります。 

図 8-71     「メディエータの作成」ダイアログ 

 
 

7. 「OK」をクリックします。 
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8. 図 8-72に示すとおり、アウトバウンド・メディエータ・プロセス・コンポーネント

(「CompanyCode_ GetDetail」)とアダプタ・サービス・コンポーネント(「GetDetail」)間の接続を

作成します。 

図 8-72     「接続の作成」ダイアログ 

  
 

これでルーティング・ルールを構成する準備ができました。 

ルーティング・ルールの構成 

アウトバウンド・メディエータ・プロセス・コンポーネントのルーティング・ルールを構成するには、

次の手順を実行します。 

1. 図 8-73に示すとおり、「コンポーネント」ペインのアウトバウンド・メディエータ・プロセス・コン

ポーネント(「CompanyCode_GetDetail」)をダブルクリックします。 
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図 8-73    メディエータ・プロセス・コンポーネント 

  
図 8-74に示すとおり、「ルーティング・ルール」ダイアログが表示されます。 

 
図 8-74     「ルーティング・ルール」ダイアログ 

 
 

2. <<フィルタ式>>領域で、「次を使用して変換」フィールドの右にあるアイコンをクリックします。 

図 8-75に示すとおり、「リクエスト・トランスフォーメーション・マップ」ダイアログが表示されま

す。 
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図 8-75     「リクエスト・トランスフォーメーション・マップ」ダイアログ 

 
 

3. 「+」をクリックし、新しいトランスフォーメーション・マップを作成します。 

図 8-76に示すとおり、「トランスフォーメーション・マップの作成」ダイアログが表示されます。 

図 8-76     トランスフォーメーション・マップの作成 

  
 

4. 「OK」をクリックします。 

図 8-77に示すとおり、「リクエスト・トランスフォーメーション・マップ」ダイアログが表示されま

す。 

 
図 8-77     リクエスト・トランスフォーメーション・マップ 

 
 

5. 「OK」をクリックします。 

図 8-78に示すとおり、次のマッピング・ページが表示されます。 
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図 8-78     マッピング・ページ 

 
 

6. 「CompanyCode.GetDetail」ソース要素を「CompanyCode.GetDetail」ターゲット要素に

マップします。 

図 8-79に示すとおり、「自動マップ・プリファレンス」ダイアログが表示されます。 

図 8-79     「自動マップ・プリファレンス」ダイアログ 

 
 

7. デフォルト値をそのままにして「OK」をクリックします。 

図 8-80に示すとおり、マッピング・ページに戻ります。 
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図 8-80     マッピング・ページ 

 
 

8. メニュー・バーから「すべて保存」を選択し、mapping.xslファイルを保存して閉じます。 

9. 図 8-81に示すとおり、「同期リプライ」領域で、「次を使用して変換」フィールドの右にあるア

イコンをクリックします。 

図 8-81     「同期リプライ」ダイアログ 

 
 

 

図 8-82に示すとおり、「リプライ・トランスフォーメーション・マップ」ダイアログが表示されます。 
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図 8-82     リプライ・トランスフォーメーション・マップ 

 
 

10. 「+」をクリックし、新しいターゲット・マッピング・ファイルを作成します。 

図 8-83に示すとおり、次の「トランスフォーメーション・マップの作成」ダイアログが表示され

ます。 

図 8-83     トランスフォーメーション・マップの作成 

  
 

11. 「OK」をクリックします。 

図 8-84に示すとおり、「リプライ・トランスフォーメーション・マップ」ダイアログに戻ります。 

図 8-84     リプライ・トランスフォーメーション・マップ 

 
 

12. 「OK」をクリックします。 
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図 8-85に示すとおり、マッピング・ページに戻ります。 

図 8-85     マッピング・ページ 

 
 

13. 図に示すとおり、左ペインから「ns0:BAPI_COMPANYCODE_GETIDETAIL_RESPONSE」

変数を右ペインの「ns0:BAPI_COMPANYCODE_GETIDETAIL_RESPONSE」変数にド

ラッグしてマップします。 

図 8-86に示すとおり、「自動マップ・プリファレンス」ダイアログが表示されます。 

図 8-86     「自動マップ・プリファレンス」ダイアログ 

 
 

14. デフォルト値をそのままにして「OK」をクリックします。 

図 8-87に示すとおり、マッピングが完了しました。 



 

 

 

Oracle SOA Suiteでの統合シナリオ    8-57 

図 8-87     完了したマッピング 

 
 

15. メニュー・バーの「すべて保存」アイコンをクリックし、構成した新しいアウトバウンド・メディ

エータ・プロセス・コンポーネントを保存します。 

これでアウトバウンド・メディエータ・プロセスをデプロイする準備ができました。 

メディエータ・アウトバウンド・プロセスのデプロイ 

メディエータ・アウトバウンド・プロセスをデプロイするには、「定義済プロセスのデプロイ」で説明

されている同じ手順を実行できます。 

メディエータ・アウトバウンド・プロセスのテスト 

メディエータ・アウトバウンド・プロセスをデプロイした後、「デプロイ済プロセスのテスト」で説明さ

れている同じ手順を実行できます。 

8.2.8 インバウンド・メディエータ・プロセスの定義 

この項では、次の段階を含むインバウンド・メディエータ・プロセスを定義する方法について説明

します。 

1. アダプタ・コンポーネントの構成 

2. ファイル・アダプタを使用したインバウンド・メディエータ・プロセス・コンポーネントの構成 

3. ルーティング・ルールの構成 

アダプタ・コンポーネントの構成 

SAP用のアダプタ・コンポーネントの構成方法の詳細は、「インバウンド BPELプロセスの定義」

の下の項「アダプタ・コンポーネントの構成」を参照してください。 

ファイル・アダプタを使用したインバウンド・メディエータ・プロセス・コンポーネントの構成 

ファイル・アダプタを使用してインバウンド・メディエータ・プロセス・コンポーネントを構成するに

は、次の手順を実行します。 

1. 図8-88に示すとおり、「メディエータ」プロセス・コンポーネントを「サービス・コンポーネント」

ペインから「コンポーネント」ペインにドラッグ・アンド・ドロップします。 
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図 8-88    メディエータ・プロセス・コンポーネント 

 
 

図8-89に示すとおり、「メディエータの作成」ダイアログが表示されます。 

 
図 8-89     「メディエータの作成」ダイアログ 
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2. 「テンプレート」フィールドの右のドロップダウン・アイコンをクリックし、「インタフェースを後で

定義」を選択します。 

3. 「OK」をクリックします。 

図8-90に示すとおり、新しいメディエータ・プロセス・コンポーネントが「コンポーネント」ペイン

に追加されます。 

図 8-90    メディエータ・プロセス・コンポーネント 

  
 

4. 「ファイル・アダプタ」コンポーネントを「サービス・アダプタ」ペインから「外部参照」ペインにド

ラッグ・アンド・ドロップします。 

図8-91に示すとおり、ファイル・アダプタ構成ウィザードがサービス名ページを示して表示さ

れます。 
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図 8-91     アダプタ構成ウィザード 

 
 

5. 新しいファイル・アダプタの名前を「名前」フィールドに入力し、「次へ」をクリックします。 

図8-92に示すとおり、「アダプタ・インタフェース」ページが表示されます。 
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図 8-92     「アダプタ・インタフェース」ページ 

 
 

6. 「操作およびスキーマから定義(後で指定)」オプションが選択されていることを確認します。 

7. 「次へ」をクリックします。 

図8-93に示すとおり、「操作」ページが表示されます。 
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図 8-93     「操作」ページ 

 

8. 「操作タイプ」オプションのリストから「Write File」を選択し、「操作名」(「Write」など)を指定し

ます。 

9. 「次へ」をクリックします。 

図8-94に示すとおり、「ファイル構成」ページが表示されます。 
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図 8-94     「ファイル構成」ページ 

 

10. 出力ファイルを書き込むファイル・システム上の場所を指定します。 

11. 「ファイル・ネーミング規則」フィールドで、出力ファイルの名前を指定します。 

12. 「次へ」をクリックします。 

図8-95に示すとおり、「メッセージ」ページが表示されます。 
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図 8-95     「メッセージ」ページ 

 

13. 「URL」フィールドの右にある「参照」をクリックします。 

図8-96に示すとおり、「タイプ・チューザ」ダイアログが表示されます。 
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図 8-96     「タイプ・チューザ」ダイアログ 

 

14. 「プロジェクトのWSDLファイル」を展開し、使用可能なスキーマを選択します。 

15. 「OK」をクリックします。 

図8-97に示すとおり、「メッセージ」ページに戻ります。 
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図 8-97     「メッセージ」ページ 

 

16. 「次へ」をクリックします。 

図8-98に示すとおり、「終了」ページが表示されます。 
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図 8-98     「終了」ページ 

 

17. 「終了」をクリックします。 

18. インバウンド・メディエータ・プロセス・コンポーネントとSAPサービス・コンポーネント間の接続

を作成します。 

19. 図8-99に示すとおり、インバウンド・メディエータ・プロセス・コンポーネントとファイル・アダプ

タ・コンポーネント間の接続を作成します。 

図 8-99     作成した接続 
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これでルーティング・ルールを構成する準備ができました。 

ルーティング・ルールの構成 

インバウンド・メディエータ・プロセス・コンポーネントのルーティング・ルールを構成するには、次

の手順を実行します。 

1. 図 8-100に示すとおり、「コンポーネント」ページのインバウンド・メディエータ・プロセス・コン

ポーネントをダブルクリックします。 

図 8-100    インバウンド・メディエータ・プロセス・コンポーネント 

 

図 8-101に示すとおり、「ルーティング・ルール」ダイアログが表示されます。 

図 8-101     「ルーティング・ルール」ダイアログ 

 
 

2. <<フィルタ式>>領域で、「次を使用して変換」フィールドの右にあるアイコンをクリックします。 

図 8-102に示すとおり、「リクエスト・トランスフォーメーション・マップ」ダイアログが表示され

ます。 
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図 8-102     「リクエスト・トランスフォーメーション・マップ 

 

3. 「+」アイコンをクリックして新しいトランスフォーメーション・マップを作成し、「OK」をクリックし

ます。 

4. 図 8-103に示すとおり、マッピング・ファイルに名前を付けます。 

図 8-103     トランスフォーメーション・マップの作成 

 

5. 図 8-104に示すとおり、デフォルト名を受け入れて「OK」をクリックします。 

図 8-104     リクエスト・トランスフォーメーション・マップ 
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6. 「OK」をクリックします。 

マッピング・ページが表示されます。 

7. 図 8-105に示すとおり、「MATMAS01」ソース要素を「MATMAS01」ターゲット要素にマッ

プします。 

図 8-105     マッピング・ページ 

 

図 8-106に示すとおり、「自動マップ・プリファレンス」ダイアログが表示されます。 

図 8-106     「自動マップ・プリファレンス」ダイアログ 

 

8. 「OK」をクリックします。 

9. 図 8-107に示すとおり、メニュー・バーの「すべて保存」アイコンをクリックし、構成した新しい

インバウンド・メディエータ・プロセス・コンポーネントを保存します。 
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図 8-107     すべて保存 

  

これでインバウンド・メディエータ・プロセスをデプロイする準備ができました。 

8.2.9 インバウンド・メディエータ・プロセスのデプロイ 

インバウンド・メディエータ・プロセスをデプロイするには、「定義済プロセスのデプロイ」で説明さ

れている同じ手順を実行できます。 

8.2.10 メディエータ・インバウンドおよびアウトバウンド・プロセスをテストする

ための SAP R/3でのイベントの生成 

イベント・メッセージが SAPの GUIを通してトリガーされると、出力 XMLがファイル・アダプタ・コ

ンポーネントに指定された場所で受け取られます。SAP R/3でのイベントの生成の詳細は、

「SAP R/3でのイベントの生成」を参照してください。 

8.3 BPMサービス・コンポーネントとのアダプタ統合 

Oracle Integration Adapter for SAP R/3は、Business Process Management (BPM)とシームレスに

統合し、Webサービス統合を容易にします。Oracle BPMは、サービス指向アーキテクチャ

(SOA)をベースにしています。これは、Web Service Definition Language (WSDL)ドキュメントとし

て公開されているアダプタ・サービスを使用します。 

8.3.1 アダプタのデプロイ 

Oracle Integration Adapter for SAP R/3は、WebLogicコンソールの「デプロイメント」の下の

「soa_server」にデプロイする必要があります。 

アウトバウンドの設計時構成を完了するには、次のツールが必要です。 
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 Oracle JDeveloper BPM Designer (JDeveloper)または Eclipse 

8.3.2 BPM用の空のコンポジットの作成 

BPMに空のコンポジットを作成する手順は、次のとおりです。 

1. 図 8-108に示すとおり、新しい BPMアプリケーションを作成します。 

図 8-108    「新規ギャラリ」ページ 

 

2. 図 8-109に示すとおり、新しい BPMアプリケーションの名前を入力し、「次へ」をクリックしま

す。 
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図 8-109     「アプリケーションの名前付け」ページ 

 

図 8-110に示すとおり、「プロジェクトの名前付け」ページが表示されます。 

図 8-110     「プロジェクトの名前付け」ページ 
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3. コンポジット名(「BpmProject」など)を入力し、「次へ」をクリックします。図 8-111 に示すとおり、

「SOA設定の構成」ページが表示されます。 

図 8-111     「SOA設定の構成」ページ 

 

4. 「コンポジット・テンプレート」テンプレート・リストから「空のコンポジット」を選択し、「終了」をク

リックします。 

8.3.3 BPMアウトバウンド・プロセスの定義 

この項では、次の段階を含む BPMアウトバウンド・プロセスを定義する方法について説明しま

す。 

1. アダプタ・コンポーネントの構成 

2. アウトバウンド BPMプロセス・コンポーネントの構成 

アダプタ・コンポーネントの構成 

詳細は、「アウトバウンド BPELプロセスの定義」で説明されている項「アダプタ・コンポーネント

の構成」を参照してください。 

アウトバウンド BPMプロセス・コンポーネントの構成 

アウトバウンド BPMプロセス・コンポーネントを構成するには、次の手順を実行します。 
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1. 図 8-112に示すとおり、「BPMNプロセス」コンポーネントを「サービス・コンポーネント」ペイ

ンから「コンポーネント」ペインにドラッグ・アンド・ドロップします。 

図 8-112    BPMNプロセス・コンポーネント 

 

図 8-113に示すとおり、「BPMN 2.0プロセス・ウィザード」ダイアログが表示されます。 

図 8-113     BPMN 2.0プロセス・ウィザード 

 

2. 「タイプ」領域で選択されているデフォルトのオプション(「非同期サービス」)を選択して、「終

了」をクリックします。図 8-114に示すとおり、BPMNプロセス・コンポーネントが作成されま

す。 
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図 8-114    BPMNプロセス・コンポーネント 

 

 

3. 「コンポーネント」ペインの BPMNプロセス・コンポーネントをダブルクリックします。図 8-115

に示すとおり、BPMNプロセスが表示されます。 

図 8-115    BPMNプロセス 

 

4. 図 8-116に示すとおり、「Activity」アイコンをクリックします。 
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図 8-116     「Activity」アイコン 

 

5. メニュー・バーから「Activity」アイコンをクリックして「サービス」アイコンを、図 8-117に示すと

おり、「開始」および「終了」のイベント・コンポーネント間の線にドロップします。 

図 8-117     「Activity」アイコン 

 

図 8-118に示すとおり、「プロパティ - サービス・タスク」ダイアログが表示されます。 



 

8-78      Adapter for SAPユーザーズ・ガイド 

 

図 8-118     プロパティ - サービス・タスク 

 

6. 図 8-119に示すとおり、「実装」タブをクリックします。 

図 8-119     「実装」タブ 
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7. 「実装タイプ」リストから「サービス・タスク」を選択します。 

8. 図 8-120に示すとおり、「タイプ」リストから「サービス・コール」を選択します。 

図 8-120     「プロパティ - サービス・タスク」ダイアログ 

 
 

9. 図 8-121に示すとおり、「サービス」フィールドの右にある「参照」アイコンをクリックします。 
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図 8-121     「参照」アイコン 

 

10. 「サービス」フィールドから作成済の SapReferenceを選択し、「OK」をクリックします。 

11. 「操作」ドロップダウンから入力操作(「bapicompanucodegetdetail」など)を選択します。 

12. 図 8-122に示すとおり、「データ・アソシエーション」リンクをクリックします。 
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図 8-122     「データ・アソシエーション」リンク 

 

図 8-123に示すとおり、「データ・アソシエーション」ダイアログが表示されます。 
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図 8-123     「データ・アソシエーション」ダイアログ 

 

13. 「データ・オブジェクト」を右クリックし、入力オブジェクトを作成します。 

図 8-124に示すとおり、「データ・オブジェクトの作成」が表示されます。 

図 8-124     データ・オブジェクトの作成 

 

14. 「名前」フィールドに名前(「InputDo」など)を入力し、「タイプ」フィールドのドロップダウン・ボ

タンをクリックしてリストから<コンポーネント>を選択します。 

15. 「参照」オプションを選択し、入力を選択します。 

16. 「OK」をクリックします。 

図 8-125に示すとおり、「データ・アソシエーション」ダイアログが表示されます。 
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図 8-125     「データ・アソシエーション」ダイアログ 

 

17. 前述の手順で作成した InputDOをマップします。マップするには、図 8-126に示すとおり、

左ペインの InputDOノードの下の Companycodeを選択し、右ペインの Companycodeid

入力にドラッグします。 

図 8-126     マップのダイアログ・ボックス 

 

18. 「OK」をクリックします。 



 

8-84      Adapter for SAPユーザーズ・ガイド 

 

図 8-127に示すとおり、サービス・タスクが「開始」および「終了」のイベント・コンポーネント間

に作成されます。 

図 8-127     サービス・タスク 

 

19. 「開始」ポイントをダブルクリックします。 

図 8-128に示すとおり、「プロパティ - 開始」ダイアログが表示されます。 

図 8-128     「プロパティ - 開始」ダイアログ 
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20. 「実装」タブをクリックします。 

21. 「タイプ」リストから「インタフェースの定義」を選択します。 

22. 「引数の定義」フィールドの右にある「+」アイコンをクリックします。 

23. 「名前」フィールドに名前を入力し、「タイプ」フィールドのドロップダウン・ボタンをクリックして

入力操作を参照します。 

24. 「OK」をクリックします。 

25. 「データ・アソシエーション」リンクをクリックします。 

26. 図 8-129に示すとおり、左ペインから「入力引数」を、サービス・タスクの構成時に作成され

た、右ペインの「データ・オブジェクト」にドラッグします。 

図 8-129     「データ・アソシエーション」ダイアログ 

 

27. 「OK」をクリックします。 

図 8-130に示すとおり、「プロパティ - 開始」ダイアログに戻ります。 
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図 8-130     「プロパティ - 開始」ダイアログ 

 

28. 「OK」をクリックします。 

図 8-131に示すとおり、サービス・タスク・ダイアログが表示されます。 

図 8-131     サービス・タスク・ダイアログ 

 

29. 「サービス・タスク」ポイントをダブルクリックします。 

図 8-132に示すとおり、「データ・アソシエーション」ダイアログが表示されます。 
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図 8-132     「データ・アソシエーション」ダイアログ 

 

30. 図 8-133に示すとおり、「出力」タブをクリックします。 

31. 右側にデータ・オブジェクトを作成し、レスポンスを保持します。 

図 8-133     「出力」タブ 

 

32. 図 8-134に示すとおり、「データ・オブジェクト」ノードを右クリックし、コンテキスト・メニューか

ら「新規」を選択します。 

図 8-134     データ・オブジェクト 
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図 8-135に示すとおり、「データ・オブジェクトの作成」ダイアログが表示されます。 

図 8-135     「データ・オブジェクトの作成」ダイアログ 

 

33. 「名前」フィールドに名前(「OutputDO」など)を入力し、「タイプ」フィールドのドロップダウン・

ボタンをクリックしてリストから「BAPI_COMPANYCODE_GETDETAIL_RESPONSE」を選択

します。 

34. 「OK」をクリックします。 

図 8-136に示すとおり、「データ・アソシエーション」ダイアログに戻ります。 

図 8-136     「データ・アソシエーション」ダイアログ 

 

35. 図 8-137に示すとおり、「bapicompanycodegetdetailresponse」を「OutputDO」にドラッグし

ます。 

図 8-137     「データ・アソシエーション」ダイアログ 
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36. 「OK」をクリックします。 

図 8-138に示すとおり、「プロパティ - サービス・タスク」ダイアログに戻ります。 

図 8-138     「プロパティ - サービス・タスク」ダイアログ 

 

37. 「OK」をクリックします。 

図 8-139に示すとおり、プロセス・ワークスペース領域に戻ります。 
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図 8-139     プロセス・ワークスペース領域 

 

38. 「終了」アイコンをダブルクリックします。 

図 8-140に示すとおり、「プロパティ - 終了」ダイアログが表示されます。  

図 8-140     「プロパティ - 終了」ダイアログ 

 

39. 図 8-141に示すとおり、「実装」タブをクリックします。 



 

 

 

Oracle SOA Suiteでの統合シナリオ    8-91 

40. 「引数の定義」フィールドの右にある「+」アイコンをクリックすると、「引数の作成」ダイアログ

が表示されます。 

41. 「名前」フィールドに名前を(「Output」と)入力し、「タイプ」フィールドのドロップダウン・ボタン

をクリックしてリストから「BAPI_COMPANYCODE_GETDETAIL_RESPONSE」を選択しま

す。 

42. 「OK」をクリックします。 

図 8-141     「実装」タブ 

 

 

43. 「データ・アソシエーション」リンクをクリックします。 

図 8-142に示すとおり、「データ・アソシエーション」ダイアログに戻ります。 
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図 8-142     「データ・アソシエーション」ダイアログ 

 
 

44. 左ペインの「OutputDO」ノードを右ペインの「Output」ノードにドラッグします。 

45. 「OK」をクリックします。 

図 8-143に示すとおり、「プロパティ - 終了」ダイアログに戻ります。 
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図 8-143     「プロパティ - 終了」ダイアログ 

 

46. 「OK」をクリックします。 

47. 図 8-144に示すとおり、メニュー・バーの「すべて保存」アイコンをクリックし、構成した新しい

アウトバウンド BPMプロセス・コンポーネントを保存します。 

図 8-144     BPMプロセス・コンポーネント 

 

8.3.4 BPM インバウンド・プロセスの設計 

この項では、次の段階を含むインバウンド BPMプロセスを定義する方法について説明します。 

1. BPM用の空のコンポジットの作成 
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2. BPMインバウンド・プロセスの定義 

BPM用の空のコンポジットの作成 

詳細は、項「BPM用の空のコンポジットの作成」を参照してください。 

BPMインバウンド・プロセスの定義 

この項では、次の段階を含む BPM インバウンド・プロセスを定義する方法について説明します。 

1. アダプタ・サービス・コンポーネントの構成 

2. インバウンド BPMプロセス・コンポーネントの構成 

アダプタ・サービス・コンポーネントの構成 

詳細は、「インバウンド BPELプロセスの定義」で説明されている項「アダプタ・コンポーネントの

構成」を参照してください。 

インバウンド BPMプロセス・コンポーネントの構成 

インバウンド BPMプロセス・コンポーネントを構成するには、次の手順を実行します。 

1. 図 8-145に示すとおり、「BPMNプロセス」コンポーネントを「サービス・コンポーネント」ペイ

ンから「コンポーネント」ペインにドラッグ・アンド・ドロップします。 

図 8-145    BPMNプロセス・コンポーネント 

 
 

図 8-146に示すとおり、BPMNプロセス・ウィザードが表示されます。 



 

 

 

Oracle SOA Suiteでの統合シナリオ    8-95 

図 8-146     BPMNプロセス・ウィザード 

 

2. 「次へ」をクリックします。図 8-147に示すとおり、「引数」ページが表示されます。 

 

図 8-147     「引数」ページ 

 
 

3. 「次へ」をクリックします。図 8-148に示すとおり、「初期実装」ページが表示されます。 
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図 8-148     「初期実装」ページ 

 
 

4. 「次へ」をクリックします。図 8-149に示すとおり、「詳細設定」ページが表示されます。 
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図 8-149     「詳細設定」ページ 

 
 

5. 「終了」をクリックします。 

図 8-150のとおり、次の画面が表示されます。 

図 8-150    BPMNプロセス 

 
 

6. 「開始」アイコンをダブルクリックします。図 8-151に示すとおり、「プロパティ - 開始」ダイアロ

グが表示されます。 
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図 8-151     「プロパティ - 開始」ダイアログ 

 

7. 「実装」タブをクリックします。 

8. 「タイプ」リストから「インタフェースの使用」を選択します。 

9. 図 8-152に示すとおり、「インタフェースの使用」セクションの下の「参照」フィールドの右に

ある「参照」アイコンをクリックします。 
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図 8-152     「実装」タブ 

 

図 8-153に示すとおり、「サービス」ダイアログが表示されます。 

10. 検索結果から「SapService」を選択します。 

11. 「OK」をクリックします。 

図 8-153     「サービス」ダイアログ 

 

「プロパティ - 開始」ダイアログに戻ります。 
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19. 「データ・アソシエーション」リンクをクリックします。 

図 8-154に示すとおり、「データ・アソシエーション」ダイアログが表示されます。 

図 8-154     「データ・アソシエーション」ダイアログ 

 

20. 図 8-155に示すようにデータ・オブジェクトを作成します。 

図 8-155     データ・オブジェクトの作成 

 

21. 「データ・オブジェクト」を右クリックし、「新規」を選択します。 

図 8-156に示すとおり、「データ・オブジェクトの作成」ダイアログが表示されます。 

22. 「名前」フィールドに名前(「InputDo」など)を入力し、「タイプ」フィールドのドロップダウン・ボ

タンをクリックしてリストからMATMAS01を選択します。 
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図 8-156     「データ・オブジェクトの作成」ダイアログ 

 

23. 図 8-157に示すとおり、「InputDO」が作成されました。 

図 8-157     データ・オブジェクト 

 

24. 図 8-158に示すとおり、開始の「matmas01」引数をプロセスの「InputDO」にドラッグします。 

図 8-158     「データ・アソシエーション」ダイアログ 

 

25. 「OK」をクリックします。 

26. 「終了」アイコンをダブルクリックします。 

図 8-159に示すとおり、「プロパティ - 終了」ダイアログが表示されます。 
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図 8-159     「プロパティ - 終了」ダイアログ 

 

 

27. 「実装」タブをクリックします。 

28. 図 8-160に示すとおり、「実装タイプ」リストから「なし」を選択します。 
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図 8-160     実装タイプ 

 

29. 「OK」をクリックします。 

図 8-161に示すとおり、「ファイルは使用されていません」ダイアログが表示されます。 

図 8-161     「ファイルは使用されていません」ダイアログ 

 

30. 「はい」をクリックします。 

31. 図 8-162に示すとおり、メニュー・バーの「すべて保存」アイコンをクリックし、構成した新しい

インバウンド BPMプロセス・コンポーネントを保存します。 



 

8-104      Adapter for SAPユーザーズ・ガイド 

 

図 8-162    インバウンド BPMプロセス・コンポーネント 

 

これでインバウンド BPMプロセスをデプロイする準備ができました。 

インバウンド BPMプロセスのデプロイ 

インバウンド BPMプロセスをデプロイするには、「定義済プロセスのデプロイ」で説明されている

同じ手順を実行できます。 

8.4 Oracle Service Bus (OSB)とのアダプタ統合 

Oracle Integration Adapter for SAP R/3は、Oracle Service Bus (OSB)とシームレスに統

合し、Webサービス統合を容易にします。OSBは、サービス指向アーキテクチャ(SOA)

をベースにしています。これは、Web Service Definition Language (WSDL)ドキュメントと

して公開されているアダプタ・サービスを使用します。 

8.4.1 OSB用の空のコンポジットの作成 

OSBに空のコンポジットを作成する手順は、次のとおりです。 

1. 新規に OSBアプリケーションを作成するには、図 8-163に示すとおり、「ファイル」→「新規」

→「アプリケーション」を選択します。 

図 8-163    「新規アプリケーション」ページ 

 

図 8-164に示すとおり、「新規ギャラリ」ページが表示されます。 
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図 8-164    「新規ギャラリ」ページ 

 

2. 図 8-165に示すとおり、新しい SOAアプリケーションの名前を入力し、「次へ」をクリックしま

す。 

図 8-165     アプリケーションの名前付け 

 

3. 新規に OSBアプリケーションを作成するには、図 8-166に示すとおり、「ファイル」→「新規」

→「プロジェクト」を選択します。 
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図 8-166    「新規プロジェクト」ページ 

 

4. 図 8-167に示すとおり、「プロジェクトの名前付け」ページが表示されます。 
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図 8-167     「プロジェクトの名前付け」ページ 

 

5. 「終了」をクリックします。 

8.4.2 OSBアウトバウンド・プロセスの定義 

この項では、次の段階を含む OSBアウトバウンド・プロセスを定義する方法について説明します。 

1. Apdapter for SAPのコンポーネントの構成 

2. アウトバウンド OSBプロセス・コンポーネントを構成します。 

Apdapter for SAPのコンポーネントの構成 

1. JDeveloperを開きます。 

2. 図 8-168に示すとおり、Apdapter for SAPのコンポーネントを「リソース」ペイン、「コンポーネ

ント」ペインから「外部サービス」ペインにドラッグ・アンド・ドロップします。 



 

8-108      Adapter for SAPユーザーズ・ガイド 

 

図 8-168     Apdapter for SAPのコンポーネント構成ウィザード 

  

図 8- 169に示すとおり、アダプタ構成ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。 
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図 8-169     「ようこそ」ページ 

 

3. Adapter for SAP参照の参照名を「名前」フィールドに入力し、「次へ」をクリックしま

す。 

図 8-170に示すとおり、「接続情報」ページが表示されます。 
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図 8-170     「接続情報」ページ 

 

4. 「接続情報」ページで、使用する接続とデフォルトの JNDI名を選択します。 

5. 「次へ」をクリックします。 

図 8-171に示すとおり、「オブジェクト選択」ページが表示されます。 
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図 8-171     「オブジェクト選択」ページ 

 

6. 「階層」タブをクリックし、「+」アイコンをクリックしてノードを展開します。 

図 8-172に示すとおり、このタブでは、SAPシステムで使用可能なすべての SAPオブジェ

クト(RFC/BAPI/IDoc)が階層形式で表示されます。 

図 8-172     「階層」タブ 
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7. 図 8-173に示すとおり、リストからビジネス・オブジェクトを選択して「>」または「>>」アイコンを

クリックし、選択したオブジェクトを「SAP オブジェクト、BAPI、RFC または IDoc を選択して、

取得および記述します。」フィールドから「選択した BAPI/RFC関数または IDOC メッセー

ジ」フィールドに移動します。 

図 8-173     「オブジェクト選択」ページ 

 

8. 「次へ」をクリックします。 

9. 図 8-174に示すとおり、「JCAプロパティ」ページが表示されます。 
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図 8-174     「JCAプロパティ」ページ 

 

10. 「次へ」をクリックします。 

図 8-175に示すとおり、「終了」ページが表示されます。 
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図 8-175     「終了」ページ 

 

 

 

アウトバウンド OSBプロセス・コンポーネントの構成 

アウトバウンド OSBプロセス・コンポーネントを構成するには、次の手順を実行します。 

1. 図 8-176に示すとおり、「パイプライン」プロセス・コンポーネントを「リソース」ペイン、「コン

ポーネント」ペインから「パイプライン/分割結合」ペインにドラッグ・アンド・ドロップします。 
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図 8-176     「Pipeline」コンポーネント 

  

図 8-177に示すとおり、「パイプライン・サービスの作成」ダイアログが表示されます。 

図 8-177     「サービスの作成」ページ 

 

2. 「サービス名」フィールドで、パイプライン名を指定し、対応するプロジェクトの場所を選択し

ます。 

3. 「次へ」をクリックし、図 8-178に示すとおり、WSDLに「サービス・タイプ」を選択します。 
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図 8-178     「タイプ」ページ 

 

4. WSDL URLの右にある「参照」アイコンをクリックし、ファイル・システムからWSDLを選択し

ます。 

5. 図 8-179に示すとおり、「アプリケーション」→「リソース」から適切なWSDLファイルを選択し

ます。 
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図 8-179     「WSDLの選択」ページ 

 

6. 「OK」をクリックします。 

図 8-180に示すとおり、選択したWSDLと対応するバインドが表示されます。 
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図 8-180     「タイプ」ページ 

 

7. 「プロキシ・サービスとして公開」チェック・ボックスを選択します。 

8. 「プロキシ・トランスポート」に「http」を選択します。 

9. 「終了」をクリックします。 

図 8-181に示すとおり、「Pipeline」コンポーネントが表示されます。 

図 8-181     「Pipeline」コンポーネント 
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10. 図 8-182に示すとおり、「sapReference」を「パイプライン」に接続します。 

図 8-182     「Pipeline」コンポーネント 

 

11. デフォルト・ルーティングを示すパイプラインを開きます。図 8-183に示すとおり、「ルーティ

ング- プロパティ」にサービスおよび対応する操作が表示されていることを確認します。 

図 8-183     ルーティングのプロパティ 

 

アウトバウンド・エンドポイントをデプロイする準備ができました。 
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アウトバウンド OSBプロセスのデプロイ 

アウトバウンド OSBプロセスをデプロイするには、次の手順を実行します。 

1. 図 8-184に示すとおり、プロジェクトを選択し、「Service Busサーバーへのデプロイ」を選択

します。 

図 8-184     「デプロイメント・アクション」ページ 
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2. 図 8-185に示すとおり、構成済のアプリケーション・サーバーを選択し、「次へ」を選択します。 

図 8-185     「サーバーの選択」ページ 

 

3. 図 8-186に示すデプロイメントのサマリーを確認し、「終了」をクリックします。 
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図 8-186     「サマリー」ページ 

 

4. 図 8-187に示すとおり、プロジェクトが正常にデプロイされます。 

図 8-187     成功メッセージ・ページ 

 

正常にデプロイされたプロジェクトはサービス・バス・コンソールからテストすることができます。 

5. 図 8-188に示すとおり、「Service Busコンソール」を開き、ユーザーID (「weblogic」)、およ

びパスワード(「welcome1」)を入力します。 
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図 8-188     Service Busコンソール 

 

6. 図 8-189に示すとおり、デプロイ済のすべてのプロジェクトが「すべてのプロジェクト」に表示

されます。 

図 8-189     Service Busコンソール 

 

7. 図 8-190に示すとおり、デプロイ済のプロジェクトを開き、「sapReference」をクリックします。 
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図 8-190      ビジネス・サービスの定義 

 

8. 図 8-191に示すとおり、アウトバウンド・エンドポイントのテスト用に、テスト・コンソールの起

動 (緑色の矢印ボタン)のオプションが表示されます。 

図 8-191     テスト・コンソールの起動 

 

9. テスト・コンソールの起動によって、図 8-192に示すとおり、新しいウィンドウにビジネス・サー

ビスおよびテストする操作が「実行」ボタン、「実行-保存」ボタン、「リセット」ボタン、「閉じる」

ボタンとともに表示されます。 
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図 8-192     「ビジネス・サービス・テスト」ページ 

 

「リクエスト・ドキュメント」セクションには、リクエスト・ペイロードが含まれています。 

10. 入力を指定し、「実行」ボタンをクリックします。 

図 8-193に示すとおり、これによって SAPにペイロードを送り、レスポンスが「レスポンス・ド

キュメント」セクションに表示されます。 
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図 8-193     「リクエスト・ドキュメント」ページ  

 

8.4.3 OSBインバウンド・プロセスの定義 

この項では、次の段階を含む OSBインバウンド・プロセスを定義する方法について説明します。 

1. Apdapter for SAPのコンポーネントの構成 

2. インバウンド OSBプロセス・コンポーネントの構成 

Apdapter for SAPのコンポーネントの構成 

1. JDeveloperを開きます。 

2. 図 8-194に示すとおり、Apdapter for SAPのコンポーネントを「リソース」ペイン、「コンポーネ

ント」ペインから「プロキシ・サービス」ペインにドラッグ・アンド・ドロップします。 
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図 8-194     Adapter for SAP構成ウィザード 

  

図 8-195に示すとおり、アダプタ構成ウィザードの「ようこそ」ページが表示されます。 

図 8-195     「ようこそ」ページ 

 

3. Adapter for SAP参照のサービス名を「名前」フィールドに入力し、「次へ」をクリックします。 

図 8-196に示すとおり、「接続情報」ページが表示されます。 
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図 8-196     「接続情報」ページ 

 

4. 「接続情報」ページで、使用する接続とデフォルトの JNDI名を選択します。 

5. 「次へ」をクリックします。 

図 8-197に示すとおり、「オブジェクト選択」ページが表示されます。 
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図 8-197     「オブジェクト選択」ページ 

 

6. 「階層」タブをクリックし、「+」アイコンをクリックしてノードを展開します。 

図 8-198に示すとおり、このタブでは、SAPシステムで使用可能なすべての SAPオブジェ

クト(RFC/BAPI/IDoc)が階層形式で表示されます。 

図 8-198     「階層」タブ 

 

7. 「オブジェクト選択」ページで、「ALE (IDOCs)」ノードを展開し、「CREMAS05」を検索しま

す。 
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8. 図 8-199に示すとおり、リストからビジネス・オブジェクトを選択して「>」または「>>」アイコンを

クリックし、選択したオブジェクトを「SAP オブジェクト、BAPI、RFC または IDoc を選択して、

取得および記述します。」フィールドから「選択した BAPI/RFC関数または IDOC メッセー

ジ」フィールドに移動します。 

図 8-199     「オブジェクト選択」ページ 

 

9. 「次へ」をクリックします。 

10. 図 8-200に示すとおり、「JCAプロパティ」ページが表示されます。 
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図 8-200     「JCAプロパティ」ページ 

  

11. 「次へ」をクリックします。 

図 8-201に示すとおり、「終了」ページが表示されます。 
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図 8-201     「終了」ページ 

 

図 8-202に示すとおり、Adapter for SAPが作成され、「プロキシ・サービス」ペインに表示さ

れます。 

図 8-202     Adapter for SAP 

  



 

 

 

Oracle SOA Suiteでの統合シナリオ    8-133 

12. 図 8-203に示すとおり、「パイプライン/分割結合」レーンに「Pipeline」コンポーネントをドラッ

グ・アンド・ドロップします。 

図 8-203    「パイプライン/分割結合」への「Pipeline」のドロップ 

 

13. 図 8-204に示すとおり、「サービス名」フィールドで適切なサービス名を入力します。 

図 8-204     「サービスの作成」ページ 

 

14. 「次へ」をクリックし、WSDLに「サービス・タイプ」を選択します。 
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15. 図 8-205に示すとおり、「WSDL」フィールドの右にある「参照」アイコンをクリックし、ファイ

ル・システムからWSDLを選択します。 

図 8-205     「タイプ」ページ 

 

16. 図 8-206に示すとおり、「アプリケーション」→「リソース」フォルダから適切なWSDLファイル

を選択します。 
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図 8-206     WSDLの選択 

 

17. 「OK」をクリックします。 

図 8-207に示すとおり、選択したWSDLと対応するバインドが表示されます。 

図 8-207     「タイプ」ページ 
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18. 図 8-208に示すとおり、「Pipeline」が表示され、「sapService」に接続されます。 

図 8-208     「Pipeline」コンポーネント 

 

 

ファイル・アダプタの構成 

ファイル・アダプタを構成するには、次の手順を実行します。 

1. 「ファイル・アダプタ」コンポーネントを「テクノロジ・アダプタ」ペインから「外部サービス」ペイ

ンにドラッグ・アンド・ドロップします。図 8-209に示すとおり、ファイル・アダプタ構成ウィザー

ドが「ファイル・アダプタ参照」ページを示して表示されます。 

図 8-209     「ようこそ」ページ 

 



 

 

 

Oracle SOA Suiteでの統合シナリオ    8-137 

2. 新しいファイル・アダプタの名前を「名前」フィールドに入力し、「次へ」をクリックします。 

図 8-210に示すとおり、「アダプタ・インタフェース」ページが表示されます。 

図 8-210     「アダプタ・インタフェース」ページ 

 

3. 「操作およびスキーマから定義(後で指定)」オプションが選択されていることを確認します。 

4. 「次へ」をクリックします。 

図 8-211に示すとおり、「ファイル・サーバーの接続」ページが表示されます。 

図 8-211     「ファイル・サーバーの接続」ページ 

 

5. 「次へ」をクリックします。 

図 8-212に示すとおり、「操作」ページが表示されます。 
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図 8-212     「操作」ページ 

 

6. 「操作タイプ」オプションのリストから「Write File」を選択し、「操作名」(「Write」など)を指定し

ます。 

7. 「次へ」をクリックします。 

図8-213に示すとおり、「ファイル構成」ページが表示されます。 

図 8-213     「ファイル構成」ページ 

 

8. 出力ファイルを書き込むファイル・システム上の場所を指定します。 
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9. 「ファイル・ネーミング規則」フィールドで、出力ファイルの名前を指定します。 

10. 「次へ」をクリックします。 

図 8-214に示すとおり、「メッセージ」ページが表示されます。 

図 8-214     「メッセージ」ページ 

 

11. 「URL」フィールドの右にある「参照」アイコンをクリックします。 

図 8-215に示すとおり、「タイプ・チューザ」ダイアログが表示されます。 

図 8-215     タイプ・チューザ 
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12. 「プロジェクトのWSDLファイル」を展開し、使用可能なスキーマを選択します。 

13. 「OK」をクリックします。 

図 8-216に示すとおり、「メッセージ」ページに戻ります。 

図 8-216     「メッセージ」ページ 

 

14. 「次へ」をクリックします。 

図 8-217に示すとおり、「終了」ページが表示されます。 

図 8-217     「終了」ページ 

 

15. 「終了」をクリックします。 

図 8-218に示すとおり、ファイル・アダプタ・サービスが「外部サービス」ペインに作成されま

す。 

16. 「Pipeline」を「fileReference」に結合します。 
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図 8-218     ファイル・アダプタ・サービス 

  

17. ルーティングを示すパイプラインを開きます。図 8-219に示すとおり、「ルーティング- プロパ

ティ」で、サービスおよび対応する操作を確認します。 

図 8-219     「ルーティング- プロパティ」ページ 

 

18. プロジェクトを選択し、「Service Busサーバーへのデプロイ」を選択します。 

インバウンド OSBプロセスのデプロイ 

これでインバウンド OSBプロセスをデプロイする準備ができました。「アウトバウンド OSBプロセ

スのデプロイ」で説明されている同じ手順を実行できます。 

SAP R/3でのインバウンド OSB用イベントの生成 

SAP R/3でインバウンド OSB用イベントを生成するには、次の手順を実行します。 

1. SAP Workbenchを起動します。 
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2. 図 8-220に示すとおり、SAP R/3システムにログインし、ベンダーを送信するトランザクション

BD14を実行します。 

図 8-220     ベンダーの送信 

 

3. 「Account number of vendor」、「Message type」、ベンダーのレコードがターゲットに送信さ

れる「Target system」(宛先サーバー・プロジェクト用に構成されたプログラム ID)を指定しま

す。 

4. 図 8-221に示すとおり、「Execute」ボタンをクリックするか、または[F8]キーを押します。 

図 8-221     「Execute」オプション 

 

図 8-222に示すとおり、確認ダイアログが表示されます。 
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図 8-222     確認ダイアログ 

 

5. 図8-223に示すとおり、出力先のサーバー・ディレクトリに移動し、作成されたファイルを確認

します。 

図 8-223     サーバー・ディレクトリ 

 

8.5 定義済プロセスのデプロイ 

プロセスをデプロイするには、次の手順を実行します。 

1. 図 8-224に示すとおり、左ペインのプロジェクト名を右クリックして、「デプロイ」を選択し、プ

ロジェクト名を選択します。 
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図 8-224     ナビゲーション画面 

 
 

図 8-225に示すとおり、「デプロイメント・アクション」ページが表示されます。 
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図 8-225     「デプロイメント・アクション」ページ 

 
 

2. 「アプリケーション・サーバーへのデプロイ」を選択します。 

3. 「次へ」をクリックします。 

図 8-226に示すとおり、「構成のデプロイ」ページが表示されます。 



 

8-146      Adapter for SAPユーザーズ・ガイド 

 

図 8-226     「構成のデプロイ」ページ 

 
 

4. デフォルト値のままにして「次へ」をクリックします。 

図 8-227に示すとおり、「サーバーの選択」ページが表示されます。 
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図 8-227     「サーバーの選択」ページ 

 
 

5. 構成されたアプリケーション・サーバーのリストから、デプロイする個々の SOAサーバーを

選択し、「次へ」をクリックします。 

図 8-228に示すとおり、「SOAサーバー」ページが表示されます。 
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図 8-228    「SOAサーバー」ページ 

 
 

6. ターゲットの SOAサーバーを選択し、「次へ」をクリックします。 

図 8-229に示すとおり、「サマリー」ページが表示されます。 
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図 8-229     「サマリー」ページ 

 
 

7. プロジェクトの利用可能なすべての情報を見直して確認し、「終了」をクリックします。 

8. 図 8-230に示すとおり、プロセスが正常にデプロイされると、コンパイル成功メッセージがメッ

セージ-ログに表示されます。 

図 8-230     デプロイ成功メッセージ 

 

8.6 デプロイ済プロセスのテスト 

この項では、デプロイ済のアウトバウンドおよびインバウンド・プロセスをテストするための

手順について説明します。 

8.6.1 アウトバウンド・プロセスのテスト 

アウトバウンド・プロセスをテストするには、次の手順を実行します。 
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8.6.1.1 Oracle Enterprise Manager コンソールでの入力 XML ドキュメントの呼出し 

Oracle Enterprise Managerコンソールで入力 XMLドキュメントを呼び出すには、次の手順を実

行します。 

1. 図 8-231に示すとおり、次のリンクを使用して Oracle Enterprise Managerコンソールにログイ

ンします。http://localhost:port /em 

図 8-231     Oracle Enterprise Manager コンソール 

 

2. 強調表示されたタブをクリックし、SOAを展開してデプロイ済のプロジェクトのリストを表示し

ます。 
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図 8-232     SOAプロジェクト・リストの展開 

 

3. アウトバウンドのデプロイ済プロジェクト(「Project4」など)を選択します。 

4. 図 8-233に示すとおり、「テスト」ボタンをクリックします。 
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図 8-233     「テスト」ボタン 

 

5. 新しいポップアップが表示されます。図 8-234に示すとおり、「リクエスト」タブをクリッ

クします。 
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図 8-234     「リクエスト」タブ 

 

6. 図 8-235に示すとおり、「値」フィールドに入力値を入力します。 

図 8-235     「リクエスト」タブ 

 

7. 図 8-236に示すとおり、「Webサービスのテスト」ボタンをクリックします。 
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図 8-236     「Webサービスのテスト」ボタン 

 

図 8-237に示すとおり、出力レスポンスが Oracle Enterprise Managerコンソールで受信され

ます。 

図 8-237     出力レスポンス 

 

XML表示を使用して入力 XMLドキュメントを呼び出すには、次の手順を実行します。 

a. 図 8-238に示すとおり、リストから「XML表示」を選択します。 
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図 8-238     引数の入力のリスト 

 

b. 「引数の入力」領域に入力 XMLドキュメントを入力し、「Webサービスのテスト」ボタンをク

リックします。 

c. 図 8-239に示すとおり、出力レスポンスが Oracle Enterprise Managerコンソールで受信され

ます。 

図 8-239     受信した出力レスポンス 

 

d. 「レスポンス」タブをクリックすると、図 8-240のとおり、次の画面が表示されます。 
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図 8-240     「レスポンス」タブ 

 

8.6.2 インバウンド・プロセスのテスト 

インバウンド・プロセスをテストするには、次の手順を実行します。 

8.6.2.1 SAP R/3でのイベントの生成 

SAPでは、なんらかのアクティビティによって、たとえば、matmasの場合は SAPでのマテリアル

の更新によって、イベントが生成されます。 

次の項では、SAP R/3でイベントをトリガーし、Oracle Integration Adapter for SAP R/3を使用し

てイベント統合を検証する方法について説明します。 

SAP R/3でイベントをトリガーするには、次の手順を実行します。 

1. 図 8-241に示すとおり、SAP R/3システムにログオンします。 
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図 8-241     Workbench 

 

2. 図 8-242に示すとおり、bd10 トランザクションを実行すると、ポップアップ・ウィンドウが表示

されます。 

図 8-242     マテリアルの送信ウィンドウ 

 
 

「Send Material」ウィンドウで、次の情報を入力します。 

 図 8-243に示すとおり、「Material」フィールドに、マテリアル番号(「40-110C」など)を

入力します。 

 「Logical system」フィールドに、SAP R/3で使用している論理システム(プログラム ID)

を入力します。 

3. [F8]を使用してプロセスを実行します。 
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図 8-243     「Execute」オプション 

 

指定した論理システムにマテリアルのマスター・データが送信されます。 

結果の検証 

結果を検証するには、次の手順を実行します。 

1. 次の URLを使用して Oracle Enterprise Managerコンソールにログオンします。
http://localhost:7001/em 

2. 左ペインでドメイン、「SOA」フォルダの順に展開します。 

3. 図 8-244に示すとおり、使用可能なインバウンド BPELプロセス(「InboundTest」など)を選択

します。 

図 8-244     使用可能なインバウンド BPELプロセス 

 

4. 図 8-245に示すとおり、最近受信したランタイム・イベント・メッセージが「Services and 

References」に表示されます。 

http://localhost:7001/em
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図 8-245     「Instances」タブ 

 
 

監査証跡は図 8-246のように表示されます。 

図 8-246     監査証跡  
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注意:  

 インバウンドのシナリオは現時点で統合 weblogicハイブリッド・ドメイン

環境では動作せず、IDocを受信すると拒否フォルダに移動されます。 

 このリリースでは、複数オブジェクト(IDocまたは、BAPIまたはRFC)を

使用する具体WSDLのOSB内での生成は現時点で動作しません。 
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Adapter for SAPのパフォーマンス・チューニング 

 
この項では、SOAおよび SAP JCo 3.0のチューニング・パラメータについて説明します。この項

では、これらのチューニング、実行環境および結果について説明します。ここに示すチューニン

グ・パラメータの例を使用して結果の項に表示される結果と比較することができます。 

 

この章の内容は次のとおりです。 

 項9.1「チューニングとパフォーマンス」 

 項9.2「インバウンド・パフォーマンス」 

9.1 チューニングとパフォーマンス 

この項では Adapter for SAPのパフォーマンスについて考慮すべき点について説明します。含

まれるコンポーネントによって Adapter for SAPのパフォーマンスを最大限にするためには、

チューニングが必要です。 

9.1.1 チューニング・パラメータ 

チューニング・パラメータは、環境のコンポーネントのパフォーマンスを最大限にするように定義

します。これらのパラメータは固定ではなく、様々な要因および統合シナリオに含まれるシステム

に応じて値は変わります。注意が必要な要素には、サーバー構成、システムで想定されるピーク

およびピーク以外の負荷、ペイロード・サイズなどがあります。 

9.1.1.1 SAP JCoパラメータ・チューニング 

これらのJCoプロパティはAdapter for SAPの「アウトバウンド接続プール」で変更する必要があり

ます。SAP JCOは、インバウンドとアウトバウンドの統合シナリオに対して別々に調整されます。

Adapter for SAPからのアウトバウンドの場合は、次のパラメータを調整します。 

JCO_PEAK_LIMIT   - 300 

JCO_POOL_CAPACITY – 50 

 

Adapter for SAPへのインバウンドの場合は、次のJCoパラメータを調整します。 

JCO_CONNECTION_COUNT = 3 
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9.1.1.2 BPELインフラストラクチャのチューニング・パラメータ(これらは Enterprise 

Management (EM)レベルで提供されます): 

表 9-1に、チューニング・パラメータとその説明の一覧を示します。 

表 9-1チューニング・パラメータ 

SOAインフラストラクチャ・パラメータ 古い値 新しい値 コンポーネント 

DispatcherEngineThreads  30  300  BPEL  

DispatcherInvokeThreads  20  250  BPEL  

DispatcherSystemThreads  2  50  BPEL  

MaxNumberOfInvokeMessagesInCache  100000  2500000  BPEL  

DispatcherMaxRequestDepth  600  1000  BPEL  

AuditLevel  Inherit  Off   SOA-INFRA  

LargeDocumentThreshold  100000  100000  BPEL  

 

これらのプロパティはEnterprise Managerで変更することができます。この場合は、図9-1に示す、

EMの「BPELサービス・エンジン・プロパティ」ページを使用します。 

図 9-1     「BPELサービス・エンジン・プロパティ」ページ 
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ロガー・レベルのチューニング・パラメータ 

ロギングは、余分なパフォーマンス・オーバーヘッドの点で非常に高価なアクティビティです。シ

ステムのパフォーマンスを向上させるには、ロギング･レベルを最小かオフにしておく必要があり

ます。ロギングの推奨レベルは ERROR:1 (SEVERE)です。図 9-2に示すとおり、次の

Enterprise Managerのセクションで、Adapter for SAPのロガー・レベルを変更することができます。 

図 9-2 ロガー・レベルのチューニング・パラメータ 

 

JCoParameterチューニング 

 アウトバウンド・パフォーマンス: 

 JCO_MAX_GET_TIME  =  2000ms 

 JCO_PEAK_LIMIT =100 

 JCO_POOL_CAPACITY = 40 

9.1.2 システム構成 

9.1.2.1 Oracle Linuxサーバー 

これはWebLogicサーバーを実行するシステムの構成です。 

 リリース6.3 

 Kernel linux 2.6.39-200.24.1.el6uek.x86_64 

9.1.2.2 ハードウェア 

 パフォーマンスはプロセスまたはアプリケーションが動作するシステムの規模も含めた様々
な要因に依存するため、ここに示されるハードウェア情報は、実際のパフォーマンス・チュー

ニング基準の確認に役立つ測定器として機能します。前述のチューニング設定を行うシス

テムのハードウェア・レベルの詳細は次のとおりです。メモリー: 31.5 GiB 

 プロセッサ0からプロセッサ8: クアッドコアAMD Opteron™プロセッサ2356 
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9.1.3 アウトバウンド・パフォーマンス 

この項では、アダプタからのアウトバウンド・リクエストの場合に、Adapter for SAPのパフォーマン

スを計算する環境を構成する方法について説明します。次のサマリーは、SAP (SAPシステムへ

のインバウンド)へアウトバウンド・コールを送るために使用される BPELプロジェクトを基にしてい

ます。 

9.1.3.1 パフォーマンスのサマリー 

Adapter for SAPは、SAPシステムでの 2種類の操作のパフォーマンスをテストするために、高

い負荷がかけられました。1つの操作は SAPのシステムから情報をフェッチすること、もう 1つは

SAPシステムに情報を挿入することで、両方とも Adapter for SAPから SAPシステムへのアウト

バウンドでした。 

この後の項に、フェッチと挿入のシナリオに対するサーバーのパフォーマンス・サマリーを示しま

す。 

フェッチ・シナリオ 

様々なユーザー負荷の下で、リクエストが 1kbでレスポンスが 43kbのフェッチ操作についてア

ダプタの個々のパフォーマンスがテストされます。レスポンス・タイムと毎秒処理されるトランザク

ションは、システム構成およびネットワーク速度によって異なります。 

レスポンス・タイムおよび tps(トランザクション/秒)の計算とは別に、サーバーのシステム・パラメー

タおよびハードウェア・パラメータ(CPU、ディスク IO、ヒープ、GC、スレッド、ネットワーク IO)が監

視されました。 

 

フェッチ・シナリオのための実行サマリー 

表 9-2に実行のサマリーについて一覧と説明を示します。 

表 9-2実行のサマリー 

レスポンス・タイムと TPS VSユーザー負荷 - フェッチ・シナリオ(リクエストが 1kbでレスポンスが
43kb) 

# ユーザー負荷 
平均レスポンス・タイム(秒) VS

ユーザー負荷 
トランザクション/秒 

1 50 1.106 43.9 

2 100 2.395 40.9 

3 200 4.796 38.7 

4 300 6.782 41.1 

5 500 10.521 43.6 

6 1000 19.901 44.6 

 

挿入のシナリオ 
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様々なユーザー負荷の下で、リクエストが 5kb、レスポンスが 26kbである挿入操作についてア

ダプタの個々のパフォーマンスがテストされます。 

挿入シナリオのための実行サマリー 

表 9-3に実行のサマリーについて一覧と説明を示します。 

表 9-3     挿入シナリオのための実行サマリー 

レスポンス・タイム VSユーザー負荷 - 挿入シナリオ(リクエストが 7kbでレスポンスが 26kb) 

# ユーザー負荷 
平均レスポンス・タイム(秒) VS

ユーザー負荷 
トランザクション/秒 

1 50 1.797 26.8 

2 100 4.245 22.1 

3 200 8.971 21.4 

9.1.3.2 パフォーマンスの向上 

Adapter for SAPを使用する全プロセスのパフォーマンスは項 9.1.1の説明のとおり、SOAの上

の様々なパラメータの変更によって向上させることができます。SOA層および Adapter for SAP

をチューニングした後、プロセスのパフォーマンスは向上しました。表 9.4に SOAパラメータを

変更した後の結果を示します。 

表 9-4に実行のサマリーについて一覧と説明を示します。 

表 9-4     挿入のシナリオのための実行のサマリー 

TPS VSユーザー負荷 - フェッチ・シナリオ(リクエストが 1kbでレスポンスが 43kb) 

# ユーザー負荷 トランザクション/秒 

1 100 77.5 

2 200 67.5 

3 300 64.2 

4 400 64.1 

5 500 63.9 

9.2 インバウンド・パフォーマンス 

この項では、インバウンド・コールのアダプタ・パフォーマンスを測定する方法を説明します。次

のサマリーは、SAP(SAPシステムへのアウトバウンド)からインバウンド・コールを受信するために

使用される BPELプロジェクトを基にしています。 
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注意: スループットを増加させるために異なるワーク・マネージャを構成しているこ

とがわかります。ワーク・マネージャ SOAInternalProcessing_maxThreadのプロ

パティは、利用できる最大数に合わせるようにして、パフォーマンス・チューニング

のために最適化することができます。 

 

この値を増やすには、WebLogicコンソールから「環境」-> 「ワーク・マネージャ」-> 

SOAInternalProcessing_maxThreadsを選択し、図 9-3に示すとおり、「数」の値を増やします。同

様に SOAIncomingRequests_maxThreadsについて、WebLogicコンソールから「環境」-> 「ワー

ク・マネージャ」-> SOAIncomingRequests_maxThreadsを選択し、「数」の値を増やします。 

図 9-3     「数」の値を増やす 

 

 

9.2.1 パフォーマンスのサマリー 

この環境のアダプタのインバウンドのパフォーマンス・サマリーは次のとおりです。 

実行のサマリー 

表 9-5に実行のサマリーについて一覧と説明を示します。 

  

http://10.30.32.136:7001/console/console.portal?_nfpb=true&DispatcherPortletperspective=configuration-page&_pageLabel=DispatcherPage&DispatcherPortlethandle=com.bea.console.handles.JMXHandle(&quot;com.bea:Name=SOAIncomingRequests_maxThreads
http://10.30.32.136:7001/console/console.portal?_nfpb=true&DispatcherPortletperspective=configuration-page&_pageLabel=DispatcherPage&DispatcherPortlethandle=com.bea.console.handles.JMXHandle(&quot;com.bea:Name=SOAIncomingRequests_maxThreads
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表 9-5 実行のサマリー 

プロパティ 値 

イテレーションの総数 50000  

イベント出力のXMLサイズ 6kb 

構成 インバウンドBPELプロセス 

アダプタ SAP (JCA ) 

EISサーバー・バージョン  

IDoc  ALE(iDOCs) ->Material Management->   

MATMAS -- Material master -> MATMAS01 

 
結果: 

表 9-6に結果について一覧と説明を示します。 

表 9-6 結果 

名前  Avg TPS 同時 IDOCの数 

SAP 25 208 
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SOAレポート統合 

 

この項では、Adapter for SAPのレポート統合について説明します。レポートは、Adapter for SAP

のリアルタイム監視を行うときに役立ちます。この機能は、Oracle Enterprise Managerで提供され

ています。Oracle Enterprise Managerを使用して、特定のセッションでのクローズしている接続

およびオープンしている(オープンした)接続など、アダプタのリアルタイムの状態レポートと接続

の監視を表示できます。この統合を通すメッセージ用に作成された、任意のデプロイされている

SAPエンドポイントの接続の状態を表示できます。 

この章の内容は次のとおりです。 

 項10.1「アダプタ状態レポート」 

10.1 アダプタ状態レポート 

アダプタ状態レポートで SAPエンドポイントのリアルタイム監視統計を確認できます。 

アダプタ状態レポートを開くには、次の手順を実行します。 

1. Enterprise Managerを開きます。 

2. 「SOA」「soa-infra」を選択します。 

3. 表示するデプロイ済のアダプタ・プロジェクトを選択します。 

図 10-1に示すとおり、「アダプタ・レポート」タブが表示されます。 

4. 「SAPサービス/参照」を選択します。 
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図 10-1     「アダプタ・レポート」タブ 

 

10.1.1 構成レポート 

構成レポートには、SAPエンドポイントの接続ファクトリ、アクティブ化およびバインディング・プロ

パティの情報が含まれます。接続ファクトリ・サマリーは、実行時用に定義された JCoパラメータ

に関する情報や、JNDI名およびプーリング情報を提供します。また、SOAのバインディング・プ

ロパティも表示します。 

構成レポートを表示するには、次の手順を実行します。 

1. 「SOA」「soa-infra」を選択し、プロジェクトを選択します。 

2. 「SAPサービス/参照」を選択します。 

3. 「アダプタ・レポート」タブをクリックします。レポートを有効にするには、図 10-2 に示すとおり、

「レポートの有効化」チェック・ボックスを選択します。 
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図 10-2     Enterprise Manager コンソール 

 

10.1.1.1 EIS接続性 

状態レポートの「EIS接続性」セクションで接続ファクトリ構成を表示できます。図10-3に示すとお

り、EIS接続性には接続のすべてのプロパティが表示されます。 

 
図 10-3     EIS接続性 

 
 

サービス/参照プロパティ 

図 10-4に示すとおり、「サービス・プロパティ」タブには、このコンポジットで使用されるすべての

SOAプロパティが表示されます。 
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図 10-4      「サービス・プロパティ」タブ 

 

10.1.2 監視レポート 

状態レポートには、EISで使用するアダプタのリアルタイムの接続ステータスが表示されます。こ

れによって、現在の接続ステータス、EISに接続されている場合は、プールからの合計オープン

接続、ピーク負荷、プール・サイズなどが提供されます。図 10-5に示すとおり、監視レポートで

接続レポートを表示できます。 

図 10-5     監視レポート 

 

10.1.3 スナップショット・レポート 

このレポートには、このアダプタ・インスタンスによって使用されているメッセージ数、最大サイズ、

平均メッセージ・サイズなどが表示されます。また、図 10-6に示すとおり、日付選択に基づいて

履歴データを取得することもでき、メッセージの統計を取得するために時間の境界を定義できま

す。 



 

 

 

SOAレポート統合  10-5 

図 10-6    スナップショット・レポート  
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トラブルシューティングとエラー・メッセージ 

 
Adapter for SAPによって、接続や関連するその他の問題をデバッグするための構成可能ログイ

ンが有効になります。 

Adapter for SAPは、レポートとアラートのためのアダプタ診断フレームワークをサポートします。

これにより、ランタイム・アダプタ診断情報が EMコンソールで読取り専用レポートとして提供され

ます。フレームワームには、アラート機能も用意されています。 

Adapter for SAPは、各コンポジットについて、サービス/参照エンドポイントごとのデータをレ

ポートします。エンドポイント・レポートは、EIS接続、トランザクション、メッセージ、フォルト、停止

時間統計などの有効な情報を取得します。 

診断レポートは構成可能です。必要に応じてオフにする機能もあります。通常のアラートの送信

や、アラートに基づいたルールの送信を行うための一般的なアラート・フレームワークがあります。

Adapter for SAPでは、設計時および実行時にアラート・フレームワークを使用できます。 

この章では、Adapter for SAPの使用時に発生する可能性のあるエラーについて説明します。こ

のようなエラー・メッセージには、SAP側のエラー・メッセージ、アダプタ設計時の問題、アダプタ

実行時の問題が含まれます。 

この章の内容は次のとおりです。 

 項 11.1「ログ・ファイル情報」 

 項 11.2「Oracle Adapter for SAP設計時の JDeveloper」 

 項 11.3「Oracle Adapter for SAP実行時」 

 項 11.4「SAP R/3」 

 項 11.5「既知の問題」 

11.1 ログ・ファイル情報 

トラブルシューティングに関連する可能性のあるログ・ファイル情報は、アダプタのインストールに

基づいて次の場所で確認できます。 

Oracle SOA Suiteの場合: 

<ORACLE_HOME>\soa\user_projects\domains\${soa_server 

domain}\servers\${soa_server name}\logs\soa-server_diagnostic.log 

OSBの場合: 

<ORACLE_HOME>\soa\user_projects\domains\${osb_server 

domain}\servers\${osb_server name}\logs\osb-server_diagnostic.log 

 Oracle Adapter for SAP トレース情報は、次のディレクトリの下で確認できます。 
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サーバー・レベルの JCO トレースの場合: 

<ORACLE_HOME>\user_projects\domains\${domain name}\tracename.trc 

11.2 Oracle Adapter for SAP設計時の JDeveloper 

表 11-1に、JDeveloperでの Adapter for SAP使用時に直面する一般的なエラーを示します。 

表 11-1     JDeveloperにおける Adapter for SAP 

エラー 解決策 

SAP JCOライブラリにアクセスできません。 関連するSAP JCo jarsは、設計時には
<oracle_home>\soa\plugins\jdeve

loper\integration\adapters\lib

フォルダに格納し、JDeveloperを再起動する

必要があります。 

接続のテストに*失敗しました*(パラメータ

あり): com.sap.conn.jco.JCoException: (103) 

JCO_ERROR_LOGON_FAILURE:  {IP 

ADDRESS…} sysnr XXで名前またはパス

ワードが正しくありません(繰返しログオン) 

SAPログオン資格証明を確認し、正しいパラ

メータが入力されていることを確認します。 

ERROR   パラメータ{I.P.ADDRESS…}に

接続できません。暗号化鍵 = 

JCO_ERROR_COMMUNICATION 

例外文字列 = 

com.sap.conn.jco.JCoException: (102) 

JCO_ERROR_COMMU NICATION: SAP

ゲートウェイへの接続に失敗しました 

接続パラメータ: TYPE=A 

DEST=DefaultClient ASHOST= 

{I.P.ADDRESS…} SYSNR=XX PCS=X. 

SAPシステムが稼働していることを確認し、正

しい資格証明を指定します。 

JCO_ERROR_LOGON_FAILURE: {I.P. 

ADDRESS…}sysnr XXのこのシステムでク

ライアント 080が使用できません。 

アダプタ・ウィザードの接続ページでクライア

ント番号を確認します。 

パラメータ・ログオン言語('lang')コード'enn'

が無効です。 

アダプタ・ウィザードの接続ページで入力した

言語を確認します。 

SAPConnector:プロパティが欠落しているか

無効です。 

接続ページで、必須フィールドの値の入力を

忘れていないか確認します。 

JCO_ERROR_COMMUNICATION: メッ

セージ・サーバー・ホストへの接続に失敗し

ました。 

メッセージ・サーバーの資格証明を確認しま

す。 

JCO_ERROR_COMMUNICATION: メッ

セージ・サーバー・ホストへの接続に失敗し

ました。 

ERROR サービス'SFVSDD'が不明です。 

 

接続ページでメッセージ・サービス名を確認

します。 

file://///tbiz-fs03/TBZ/TRANS2/Oracle_DHC/18_03_Q1Doc/11_Trados作業/s_work/01_edit/Table11_1


 

 

 

トラブルシューティングとエラー・メッセージ  11-3 

エラー 解決策 

JCO_ERROR_COMMUNICATION: メッ

セージ・サーバー・ホストへの接続に失敗し

ました。 

ERROR グループPUBLIが見つかりませ

ん。 

接続ページでサーバー・グループ名を確認し

ます。 

オブジェクト選択ページで SAPオブジェク

トをロードできず、「SAP R/3システムへの

接続に失敗しました。」というエラーが表示

されます。 

テスト接続を使用して、SAPへの接続が正常

に確立されていることを確認します。 

RFC_ERROR_PROGRAM: 宛先

DefaultClientの構成が不完全です。: パラ

メータ SNCのパートナ名

('snc_partnername')が欠落しています。 

SNC名とパートナ名を確認します。 

 

 図 11-1に示すとおり、設計時の「オブジェクト選択」ウィンドウで SAP R/3システムへの接続

に失敗しました。これは、設計時の「接続情報」ページでは、特定の接続資格証明で SAP

に接続できないことが原因です。 

図 11-1     SAP R/3システムへの接続失敗エラー 

 

11.3 Oracle Adapter for SAP実行時 

表 11-2に、SOAサーバー実行時に直面する一般的なエラーを示します。 

表 11-2     SOAサーバー実行時のエラー 

エラー 解決策 

{IP ADDRESS…} sysnr XXのこのシステ

ムでクライアント 080が使用できません。 

WebLogicコンソールの JNDIプロパティで、正

しい DestinationDataProvider_JCO_CLIENTを

入力します。 
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エラー 解決策 

SAPゲートウェイへの接続に失敗しまし

た。接続パラメータ: TYPE=A 

DEST=dummyFactory ASHOST= {I.P 

ADDRESS…}SYSNR=XX PCS=X 

WebLogicコンソールの JNDIプロパティで、正

しい DestinationDataProvider_JCO_ASHOSTを

入力します。 

<exception> {I.P ADDRESS…} sysnr XX

でインストールされた言語の 1つを選択し

ます。</exception> 

WebLogicコンソールの JNDIプロパティで、正

しい DestinationDataProvider_JCO_LANGを入

力します。 

資格証明が指定されていません プロジェクトのデプロイ時に JNDI名が正しいこと

を確認します。 

<exception> {IP ADDRESS…} sysnr XX

で名前またはパスワードが正しくありませ

ん(繰返しログオン) </exception> 

WebLogicコンソールの JNDIプロパティで、正

しい DestinationDataProvider_JCO_PASSWDま

たは DestinationDataProvider_JCO_USERを入

力します。 

<exception>ZRFC_EC_BD14が SAPに

見つかりません。 

SAPにオブジェクトが存在するかどうかを確認し

ます。 

soa_server1のコンポジットでエラーが発生

しました。: 同じリビジョン IDのコンポジット

がすでに存在します 

プロジェクトがすでにサーバーにデプロイされて

いるかどうかを確認します。 

java.net.ConnectException: 接続が拒否さ

れました: 接続; 宛先に利用可能なルー

ターがありません。 

 

SOAサーバーが起動されて、実行中であるかど

うかを確認します。 

 

 

注意: BAPIおよび RFCでは、SAPオブジェクトがエクスポート(return)表にエラー・

コード「E」のあるレコードを戻している場合、BAPI は実行時にエラー・メッセージを

スローして失敗します。これは、SAP オブジェクトが出力データとともにエラー・メッ

セージを戻す場合にもあてはまります。 

 

 

SAPオブジェクト(RFC/BAPI)が例外とデータを戻す場合、Adapter for SAPは実行時にデータ

のみを戻します。これに対し、設計時のテスト機能では、例外のみがスローされます。 

SAPオブジェクト(RFC/BAPI)が出力表に例外のみ戻す(データは戻さない)場合、Adapter for 

SAPは実行時と設計時の両方で例外をスローします。 

 

注意: 一部の BAPI の場合、入力の内部バージョンを渡す必要があります。これは、

これらの BAPI はいくつかの変換ルーチンを実行して入力値を内部バージョン(必

要な数の 0 を追加するなど)に変換し、これらのルーチンがアダプタを介して外部

的にコールされる場合は実行されないためです。 
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SAPオブジェクト(RFC/BAPI)の場合、SAP側でメタデータが変更されると、サーバーを再起動

して、現在のアダプタ・インスタンスに変更を反映する必要があります。 

1回のリクエストで複数の IDOCを送信した場合、それらの個々の IDOCはアダプタによって分

割されて SAPにポストされます。ユーザーは、各制御レコードの後に対応するデータ・レコード

を続けて複数の IDOCを渡す必要があります。 

 

Adapter for SAPでは、オプションの表構造を使用する SAPカスタム・オブジェクトをサポートしま

せん。ユーザーは、オプションから必須に変更する必要があります。すべての SAP標準オブ

ジェクトは、必須パラメータとしての表構造のみサポートします。 

ユーザーがキューを使用してデータを処理しており、そのキューが SAP側に存在しない場合、

メッセージは処理されません。これは、キューが SAPシステムで作成されても、データを再処理

するたびに手動でアクティブ化する必要があるためです。 

11.4 SAP R/3 

表 11-3 に、SAP JCo から戻され、SOA サーバー・ログで確認できる一般的なエラーを示します。 

表 11-3     SOAサーバー・ログのエラー 

エラー 解決策 

om.sap.conn.jco.JCoException: (103) 

JCO_ERROR_LOGON_FAILURE: {I.P. 

ADDRESS…}sysnr XXのこのシステムでク

ライアント XXXが使用できません。 

WebLogicコンソールの JNDIプロパティ

で、正しい

DestinationDataProvider_JCO_CLIENTを

入力します。 

com.sap.conn.jco.JCoException: (102) 

JCO_ERROR_COMMUNICATION: SAP

ゲートウェイへの接続に失敗しました 

接続パラメータ: TYPE=A 

DEST=dummyFactory ASHOST= 

{I.P.ADDRESS…} SYSNR=XX PCS=X 

Enter correct 

DestinationDataProvider_JCO_ASHOST 

表11-4に、インバウンドおよびアウトバウンド処理で一般的に発生するメッセージが失われる問

題を示します。 

表 11-4     インバウンド/アウトバウンド・メッセージ・トランザクションの問題 

エラー 解決策 

SAPからトリガーされた IDocが SOAまた

はアダプタで受信されていません。 

ALE構成を確認するには、we02で IDoc

がステータス 03であることを確認し、ポー

ト、パートナを有効にします。 

IDocは we02でステータス 03で正常に送

信されますが、SOAによってまだ受信され

ていません。  

プログラム IDが割り当てられている RFC

宛先の接続テストを実行し、正常かどうか

を確認します。 
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エラー 解決策 

we02の IDocステータスが 03で、接続テス

トは正常です。ただし、IDocは SOAによっ

て受信されていません。 

SMGWに移動し、プログラム IDに接続さ

れているサーバーの番号を確認します。

同じプログラム IDに接続されているサー

バーが複数ある場合、IDocsは別のサー

バーに接続されている可能性があります。 

we02の IDocステータスが 03で、接続テス

トは正常です。また、そのプログラム IDに

登録されているサーバーは 1つだけです。

ただし、IDocは SOAによって受信されて

いません。 

SM58で、IDocがトランザクション・プール

に入っていることを確認します。 

 

11.5 既知の問題 

1. アダプタの設計時画面で日本語のヘルプ・コンテンツが表示されない:  

日本語で動作するように JDevelperを構成していても、ヘルプ・コンテンツが日本語では

なくすべて英語で表示されます。翻訳リソース・バンドル待ちです。 
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12 

移行のサポート 

 

 

iWay SAPエンドポイントを備えたSOAとOSBのプロジェクトは、JDeveloperの移行ユーティリティ

を使用して、Oracle Adapter for SAPに移行することができます。 

この章の内容は次のとおりです。 

 項 12.1「SOAプロジェクトの SAPエンドポイントの移行」 

 項 12.2「OSBプロジェクトの SAPエンドポイントの移行」 

 項 12.3「アダプタ移行済プロジェクトのデプロイ」 

 項 12.4「移行済プロジェクトの JCAファイルの更新」 

 項 12.5「デプロイされた移行済プロジェクトの実行手順」 

 

前提条件: 

 移行する iWayプロジェクトは、JCAファイルにWSDLの場所が記述されている必

要があります。この指定がないと、正しく移行されません。 

 移行する iWayプロジェクトは 12cの環境で動作する必要があります。入力プロジェ

クトが適切でない場合、移行されたプロジェクトの形式も不正な形式になります。 

 

注意: 入力 iWay プロジェクトで起こり得るエラーのすべてが移行ツールでレポート

されるとはかぎりませんが、基本的なチェックは実行され、移行またはデプロイメント

の過程で検出されたエラーがレポートされます。例: JCA その他のファイルで、正し

い値または必要な値が不足している、デプロイメント時に WSDL ファイルがない、

など。 

 

12.1 SOAプロジェクトの SAPエンドポイントの移行 

Adapter for SAPには、SOAコンポジット・アプリケーションでの OEMバージョンの iWay SAPエ

ンドポイントを Oracle Adapter for SAPベースのものに変換するユーザーを支援するためのツー

ルが提供されています。 

iWayで生成された SAPエンドポイントを使用する既存の SOAプロジェクトがある場合、移行

ツールを使用すると SOAコンポジットの SAPのエンドポイントを変換することができます。この変

換の後、移行されたプロジェクトでは次のことが必要です。 
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 SOAコンポジットに必要なコンポーネントのインタフェース変更を最小限にするため、iWay

で生成した XSDとWSDLのファイルを再使用します。 

 JCAのプロパティ・ファイルを新規に生成し、SOAコンポジットの iWay SAPエンドポイントを

置き換えます。 

 iWayアダプタを使用せずに SOAランタイムで使用します。 

 

JDeveloperで、iWayアダプタを Adapter for SAPに移行する手順は以下のとおりです。 

1. 図 12-1に示すとおり、12.1.3の JDeveloperで iWayプロジェクトを開きます。 

図 12-1     12.1.3の JDeveloperで iWayプロジェクトを開く 

 

2. 「開く」ボタンをクリックすると、JDeveloperでは 11gのプロジェクトから 12.1.3の形式に移行

を開始します。図 12-2に示すとおり、JDeveloperの確認ウィンドウがポップアップされます。 
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図 12-2     警告 

 

3. 12.1.3への移行後、図 12-3に示すとおり、JDeveloperによって移行のサマリーがポップアッ

プに表示されます。 

図 12-3     移行のステータス 

 

4. 12.1.3に移行すると、図 12-4に示すとおり、赤い長方形でハイライトされたコンテキスト・メ

ニューからアダプタ移行ツールを使用して、この 12.1.3の iWay形式のプロジェクトを、アダプ

タ・プロジェクトに移行することができます。 

図 12-4     移行ツール 

 

5. 図 12-5に示すとおり、コンテキスト・メニューの「SAPアダプタ移行ツール」をクリックすると、

確認ウィンドウが表示されます。 
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図 12-5     確認ウィンドウ 

 

6. 移行を確定すると、図 12-6に示されるとおり、サマリーの内容でプロジェクトが Adapter for 

SAPに移行されます。 

図 12-6     移行成功のメッセージウィンドウ 

 

7. これでプロジェクトは Adapterプロジェクトに正常に移行されました。 

 

注意:  

 Adapter for SAPでは、XML-CDATA-ENVELOPED形式のデータ型を使

用するプロジェクトの移行はサポートされていません。 

 移行されたプロジェクトには、アダプタ・プロジェクトとは異なる設計時レベ
ルの jcaプロパティの ProgramIDがありません。 

 移行されたプロジェクトの変更/修正はサポートされません。ユーザーは

このアダプタを使用してSOA実行時にデプロイ/実行することのみが可

能です。そのような変更が必要な場合は、Oracle Adapter for SAPを使

用して、プロジェクトを最初から作成し直す必要があります。 

 

12.2 OSBプロジェクトの SAPエンドポイントの移行 

iWayアダプタで構成された OSB 11gプロジェクトは、明示的に 12.2.1の Adapter for SAPに移

行する必要があります。新しい通信仕様と 12.2.1の Adapter for SAPに関係するライブラリを参

照するように、プロジェクトの iWayアダプタ・ファイルを更新する必要があります。 
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単一の構成 jarを OSB 11gのサブコンソールから複数プロジェクトについて作成することができ

ます。複数プロジェクトの構成 jarは、11gの OSB用の Eclipse OEPEを使用して作成することも

できます。この構成 jarを 12.2.1の JDeveloperにインポートする際、すべてのプロジェクトがイン

ポートされ、それぞれのディレクトリ構造が作成されます。 

OSB 11gの iWayプロジェクトを 12.2.1に移行するには、次の手順を実行します。 

1. 図 12-7に示すとおり、移行するプロジェクトの 11g OSB構成 jarを作成します。 

図 12-7     11g OSB構成 jarの作成 

 

2. JDeveloper 12.2.1で新規にサービス・バス・アプリケーションを作成します。また、図 12-8に

示すとおり、既存のサービス・バス・アプリケーションを使用することもできます。 

図 12-8     サービス・バス・アプリケーションの新規作成 

 

3. JDeveloper 12.2.1の構成 jarを作成したサービス・バス・アプリケーションにインポートします。

これはアプリケーションの下に OSBプロジェクト・ディレクトリを作成します。これらのディレク

トリとファイルは、12.2.1構成になっています。 
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a. 「ファイル」メニューをクリックし、「インポート」を選択します。 

b. 図 12-9に示すとおり、リストから「Service Bus リソース」を選択し、「OK」をクリックし

ます。 

 

図 12-9     「インポート」ウィンドウ 

 

c. インポートするリソースのタイプを選択します。「次」をクリックします。 

d. 「検索」アイコンをクリックすることで、サービス・バスのソースが参照されます。 

e. 図 12-10に示すとおり、サービス・バスのソースを選択し、「開く」をクリックします。 

図 12-10     サービス・バス構成 jarの選択 

 

f. 図 12-11に示すとおり、インポートするリソースを選択し、「終了」をクリックします。 
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図 12-11     インポートするリソースの選択 

 

図 12-12に示すとおり、jcaファイルで iWay関連の仕様を確認できます。 

図 12-12     jcaの仕様 

 

4. 移行の後、コンテキスト・メニューの SAPアダプタ移行ツールを使用して、iWay形式のプロ

ジェクトを SAPアダプタ・プロジェクトに移行することができます。 
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図 12-13     移行ツール 

 

5. コンテキスト・メニューの「SAP アダプタ移行ツール」をクリックすると、「確認」ウィンドウが表

示されます。 
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図 12-14     確認ウィンドウ  

 
 

6. 「OK」をクリックし、適切な JNDI名を指定します。 

図 12-15     JNDIネーミング・ウィンドウ 

 

 

7. JNDI名を確認すると、プロジェクトがサマリーの内容で SAPアダプタに移行されます。 

図 12-16     確認ウィンドウ 

  
 

8. プロジェクトが正常に SAPアダプタ・プロジェクトに移行されます。 

 

 

       注意:プロジェクトをデプロイした後、診断ログに

eis/OracleJCAAdapter/DefaultConnection JNDIに関するエントリがある場合、

JDeveloperのクリーニングが必要です。JDeveloperをクリーンにした後で、プロジェ

クトを再デプロイします。 
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12.3 アダプタ移行済プロジェクトのデプロイ 

アダプタ・プロジェクトをデプロイするには、項 7.6「定義済プロセスのデプロイ」の説明と同じ手

順に従います。 

12.4 移行済プロジェクトの JCAファイルの更新 

ユーザーは、次のセグメント・リリース・プロパティを移行済プロジェクトの JCAファイルに追加で

きます。 

<property name="SegRelease" value="value"/> 

たとえば、次のようになります。 

<property name="SegRelease" value="30c"/> 

12.5 デプロイされた移行済プロジェクトの実行手順 

デプロイされた移行済プロジェクトを実行するには、次の手順を実行します。 

12.5.1 インバウンド・プロジェクト 

移行されたプロジェクトをデプロイした後、移行済プロジェクトをテストします。項 7.7.2「インバウ

ンド・プロセスのテスト」の説明と同じ手順に従います。 

12.5.2 アウトバウンド・プロジェクト 

移行されたプロジェクトをデプロイした後、移行済プロジェクトをテストします。項 7.7.1「デプロイ

済プロセスのテスト」の説明と同じ手順に従います。
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リモート処理のための SAPシステム構成 
 

OracleのAdapter for SAPは、BAPI、RFCおよびIDocの3つのSAPメッセージ・タイプを使用して

SAPシステムと通信できます。SAPの各ユーザーには、一連の権限プロファイルが関連付けられ

ます。権限プロファイルは、その人が日常業務で担当する役割を表します。たとえば、会計担当

者は、ベンダーへの支払いを行うための権限プロファイルを持つことになります。この権限プロ

ファイルは、いくつかのSAP権限で構成されます。通常、ユーザーには複数の役割があるため、

複数の権限プロファイルを持ちます。これは、多くの場合、ユーザー・プロファイルと呼ばれます。 

この章では、RFC通信を行うために必要なユーザーのロールおよび権限について説明します。 

また、アダプタと通信するために必要な、すべてのSAP側の構成の詳細な手順についても説明

します。 

この付録では、次のトピックについて説明します。 

 項 A.1「ロールおよび権限」 

 項 A.2「RFC権限オブジェクト」 

 項 A.3「SAPインバウンド通信」 

 項 A.4「SAPアウトバウンド通信」 

 項 A.5「アダプタ用の SAPユーザー権限」 

 項 A.6「SAP bgRFCの構成」 

A.1 ロールおよび権限 

SAPユーザーには、所属する部署で行うタスクに基づく1つまたは複数の「ロール」によって、シ

ステムへのアクセス権が割り当てられます。ユーザーのロールには、SAPのコンポーネントに対

するアクセス権が含まれます。 

SAPのファンクション・モジュールに対するリモート呼出しが発生したとき、プロファイル・パラメー

タauth/rfc_authority_checkに1が設定されていると、権限の確認が実行されます。 

宛先に定義されているユーザーが、ファンクション・グループに対するRFC権限を持っているか

どうかを確認するには、権限オブジェクトS_RFCが使用されます。 

A.2 RFC権限オブジェクト 

SAPシステムでユーザーを作成する場合は、既存の TRを使用するか、または次の権限表を使

用できます。 
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オブジェクト 説明 フィールド名 値 

S_RFC RFCアクセスの安全を確保するた

めに使用される基本権限オブ

ジェクト 

ACTVT 16 

  RFC_NAME SYST,RFC1,SDIFRUNT

IME,SDTX,EDIMEXT,E

DIN,ARFC,ERFC, 

  RFC_TYPE FUGR 

S_TABU_DI

S 
個々の表は、次の権限オブジェク

トを使用することによってアクセス

から安全が確保されます 

DICBERCLS (権限

グループ) 

表: MARAはグループ

“MA”です。 

  ACTVT 03 (表示) 

 

オブジェクト 説明 フィールド名 値 

B_ALE_RECV 

ALE/EDI: 
RFC経由で IDocを受信   

S_IDOCCTRL    

  ACTVT 03,16 

S_IDOCDEFT 認められたアクティビティ ACTVT   03 

 認められた拡張 EDI_CIM ' ' 

 認められた IDOCタイプ EDI_DOC MATMAS01,MATMAS

02,MATMAS05 

  実行トランザクション EDI_TCD WE30 

A.3 SAPインバウンド通信 

SAPインバウンド通信の場合、Adapter for SAPはSAPシステムにリクエストを送信するクライアン

トとして動作します。 

前提条件: 

Weblogicサーバーが動作しているシステムで、次に示すエントリを更新する必要があります。 

 

1. システムの Hostsファイル(etcフォルダ内に保持)に次のエントリが必要です。 

<IP> <Hostname> <Hostname with domain name> 

2. システムの Servicesファイル(etcフォルダ内に保持)に次のエントリが必要です。 
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sapgw<sysnr>       33<sys no>/tcp 

sapdp<sysnr>       32<sys no>/tcp 

 

ここで、sysnrはSAPサーバーのシステム番号です。 

 

メッセージ・サーバーを使用してSAPに接続するには、Servicesファイル(etcフォルダ内に保持)

に、前述の2つのエントリに加えて、次の情報が保持されている必要があります。 

 

sapms<SID> 36<sysnr>/tcp 

 

ここで、SIDは SAPサーバーのシステム IDです。 

SAPの ALEインバウンド構成:  

インバウンド IDoc処理には次の手順が必要です。 

A.3.1   論理システムの構成。 

A.3.2   パートナ・プロファイルの構成。 

A.3.3   インバウンド・プロセス・コードの構成。 

A.3.4   配信モデルの構成。 

A.3.1    論理システムの構成 

前提条件: 

1. ホスト名を使用して SAPに接続するには、Hostsファイルに次のエントリを保持する必要が

あります。 

<IP> <Hostname> <FQ Hostname> 

2. MSを使用して SAPに接続するには、Servicesファイルに次の情報を保持する必要がありま

す。 

Sapms<SID>36<sysnr>/tcp 

論理システムは、SAPシステム間の ALE通信で、システム内の個々のクライアントを識別するた

めに使用されます。 

論理システムを定義するには、次の手順を実行します。 

1. 図 A–1に示すとおり、SAP Easy Access画面で、SALE トランザクションに移動します。 

図 A–1      SALE トランザクション 
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2. 図 A–2に示すとおり、基本設定の「Logical Systems」ノードを開きます。 

図 A–2      基本設定 

 

 

3. 図 A–3に示すとおり、「Define Logical System」をクリックします。 

図 A–3      論理システムの定義 

 

 

図 A–4に示すとおり、ポップアップ・ウィンドウに「Caution: The table is cross-client」というメッ

セージが表示されます。 

図 A–4      注意ウィンドウ 

 

4. 「Enter」ボタンをクリックします。 

5. 図 A–5に示すとおり、「New Entries」をクリックします。 

図 A–5      「New Entries」ウィンドウ 

 

6. 図 A–6に示すとおり、論理システムの名前および説明を入力します。 
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図 A–6      論理システム・ウィンドウ 

 

7. 図 A–7に示すとおり、保存アイコンをクリックします。 

図 A–7      保存アイコン 

 

8. 図 A-8に示すとおり、トランスポート・リクエストのオブジェクトを保存するためのポップアッ

プ・ウィンドウが表示されます。 

図 A–8      「Prompt for Workbench request」ダイアログ 

 

9. [Enter]を押します。 

10. 図 A–9に示すとおり、表に論理システムのエントリが表示されます。 

図 A–9      論理システムのエントリのウィンドウ 
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A.3.2     パートナ・プロファイルの構成 

SAPでは、配信モデルに関連するすべてのパートナ・システムにプロファイルがあります。顧客

のプロファイル、ベンダーのプロファイルなど、いくつかのプロファイル・タイプが存在しますが、

プロファイルのこのような区別は通常は不要で、ほとんどの場合は汎用の論理システム・タイプを

使用してパートナのプロファイルを作成することになります。 

 

パートナ・プロファイルを作成するには、次の手順を実行します。 

1. 図A–10に示すとおり、we20トランザクションを実行します。 

図 A–10      we20 トランザクション 

 
 

2. 図A–11に示すとおり、「Partner Type LS」をクリックします。 

図 A–11     パートナ・タイプ LS 

 

3. 図A–12に示すとおり、作成アイコンをクリックします。 

図 A–12      作成アイコン 

 

4. 図A-13に示すとおり、パートナ番号を入力します。これは、前述の手順で作成した論理シス

テムの名前です。 

図 A–13      パートナ・プロファイル  

 

 

5. 図A–14に示すとおり、保存アイコンをクリックします。 
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図 A–14     保存アイコン 

 

6. 図A–15に示すとおり、追加アイコンを使用してインバウンド・パラメータを追加します。 

図 A–15    追加アイコン 

 

 

送信者の(インバウンド・パラメータが入力されている)パートナ・システムの場合、パートナ・プロ

ファイルのメッセージ・タイプごとに次の重要な設定を入力します。 

 プロセス・コードは、IDocデータを SAPデータに変換するために使用するファンク

ション・モジュールを示すために使用されます。 

 IDocの入力の時間: システムまたはリクエストで IDocが作成されるとすぐ(プログラ

ム RBDAPP01を使用)。 

 必要に応じて、データの入力エラーに対処する必要のある後処理エージェント。後
処理エージェントは、ユーザーまたはその他の HR組織単位のいずれかにすること

ができます。 

 

9. 図A–16に示すとおり、パートナ・システムから受信する必要のあるメッセージのタイプを入力

します。 

図 A–16     メッセージ・タイプ 

 

 

複数のIDoc (収集されたIDoc) 

インバウンド処理(サービス・モード)時に、いずれかのプラットフォーム上で収集されたIDocを使

用する場合に、DOCNUMフィールドに各IDocの一意の文書番号がない場合、収集されたIDoc

ファイル内の各ヘッダー・レコードに対するIDocを作成して、各IDocのデータを複製します。 

DOCNUMフィールドがEDI_DC40構造に含まれていること、および各IDocが収集された各IDoc

ファイル内に一意のシーケンス番号を持つことを確認します 

A.3.3   インバウンド・プロセス・コードの構成 

プロセス・コードは、IDocの処理に使用されるファンクション・モジュールの詳細で構成されます。

メッセージ・タイプをプロセス・コードに結び付けることができます。 

プロセス・コードを定義するには、次の手順を実行します。 
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1. インバウンド・パラメータのメッセージ・タイプをクリックします。 

2. プロセス・コードをクリックして[F4]を押し、SAPシステムで利用できるプロセス・コードを取得

します。 

3. そのメッセージ・タイプに適したプロセス・コードを選択します。 

4. 図A–17に示すとおり、「Trigger Immediately」ラジオ・ボタンおよび「Cancel processing after 

syntax error」チェック・ボックスを選択します。 

図 A–17     パートナ・プロファイル、インバウンド・パラメータ 

 

 

5. 「Save」ボタンをクリックします。 

 

A.3.4    配信モデルの構成 

配信モデルは、IDocの送信者および受信者を判定し、転送ルールを定義します。 

 

配信モデルを作成するには、次の手順を実行します。 

 

1. 図A–18に示すとおり、bd64トランザクションを実行します。 

図 A–18      bd64 トランザクション 
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2. 図A–19に示すとおり、編集アイコンをクリックします。 

図 A–19    編集アイコン 

 

3. 図A–20に示すとおり、「Create model view」ボタンをクリックします。 

図 A–20     「Create model view」アイコン 

 

4. 図A–21に示すとおり、配信モデルの名前および説明を入力します。 

図 A–21      配信モデルの名前および説明 

 

5. 図A–22に示すとおり、作成されたモデル・ビューを強調表示します。 

図 A–22      モデル・ビュー 

 

6. 「Add Message Type」ボタンをクリックします。 

7. 図A–23に示すとおり、「Sender」(そのSAPシステム用に保持された論理システム)、

「Receiver」(パートナ・システム用の論理システムの名前)、およびパートナ・システムに送信

する「Message Type」を入力します。 

図 A–23      メッセージ・タイプの追加 

 

8. 必要なメッセージ・タイプをすべて追加します。 

9. 必要なメッセージ・タイプをすべて追加すると、図A-24に示すようなモデル・ビューになりま

す。 
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図 A–24      Oracle JCA SAPのモデル・ビュー 

 

 

A.4 SAPアウトバウンド通信 

SAPアウトバウンド通信では、Adapter for SAPはSAPシステムからのリクエストを受信するサー

バーとして動作します。 

構成: 

アウトバウンドSAP通信には、次の構成が必要です。 

A.4.1   RFC宛先およびプログラムIDの構成 

A.4.2   ポートの作成 

A.4.3   論理システムの構成 

A.4.4   配信モデルの構成 

A.4.5   パートナ・プロファイルの構成 

 

A.4.1   RFC宛先およびプログラム IDの構成 

RFC宛先は、RFCプロトコルを使用してシステムに接続するために必要な、一連の設定として表

示されることがあります。この設定には、パートナ・システムのアドレスおよびタイプと、使用する

ユーザーID、パスワードなどの接続情報が含まれます。 

配信モデルに含まれるすべてのシステムで、すべてのパートナのRFC宛先を定義する必要があ

ります。この目的で使用するトランザクションはSM59です。 

RFC宛先を定義するには、次の手順を実行します。 

1. 図A–25に示すとおり、SM59トランザクションに移動します。 

図 A–25      SM59 トランザクション 

 

 

2. 図A–26に示すとおり、「TCP/IP connections」をクリックします。 
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図 A–26      TCP/IP接続 

 

3. 図 A–27に示すとおり、作成アイコンをクリックします。 

図 A–27      作成アイコン 

 

4. 図 A–28に示すとおり、RFC宛先の名前および説明とプログラム IDを入力して、

「Registered Server Program」をクリックします。 

図 A–28      RFC Destination ORACLESAP 

 

RFCサーバー・プログラムは、自身をそのプログラム ID下に登録します。 

5. 図 A–29に示すとおり、「Gateway host」および「Gateway Service」の名前を入力します。 
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図 A–29      ゲートウェイ・オプション 

 

6. 図 A–30に示すとおり、保存アイコンをクリックします。 

図 A–30      保存アイコン 

 

RFC宛先が構成されました。 

 

注意: プログラム ID は大文字小文字が区別されます。たとえば、ORAQA1 と

oraqa1は同じではありません。 

 

A.4.2   ポートの構成 

IDocポートは、ソースまたはターゲットのシステム間でのデータの送信方法に関する情報で構成

されます。ポートのタイプは、ポート内に含まれる情報を定義します。ポート・タイプがInternetの

場合、ポートにはターゲット・システムのIPアドレスが含まれます。ポート・タイプがfileの場合、

ディレクトリまたはファイルの名前の情報が保持されます。tRFCポートには、ターゲット・システム

のRFC宛先に関する情報が含まれます。ALEを使用したIDoc転送には、tRFCポートが使用され

ます。 

 

tRFCポートを作成するには、次の手順を実行します。 

1. 図A–31に示すとおり、we21トランザクションを実行します。 

図 A–31      we21 トランザクション 

 

2. 図A–32に示すとおり、「Transactional RFC」をクリックします。 
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図 A–32      トランザクション RFC 

 

 

3. 図A–33に示すとおり、作成アイコンをクリックします。 

図 A–33      作成アイコン 

 

4. 図A–34に示すとおり、「Generate port name」ラジオ・ボタンをクリックするか、「own port 

name」ラジオ・ボタンをクリックして独自のポート番号を入力します。 

図 A–34      tRFCポートの作成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 図A–35に示すとおり、「Description」フィールドおよび「RFC destination」に入力します。 
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図 A-35      RFC宛先 

 

6. 「Save」をクリックします。 

A.4.3   論理システムの構成 

論理システムの構成は、「論理システムの構成」の項で説明したとおりです。 

A.4.4   配信モデルの構成 

配信モデルの構成は、「配信モデルの構成」の項で説明したとおりです。 

A.4.5   パートナ・プロファイルの構成 

受信者の(アウトバウンド・パラメータが入力されている)パートナ・システムの場合、パートナ・プロ

ファイルに次の設定を指定します。 

 データの送信先になる受信者ポート。 

 送信方法: 一度に 1つの IDoc、またはパケット。 

 パートナに送信する IDocのタイプ。特定のメッセージ・タイプでは、受信者のシステムに

よって送信される IDoc のタイプが異なることがあります。実際に、使用するシステム環境に、

バージョンの異なる SAPが存在する可能性があります。 

「パートナ・プロファイルの構成」の項で説明するようにパートナ・プロファイルを作成し、次の手

順に従います。 

 

1. 図A–36に示すとおり、追加アイコンをクリックしてアウトバウンド・パラメータを入力します。 
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図 A–36      アウトバウンド・パラメータ 

 

 

2. 図A–37に示すとおり、特定のメッセージ・タイプに対応する「Message Type」、ポート名およ

び「Basic type」を入力します。 

図 A–37      新規エントリ: 追加したエントリの概要ウィンドウ 
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3. 「Save」をクリックします。 

 

IDoc交換のためのインバウンドおよびアウトバウンドの構成が終了しました。 

 

図A–38に示すとおり、SAPからIDocを送受信すると、SAP tcode WE02でインバウンドおよびアウ

トバウンドのIDocとそのステータスを参照できます。 

図 A–38      インバウンド IDocウィンドウ 

 

A.5 アダプタ用の SAPユーザー権限 

ユーザーには、Adapter for SAPからRFC、BAPIおよびIDocを実行するための権限が必要です。

いくつかのSAP tcodeと、それらに必要な対応する権限を表A-1に示します。 

 
表A-1     SAP Tcodeと対応する権限 

 

  SAP tcode と対応する権限 

       

1 SE38 DISPLAY S_TCODE TCD se38 ABAPプログラムの

実行/編集 

   S_DEVELOP ACTVT 3  

2 SE80 DISPLAY S_TCODE TCD se80 オブジェクト・ナビ

ゲータ(SAP開発

ワークベンチ、このト

ランザクションからほ

とんどの開発機能を

利用可能) 
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  SAP tcode と対応する権限 

   S_DEVELOP ACTVT 3  

3 SE11 DISPLAY S_TCODE TCD SE11 ABAPディクショナリ

の保守 

   S_DEVELOP ACTVT 3  

4 SE16 DISPLAY S_TCODE TCD SE16 データ・ブラウザ 

   S_TABU_DIS ACTVT 3  

5 SE37 DISPLAY S_TCODE TCD SE37 ABAPファンクショ

ン・モジュール 

   S_DEVELOP ACTVT 3  

6 SM59 CREATE、

EDIT、
DISPLAY 

S_TCODE TCD SM59 RFC宛先 

   S_RFC_ADM ACTVT 01,02,03  

   S_ADMI_FC

D 

S_ADMI

_FCD 
権限なし  

   S_RFC ACTVT *  

 

A.6 SAP BGRFCの構成 

BGRFC通信を使用する前に、次の構成を完了しておく必要があります。 

1. 図A-39に示すとおり、sbgrfcconfトランザクションを実行します。 

図 A–39      sbgrfcconf トランザクション 

 

2. 「Define Inbound Dest.」タブをクリックします。 

図 A–40      インバウンド宛先の定義 

 

3. 図A–41に示すとおり、作成アイコンをクリックします。 

図 A–41      作成アイコン 

 

4. 図A–42に示すとおり、「Inbound Destination Name」、「Logon Server Group」、「Add 

Queue Prefix」に入力し、「Add」を押します。  
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図 A–42      インバウンド宛先の構成 

 

5. 図A–43に示すとおり、「Save」ボタンをクリックします。 
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図 A–43      インバウンド宛先の構成 

 

6. 図 A–44に示すとおり、保存アイコンをクリックします。 

図 A–44     保存アイコン 

 

7. 図 A–45に示すとおり、SAPに BGRFCコールを送信すると、インバウンド BGRFCユ

ニットが SAP tcode SBGRFCMONに表示されます。 

図 A–45      bgRFCユニットの監視 
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用語集 
 

 

アダプタ 

1つの電子的インタフェースを別の電子的インタフェースに適応させることにより(機能を損なうことなく)一般的な

接続性を提供します。 

 

エージェント 

リスナーおよびドキュメントにおけるサービス・プロトコルをサポートします。 

 

 

チャネル 

バックエンド・システムの特定のインスタンスへの構成済接続を表します。1つのチャネルは、アダプタで管理され

る特定のリスナーへの 1つ以上のイベント・ポートをバインドします。 

 

ポート 

アダプタにより公開される特定のビジネス・オブジェクトを特定の配置と関連付けます。この場合の配置とは、プロ

トコルおよびイベント・データの場所を定義する URLです。ポートはイベント使用のエンドポイントを定義します。 

 

リスナー 

クライアント・アプリケーションからのリクエストを受け入れるコンポーネントです。 
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